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　第一話　下着ドロボーを捕まえろ！





「ふわ、あ……」

　深夜二時。スタンドの明かりに照らされた勉強机に頬ほお杖づえをつきながら、彼女は小さなあくびを噛かみ殺した。

　よく手入れされた艶つややかな黒髪。月のような柳りゆう眉びに縁ふち取どられた切れ長の目。きめの細かい白い肌。街を歩けば即モデルにスカウトされそうなルックスであるが、自慢のその美び貌ぼうも、今日に限っては寝不足のためか少々やつれてみえる。

　二年Ｃ組の神かみ代しろ法ほう香かである。

　彼女は、椅い子すにもたれてくーっと背を伸ばすと、壁の時計にちらっと目をやった。

「……ふう。もうちょっとだけ、がんばらないとですわね」

　季節は十一月の中旬。

　先日の学園祭から二週間が経たち、森もり野の学園はテスト期間に入っていた。

　普段、学校の勉強と女優の仕事の両立でいそがしい彼女は、テスト前にはいつも、こうして深夜まで勉強しているのである。

「あの娘こには、ぜったい、負けられないんだからっ！」

　高飛車な態度のせいで、わがままなお嬢様と思われがちな彼女、じつはかなりの努力家さんなのだ。

　眠い目を擦こすりつつ、ふたたび教科書を開く――と、その前に。

　勉強をはじめてから二時間ほど。さすがに、ちょっとお腹なかが空すいてきた。

「……たしか、冷蔵庫に魚ぎよ肉にくソーセージが残っていましたわね」

　そう独ひとりごち、彼女は椅い子すから立ち上がった。隣室で眠っている家族を起こさぬよう、そっと部屋を抜け出し、台所のあるリビングへ下りていく。

　ギイッ。

　ドアを開けた、その瞬間。

「……っ！」

　思わず悲鳴を上げそうになる。

　庭に面した窓のカーテンに、なにか、ごそごそと蠢うごめく大きな影が映っていたのだ。

　……ど、泥棒？

　法ほう香かは、ごくり、と唾つばを呑のみ込んだ。

　寝ている家族を起こすべきだろうか。それとも警察を呼ぶべきか。

　――いや、と彼女は首を振る。

　幼い頃ころから祖父の道場で中国拳けん法ぽうを習っている法香である。そんじょそこらの泥棒など恐れることはない。

「……」

　カチリ、とロックをはずし、

　カラカラカラ――

　窓を開ける。

　と。

「……っ！」

　法香は――絶句した。

　蒼あお白じろい月明かりが、目の前のそれを、しらじらと照らしていた。

　全長三メートルはあろうかという不定形の塊かたまり。

　白や赤やピンクの触手をグロテスクにうねらせながら不気味に蠢くその〈何か〉は、すべての生きとし生けるものを冒ぼう涜とくする醜しゆう悪あくなカリカチュアであり、名状し難がたい宇宙的嫌悪感すらもよおさせる存在であった。

　それは――この星の生物ではありえなかった。

　いや、そもそも生物ですらない。触手のように見えたびらびらは、でろんでろんに伸びたブラ紐ひもやストッキングやパンティーの切れ端――

　複雑怪奇に絡からみ合った――下着の塊だったのだ！

「いっ、いやあああああああああああああああっ！」



　　　　　◆◇◆



　肌寒い冬の朝。あたし、白しら川かわ夏か穂ほは走っていた。

　昨晩、深夜アニメの放送が三十分遅れたせいで充分な睡眠がとれなかったのだ。

「ひほぶ、ひほぶーっ！」

　少女漫画のヒロインよろしくフランスパンをくわえての全力疾走。ガードレールを飛び越え横断歩道を三歩で渡り、交差点を抜けて塀へいの角を曲がろうとしたところで、

「おぶしっ！」

　衝撃。

　くわえていたフランスパンがボキッと折れ飛び、あたしの身体からだは地面に転がった。

「痛つぅーっ、ててて……」

　目がチカチカする。頭上で星がまたたいている。

　……どーやら、出会い頭に誰かとぶつかってしまったらしい。

　あたしは痛む腰を押さえながら、ふらふらと立ち上がり、

「ご、ごめんなさい……って、あれ？」

　きょとん、と目を丸くした。

　なぜなら、あたしがぶつかったその相手は――

「むうーっ……」

　朝の陽ひを浴びて燦さん然ぜんと輝くプラチナブロンドの髪。

　透き通ったアイスブルーの瞳ひとみと、それをふちどる可か憐れんな睫まつ毛げ。

　艶つややかな桜色の唇。乳香のようになめらかな白い肌。

　まさしく絵に描いたような――いや、絵にも描けないほどの超絶美少女であったのだ。

　彼女の名前はホリン・シャレイリア。

　ひと月ほど前にアイルランドからやってきた、あたしのクラスメートである。

「えっと……シャレイリア、大丈夫？」

「うー、おでこが、おでこが痛いぞ……」

　シャレイリアはぷっくり腫はれたおでこを押さえながら、苦く悶もんの声を上げている。よほど痛かったのだろう、ちょっと涙目になっていた。

　……どーやら、あたしのくわえていたフランスパンの先端が額ひたいを直撃したらしい。

　なるほど。充分な加速を得たフランスパンは凶器になりうる。遅刻しそうな美少女がくわえているのがいつも食パンと決まっているのには、ちゃんと理由があったのだ。

「夏穂、いきなりなにをするのだ！」

「ごめんごめん、急いでたもんだから……」

「とても痛かったぞ！」

　ぷーっと拗すねるように頬ほおを膨ふくらますシャレイリア。

　そんな怒った表情なんかも反則級に可愛かわいかったりするのだが――

　くいっ。くいっ。

　と、袖そでを引かれる感触に、あたしは「？」と背後を振り向いた。

「……のわあっ！」

　そして思わず悲鳴を上げる。

　一頭の巨大なオオカミが「ぐるるーっ！」と唸うなりながら制服の袖を噛かんでいた。

「……」

　オオカミである。ウルフである。

　地上に現生するイヌ科の中で最大最強の動物である。

　しかも、いま涎よだれまみれの口であたしの制服を噛んでいるこいつの大きさは、ゆうに三メートルを超えている。シャレイリアの故郷、アルスターの森にのみ生息する、大狼ダイアウルフという種類のオオカミであった。

　……で。どーしてこんな場所に、そんな猛獣がいるのかというと。

　その原因は、パンツ丸出しで倒れている目の前の少女にあった。

　何を隠そうこのシャレイリア、わけあってアイルランドから転校してきた、由ゆい緒しよ正しきドルイドさんなのである。

　ドルイドっていうのは、いまから二千年以上も昔に、ガリアやブリタニアで繁栄していた古代ケルト民族の祭司のこと。森の木々を敬うやまい、自然を崇あがめる彼らにとって、同じ森の仲間である動物たちは、魂の絆きずなで結ばれた大切なパートナーなのだ。

「るーっ、ぐるるっーっ！」

「ちょっと、ちぎれるってば！　……な、なに？　食べる気？」

　あたしはあわててシャレイリアにしがみつく。……ひょっとして、ご主人様に怪け我がさせたことを怒っているのかもしれない。

「ワールは人を食べたりせぬ。このままでは学校に遅刻するといっているのだ」

「……へ？」

　あたしが、おそるおそる振り向くと。

　ワールという名の（大狼ダイアウルフ♀）は、つぶらな瞳ひとみでこくこくうなずいた。

「……そ、そっか、ありがと……ってまずい！」

　あたしはあわててシャレイリアの手を引き、立ち上がらせる。

　絶対に、彼女を遅刻させるわけにはいかなかった。

　なぜなら彼女は、ドルイドの誓約ゲツシユで無遅刻無欠席を誓っているのである。

　誓約ゲツシユというのは、ドルイドが絶対に守らなければならない厳正な誓いで、これを破るといろいろ大変なことになるらしい（どー大変なことになるのかは怖くて訊きいてないが）。

「うむ、急がねば――」

　シャレイリアは、スカートの埃ほこりをぱっぱと払い、颯さつ爽そうとオオカミの背にまたがった。

「あ、ずるい。あたしも乗せてってよ」

「む、たしかこの国の法律では、二人乗りは禁止なのではないか？」

「大丈夫、それ自転車の法律だから。っていうか街中にオオカミ連れてきてるほうがよっぽど犯罪だよ。ワシントン条約とかいろいろさ」

「そ、そうなのか！」

　ガーン、とショックを受けているシャレイリア。

　……まったく自覚がないのが困ったところである。

「では夏か穂ほは後ろに乗ってくれ。飛ばすから、しっかり掴つかまっているのだぞ」

「ん、わかった」

　あたしはワールのお尻しりにまたがり、シャレイリアの腰をしっかり掴む。

「よし、ワールよ、急ぐのだ！」

　うぉん、うぉん、うぉん、うぉうぉうぉうぉ――――――――ん！

　ワールはバイクのエンジンのごとき咆ほう哮こうを上げると、前まえ脚あしを振り上げ、通学路を一直線に駆け出した。



    

  
    
      



    

  
    
      　　　　　◆◇◆



　私立森もり野の学園。そこは東京都のはずれ、多た摩まの山奥に建つ共学の中学校である。

　清浄な空気と豊かな自然に恵まれた、勉学に勤いそしむには最適の環境――というのが入学パンフレットの触れ込みなのだが、実際に通っている生徒たちにしてみれば、周囲にコンビニやカラオケボックスの一軒もない、たんなるド田舎いなか中学校である。

　山の斜面に沿って並び建つ二棟の校舎。その左の棟の二階、二年Ｃ組の教室が、あたしたちのクラスだった。

「ふー、間に合ってよかった。まさかバイクを追い抜くとは思わなかったよ」

「驚くことはない。ワールは故郷の森で毎年開催される『ドキッ！　ドルイドだらけのかけっこ大会（ぬるりもあるよ）』で二度も優勝したことがあるのだぞ」

「なにその怪あやしげな大会……」

　誇らしげに胸を張るシャレイリアに、半眼でつっこむあたし。

　ともあれ、ワールが法定速度を軽く無視して走ってくれたおかげで、あたしたちは余裕で朝のホームルームに間に合ったのだった。

　ガラガラガラッ――

　と。突然、教室のドアが乱暴に開いた。

「……」

　入ってきたのは、なんだか、とても不機嫌そーな顔をした神かみ代しろ法ほう香かさんだ。

「あ、法香さん、おはよー」

　あたしが声をかけると、

「……おはようございますわ。委員長」

　ムスっとした顔で挨あい拶さつを返し、ドンッと机に鞄かばんを置く法香さん。

　……そして。そのまま、ぴたり、と動きを止め、

「く、屈辱ですわ……」

「え？」

「屈辱ですわ――――――――――っ！」

　叫んだのだった。

「……」

「気でも狂ふれたのか？」

「ちがうわよっ！」

　法香さんは「シャーッ！」と猫のようにシャレイリアを威い嚇かくすると、こんどは机に突っ伏してうっうっと泣きだした。……いそがしい人である。

　ともあれ、いつも強気で高飛車な法ほう香かさんのこんな姿を見るのははじめてだ。

　委員長としても友達としても、もちろん放ほうっておくわけにはいかない。

「……えーっと、なにがあったの？」

　あたしが訊きくと、

　法香さんは泣き腫はらした目をごしごし擦こすって顔を上げ、

「わっ、わたくしっ、わたくしっ、乙女の純潔を穢けがされたのですわ―――――っ！」

「ええええええええ―――――っ！」



　　　　　◆◇◆



　法香さんは、ときに嗚お咽えつし、ときに恐怖に身を震わせながら、昨日の深夜にあったという屈辱的な事件のことを話してくれた。

　無数の触手を持つ下着の化け物――

　正直、にわかには信じられないような話だったが、彼女の話しぶりはあまりにも真剣で、とても作り話をしているようにはみえなかった。

「そして明け方、わたくしが意識を取り戻したときにはもう、そのおぞましいものは姿を消していましたわ。庭に干していた、わ、わたくしの下着と一緒にっ……」

　青ざめた表情で話をおえた彼女は、両手で胸をかき抱き、ぶるっと肩を震わせた。

「法香さん……」

　あたしが肩に手をのせようとすると、

「……でも、あのおぞましいものが奪っていったのは、それだけじゃなかったのですわ」

「え？」

　法香さんは怒いかりに唇をわななかせながら、

「気がついたら、わたくしのっ、わたくしの身に着けていたはずの下着がっ、いつのまにか消えていたのですわ―――――っ！」

　叫んだ。

「うわあ……」

　あたしは絶句する。

　つまり。法香さんは謎なぞの怪生物に下着を盗とられただけでなく、身に着けていたパンツとブラジャーまで奪われ、裸パジャマというちょっとマニアックな格好で、ひと晩中、気絶していたということだ。

　……ひ、悲惨すぎるっ。同じ年ごろの乙女として同情を禁じえない。

「ううっ、神かみ代しろ家の長女ともあろう者が、そんなマニアックな格好でっ……も、もうお嫁にいけませんわーっ！」

　机に突っ伏し、よよよ、と泣き崩れる法ほう香かさん。

　いつも気丈に振る舞っている彼女だからこそ、その姿はいっそう哀あわれを誘う。

「うーん、それにしても、蠢うごめく下着の化け物って……」

　あたしが眉まゆをひそめていると、

「それはたぶん〈シタギ神〉のしわざだね」

　背後からそんな声が聞こえてきた。

　振り返ると、そこに立っていたのは、クラスメートの雪ゆき那な知とも子こ。

　あたしの小学校時代からの幼なじみにして、眼鏡めがねの似合うクールな才さい媛えんだ。

「雪那、なにか知ってるの？」

　あたしが訊きくと、

「……うん。最近、町で噂うわさになってる都市伝説だよ」

　雪那は眼鏡のフレームをくいっと押し上げ、ゆっくりと語りだした。

　――曰いわく、〈シタギ神〉というのは、悠久の太古より積もりに積もった下着泥棒たちの怨おん念ねんが、下着の化身として具現化したものだという。

　その姿は奇怪にして卑ひ猥わい。無数の下着の切れ端を触手のようにうねらせながら、若い美女の下着を狙ねらって捕食していくその様さまは、まるで某国民的映画監督の作品に出てくる『タタリ神』のようである（ただし表面を覆おおっているのはパンツやブラジャーだが）。

　もちろん、こんなのはただの荒こう唐とう無む稽けいな都市伝説にすぎない。しかし、ここ最近、森もり野の市内で蠢く下着の塊かたまりを見たという目撃証言は後を絶たたず、じっさい、この数週間で下着泥棒の被害が急増しているのは事実のようだ。森野市警は、全身を下着で覆った変質者の仕し業わざとみて捜査しているという（バッ○マンとかそーゆー類たぐいの）。

「……いいえ。あれは、絶対に人間なんかじゃありませんでしたわ」

　法香さんが悔しそうに唇を噛かみしめる。

「にしても、狙うのが美女の下着だけってのが気にくわないわね。下着泥棒のくせに生意気な――」

　と、あたしはシャレイリアのほうを向き、

「そーいえば、シャレイリアの家は大丈夫？」

「む？」

　きょとん、とした顔で首を傾かしげるシャレイリア。

「いや、その犯人が美女の下着ばかりを狙ってるんなら、シャレイリアの家って一番狙われやすそーな気がするんだけど」

　すると。シャレイリアは首を横に振り、

「問題ない。私の家は難攻不落だぞ」

　エヘンと胸を張る。

　どんな家だよ――そうツッコミかけて。あたしは、ふと思いついた。

「そーいえば、あたしたち、シャレイリアの家って行ったことなかったよね」

「ああ、そうだな」

「？」という表情でうなずくシャレイリア。

　あたしはぽんっと手を叩たたき、

「……うん、よし決めた！」

　あさっての方向をビシッと指差して、

「シャレイリア、その下着泥棒、あたしたちの手でとっ捕まえるわよ！」

「む、そうだな。秩序を守るドルイドとして、そのような不ふ埒らち者ものは許すわけにはゆかぬ」

　あたしの提案に、そこは正義感の強いシャレイリア、一も二もなく乗ってくる。

「ちょっと夏か穂ほ、こういうのは警察にまかせたほうがいいと思うよ」

「なに言ってんの雪ゆき那な、クラスメートの法ほう香かさんがすでに被害に遭あってるのよ。この事件がトラウマになって、将来、なんかアブナイ性せい癖へきに目覚めちゃったらどーするのよ！」

「目覚めないわよっ！」

　がばっと立ち上がり怒いかりの声を上げる法香さん。

「で、でも、法香さんだって、このままやられっぱなしってのも癪しやくでしょ？」

「とーぜんですわっ！　あの破は廉れん恥ちな生物は一刻も早く消滅させないと……」

　低い声で、ふ、ふふ、ふ……と笑う法香さん。

　……えーっと。すごい怖いです。

「でも、捕まえるったってどうするの？　下着泥棒が次に誰を狙ねらうかなんて――」

　雪那の問いに、あたしはふふん、と人差し指を立て、

「簡単よ。とびっきりの美少女の下着を餌えさに、そいつをおびき出せばいいんだから」

「あ。なるほど」

　あたしと雪那と法香さん、揃そろってシャレイリアのほうを振り向いた。

「ま、まて……その、勝手に決められては困るのだが……」

「聞いてシャレイリア。神しん出しゆつ鬼き没ぼつの変態を捕まえるには、これが一番効率的な方法なのよ。お願い。人助けと思って脱ぎたて生パンツを提供して！」

「し、しかし、それは……」

　シャレイリアは顔を真っ赤にしてスカートの裾すそをぎゅっと握り、じりじりと後ずさる。

「大丈夫だって。あんたの家で待ち伏せるんだから。森の中じゃ、ドルイドにかなうやつなんていないんでしょ。それとも――」

　と、あたしはちょっといじわるな口く調ちようで、

「変態を捕まえる自信がないの？」

「……む、そ、そんなことはないぞ！　ドルイドにとって森は堅けん牢ろうな城じよう砦さいにひとしいのだ。万が一にも、下着泥棒ごときに遅れをとるようなことはない！」

　あからさまな挑発に、ムキになって言い返すシャレイリア。

「……む」

　ハッとして口を押さえるが、もう遅い。

「じゃ、決まりだね。作戦決行は今日の放課後。明日は土曜日だし、勉強会っていえば泊まりもＯＫでしょ。雪ゆき那なと法ほう香かさんも、もちろん来るよね？」

「もちろんですわっ！」

　力強くうなずく法香さん。

「私はパス。テスト勉強したいし」

　と、クールに断る雪那。ラジカセから「ＣＯＯＬ！」「ＣＯＯＬ！」って声が聞こえてきそうなくらいのクールさだった。このマイペース眼鏡めがねめ。

「……むう」

　シャレイリアは、あいかわらず顔を赤らめながら、ぷっと頬ほおを膨ふくらませ、

「はなはだ不本意だが、悪あしき変態を捕らえるためというならしかたあるまい。わ、私のパンツをおとりとして提供しよう」

　不承不承といった様子でうなずいた。

「わーい、今夜はシャレイリアの家でお泊まり会だー！」

「あ。夏か穂ほ、さてはそれが真の目的だったね……」

　ひとりはしゃぐあたしを横目に、雪那がジト目でつっこんだ。



　と、そんなわけで。その日の放課後。

　あたしと法香さんは、シャレイリアの家に向かい――

　……いきなり遭そう難なんしていた。



　　　　　◆◇◆



「まったく、あの娘こってば、なんてへんぴな場所に住んでいますの！」

「うーん、描いてもらった地図だと、このあたりのはずなんだけど……うー、寒っ！」

　あたしはマフラーをきつく巻きながら、きょろきょろとあたりを見まわした。

　シャレイリアさん、あたしたちをもてなすための準備をするということで、簡単な地図だけ描いてよこすと、仲間の動物たちと一緒に一足先に帰ってしまったのである。

　……それにしても、まさか学園の裏山で遭難するとは思わなかった。

　どーやら途中で正しいルートをはずれてしまったらしく、さっきから同じ場所をぐるぐるぐるぐる小一時間ほどさまよっている。

　暗く翳かげった空には木々の葉が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげり、遠く、ホーホー、と寂さびしげなミミズクの鳴き声が聞こえてくる。持ってきた方位磁石はなんかずっと回りっぱなしだし、もちろん、携帯電話の電波もとどかない。

　いつも教室の窓から見慣れているはずの裏山は、いざ足を踏み入れてみれば、ほとんど人外魔境のような場所だった。

「そもそもこの裏山、生えてる木の種類とか、おかしくありません？」

「……うん、このあたりの敷地って、森もり野の学園ができたころからずっと、シャレ爺じいさんが結界を張ってるんだって」

　あたしは目印の石を積みながら言った。

　シャレ爺さんっていうのは、現在、森野学園の理事長をしている、シャレイリアの祖父のことだ。ドルイドの長老であった爺さんは、かつて孫娘に望まぬ結婚を押しつけてしまったことを深く後悔し、いまはこの学園で、彼女の成長を見守っているのだそうだ。

　そんなシャレ爺さんの張り巡らした結界によって、この裏山の植生は、付近の山々の自然環境とはほど遠いものとなっている。

　太く背の高い、オークやトネリコの樹木が立ち並び、生態系さえも異なるこの森は、シャレイリアの故郷、アルスターの森に近い環境なんだそうだ。

　あたしはやおら立ち上がり、

「シャレ子のばか―――――っ！」

　山の彼方かなたに向かって叫んでみるが、濃い霧の中から、ばかー、ばかー、とむなしいやまびこが返ってくるだけである。

「……はあっ。なんで友達の家に遊びにきて遭そう難なんしなくちゃならないんだろ」

　大きくため息をつき、背後の木にもたれかかる。

　ヒュンッ。

　風切る音がして、何かが頬ほおをかすめていった。

「……」

　じわり、と首筋に嫌な汗が流れる。

　ゆっくりと。うしろを振り向くと――

　背後の木に、骨の矢や尻じりが刺さっていた。

「……」

「そーいえばあの娘こ、地図のルートからはずれた場所は、罠わなが仕掛けてあるから危険だって言ってましたわね」

　ぽつり、と法ほう香かさんがつぶやいた。

「……こ、殺す気かっ！」

　矢の刺さった木からあわてて跳びのき、あたりを注意深く見回せば……

　あるわあるわ。なんだか怪あやしげなロープやら木の杭くいやらがたくさん目についた。

「……なるほど。たしかに難攻不落だわ」

　げっそりとうめくあたし。

「どうする、法ほう香かさん。なんか霧も出てきたみたいだし、こんな罠わながいっぱいあるんじゃ、むやみに歩きまわるのも危ないし……」

「だからって、ここでじっとしているわけにもいきませんわ。多少危険でも、声を出しながら歩きまわっていれば、いずれあの娘このほうから見つけてくれるんではなくて？」

「ちょっと、法香さんっ、危ないってば！」

　あたしはずんずん歩き出した彼女の後をあわてて追いかけ――

　びょーん。

　なにかが足に引っかかる。

　……あ、嫌な予感。と思った次の瞬間。

　ズザザザザザーッ！

「わ！」

「なんですのーっ！」

　あたしたちは、ロープのような蔓つる草くさに絡からめとられて宙ちゆう吊づりにされてしまった。

「ちょっと、委員長っ！」

「……ごめん」

　地面に向かって万ばん歳ざいしたまま謝るあたし。

　と。そばにあった茂みが、ガサガサッ、と大きく揺れた。

「……っ！」

　茂みからあらわれたのは――

　黒い巨大な影だった。

「……」

　っていうか、クマだった。

「ク、クマ―――――ッ！」

　宙吊りになったまま、ジタバタともがくあたしたち。

　あらわれたツキノワグマは、でっかいサーモンを口にくわえ、北海道土産の木彫りそのままのポーズであたしたちを狙ねらっている。

「し、死んだふり――」

「それは迷信ですわ」

「クマー、クマクマー！」

「通じるわけないでしょう！」

「ほ、法ほう香かさん、なんとかしてっ！」

「だめですわ……この体勢では神かみ代しろ流奥義〈熊殺しビーストベイン〉が使えないっ……」

　凶暴そうなクマの両目がキュピーンと光った。

　くわえていたサーモンを地面に放ほうり、二本足でガーッと立ち上がった。

「……っ！」

　あたしが覚悟して目をつむった、そのとき。

「ブラン、やめるのだ！」

「……」

「その者たちは獲物ではない。私の客人だ」

　ガサガサと茂みをかきわけ、杖つえを持ったシャレイリアがあらわれた。

「夏か穂ほ、遅かったではないか」



　　　　　◆◇◆



　シャレイリアの家は、森の中のちょっとひらけた場所にあった。

　簡素な木の骨組みに獣のなめし革を張った、ドーム型のテントである。

　外からは小さく見えたテントも、中に入ってみれば意外に広く、真ん中に設けられた囲い炉ろ裏りを中心に、なかなか快適な居住空間をつくり上げている。

　ケルト織り絨じゆう毯たんの敷しかれた客間の奥には小さな木棚があって、薬を調合するためのすり鉢や、動物を象かたどった怪あやしげな人形が並んでいる。

　そして、その横のベッドには、ふつうの女の子らしく、かわいらしいリスやウサギのぬいぐるみが置いてあるのだった（たまに耳がぴょこっと動いたりするが気にしない）。

　囲炉裏の火がパチパチと燃えている。

　夜七時。あたりはもう真っ暗だ。

　山の寒さに震えながら、あたしは、ぐつぐつ煮え立つお粥かゆをお椀わんによそっていた。

「法香さん、おかわりは？」

「いただきますわ」

　ちなみに、いまお粥を煮ているこのお鍋なべ、シャレイリアが家出するときに実家から持ち出した（※ちょろまかしてきた）家宝で、ケルト神話に登場する〈ダグダの大おお鍋なべ〉を模もして作られたレプリカらしい。

　ダーナ神族の王ダグダが用いたとされるその鍋は、決して中身が空からになることがなく、しかも、この鍋で煮たものはすべからく最高の味になったという。

　そんな魔法の鍋のおかげか、はたまた素材のよさか。シャレイリアのふるまってくれたお粥は、めちゃくちゃ美お味いしかった。

　昆布ベースのダシに、具はキノコと川魚の身を骨ごとすり潰つぶして作ったつみれ団子。味付けはみじん切りの薬草に塩しお胡こ椒しようを効かせただけのシンプルなものだったが、これがとんでもなく美味だった。

　山の中を歩きまわり、空腹の限界に達していたあたしと法ほう香かさん、年ごろの乙女には似つかわしくないきおいで、お粥かゆをガツガツかっこんでいる。

「ハフ、ハフハフ……んぐっ……」

「く、くやしいですけど、これは……ハフハフ……」

「遠慮せずにどんどんおかわりしてくれ。私の調合した薬草は滋養にもいいからな」

　木き串ぐしに刺した魚を炙あぶりながら言うシャレイリア。

　ゆらめく囲い炉ろ裏りの炎が、彼女の頬ほおを、ほんのり赤く染めている。

　ヒイラギの葉で編んだ冠をかぶり、ゆったりとした白い長衣をまとったシャレイリアは、いつも見慣れている制服姿とは、だいぶ印象が違っていた。

　ほっそりとした華きや奢しやな手足。黄金色に輝くプラチナブロンドの髪と、湖面のように透き通った蒼あおい瞳ひとみ。神秘的な衣装を身に着けた彼女の姿は、あまりに浮世離れしていて、まるで壁に飾られた一枚の幻想絵画のように見える。

　だが、ドルイドである彼女にとっては、むしろこの格好のほうが普段着であるらしい。

　森の中にいるときは、自然の感覚を鈍にぶらせないため、肌に密着する下着なども一切身に着けないのだそーだ。

　……ん？

　それって、つまり……

　あたしはふと、こめかみに手をあて、

「……っ！」

　くわっ、と目を見開く。

　いま、いまシャレイリアは、ノーブラ、ノーパンってこと―――――っ!?

　ズガビシャ―――――ン！

　脳裏を稲妻のように駆け抜けたその天啓に、あたしは、ハッと息を呑のみこんだ。

　ま、まさかっ、いまこの場でおこなわれているのは、ノーパンしゃぶしゃぶならぬノーパン粥っ！　あの（たぶん）官庁街でしか食べられないという伝説の……

　あたしは思わず、悪そうな顔をした偉い人たちが、

「ほっほっほ、たまらんの～」

「今夜の娘はまたべっぴんでおじゃるのう～」

　などと談笑しながら、箸はしの先でかわるがわるシャレイリアのスカートをめくっている図を想像してしまう。

「や、やめるのだっ、ばか者っ！」

「ほっほっほ、そんなに恥ずかしがらずに」

　ぴらっ。

「おじさんたちに見せてごらん。んん～？」

　ぴらっ。ぴらっ。

　シャレイリアは顔を赤らめ――

「……むーっ、パ、パンツじゃないから恥ずかしくないのだっ！」

「おおお～っ♪」

　……な、な、なな、なんていやらしいっ！

　頬ほおがカアッと熱くなる。

　だ、だめだよ、そんな、そんな格好、ああっ、シャレイリアの変態っ――

　あたしが、そんなめくるめく妄想ワールドに身み悶もだえしていると、

「夏か穂ほ、どうしたのだ？」

「へ？」

　シャレイリアが、心配そうにあたしの顔を覗のぞき込んでいた。

「顔が赤いぞ。熱でもあるのか？」

「あ、い、いや、気にしないでっ……」

　あわててぶんぶん首を振るあたし。



    

  
    
      



    

  
    
      　シャレイリアはしばらく、怪け訝げんそーに首を傾かしげていたが、

「……変な夏か穂ほだな。まあよい、魚が焼けたぞ」

　と、囲い炉ろ裏りでこんがり焼けた魚の串をわたしてくれた。

　まるまる太った鮭さけである。

「わ、おいしそう……」

　あたしは串を受けとると、立ち上る匂においにくんくん鼻をひくつかせ、

「いただきまーす」

　はむっ。

「……っ！　お、おいしーっ！」

　あたしは思わず声を上げていた。

　パリパリに焼けた皮。ほろ苦にがいはらわた。さっくり柔らかい淡紅色の身からはジューシィな脂あぶらがとめどなくあふれだす。

「わたくし、お魚はちょっと苦手なんですけど、これは……はむはむ……」

　と、いつもはシャレイリアにつっかかっている法ほう香かさんも絶賛する。

「シャレ岡おかはん、なんちゅうもんを、なんちゅうもんをくわせてくれたんや……」

　あたしがだーっと涙を流しながら言うと、

「美味なだけではないぞ。これは祖父が手塩にかけて育てた〈知恵の鮭〉なのだ」

「知恵の鮭？」

　シャレイリアは、うむ、とうなずいて、

「かのフィアナ騎士団の物語に登場する魔法の鮭だ」

　この鮭にまつわる伝説を静かに語りだした。

　――フィアナ騎士団の首領、フィン・マックールは、アルスター神話の英雄ク・ホリンと並ぶ伝説的人物である。

　彼が、のちに師事することになるドルイド僧フィネガスと初めて出会ったとき、フィネガスは川のほとりで、七年かけて釣れなかった〈知恵の鮭〉をちょうど釣り上げたところだった。フィネガスは「決してつまみぐいしてはならないぞ」と厳命し、出会ったばかりのフィンに鮭の調理を命じた。

　ところが、フィンは調理中、親指にはねた鮭の脂を思わず舐なめてしまうのである。

　しかし、それを知ったフィネガスはフィンを咎とがめることなく「これも運命じゃ」と彼にその鮭を食べさせた。以来、フィンは難題に立ち向かうたびに脂のついた親指を舐め、無限の叡えい智ちを引きだすようになったということである。

「……ほほう、で、この鮭がその〈知恵の鮭〉ってわけ？」

　あたしが訊きくと、

「うむ、そうだ。このあたりの鮭は、祖父の張った結界の作用によって、少しずつ〈知恵の鮭さけ〉としての霊質を獲得しているようなのだ。さすがに伝説ほどの効果は望めないが、食べると、ほんのわずかだが頭がよくなるぞ」

「へえ……」

　シャレイリアの話を聞いて。

　あたしと、そして法ほう香かさんの目がキュピーンと光った。

　食べるだけで頭のよくなる鮭。

　テストを目前に控えたあたしたちにとっては、まさにうってつけの鮭である。

　……ひょっとして、シャレイリアの仲間の動物たちが並外れて頭がいいのも、この鮭を食べてるせいだったりして。

「……はあっ。でも、いいなー」

　あたしはおーげさにため息をつき、

「む？」

「だってさ、シャレイリアってば、毎日こんなおいしいご飯食べてるんでしょ。うらやましいよ。お嫁さんになってよ」

　どさくさにまぎれてプロポーズとかしてみる。

　だが、シャレイリアは首を横に振り、

「いや、今日は夏か穂ほたちが来るというから特別にご馳ち走そうを用意したのだ。私の毎日の食事はドングリなどの木の実だぞ」

「……そっか。まあ、フランス人だって毎日フランス料理食べてるわけじゃないもんね」

　みょーに納得してしまうあたしであった。

　と。

「……む、しまった！」

　突然、シャレイリアが杖つえを持って立ち上がった。

「ん、どしたの？」

「今日はあヽれヽの日であった！」

「は？」

　と、訊きき返す間もなく。あろうことか。彼女は手にした杖の先端を、煮えたぎる鍋なべの中に突っ込んだ。

「ちょ、ちょっと――」

「なにするのよっ！」

　非難の声を上げるあたしと法香さん。

　シャレイリアはゆっくりと鍋のお粥かゆをかきまぜながら、ぶつぶつと呪じゆ文もんの言葉をつぶやきはじめる。

「……ケステ・エリン・マナナーン・マクリール……」

　桜色の唇から紡つむがれる、美しい調べ。

　やがて。煮え立つお粥かゆがまばゆい光を放はなち――

　なんだか、どこかで見たことのあるよーな、メガネの少年と青いタヌキみたいなロボットの映像がぼんやりと……

　……ってまて。これはマズイよ。いろいろと！

　あたしはあわてて立ち上がる。

　そう。シャレ姐ねえさん、前に見せてくれたこともある念視魔術の応用で、お粥にアニメを投影しちゃったのである。このお茶目さん♪

「じゃなくて、あほ―――――っ！」

「む？」

「早く消しなさいっ、訴えられる前にっ！」

「しかし、夏か穂ほ……」

「っていうかこれ、なんだかすごい食べにくいですわ」

　法ほう香かさんがげんなりとした顔でつぶやいた。

　なるほど。お粥に映ったキャラクターの目や口に、キノコやつみれ団子がぷかぷか浮かんでいる図というのは、なんとも食欲を減退させるシュールな画えであった。

「むう……」

「ほらね。だいたい、テレビ見ながらご飯食べるなんて行儀悪いよ」

　あたしは彼女の手からパッと杖つえをとり上げる。

　お粥に映った幻影はザーッと乱れて消えてしまった。

「わ、夏穂、ひどい！」

「だーめ。食べおわってからにしなさい！」

　あたしが背中にテレビのリモコン（杖）を隠すと、

「むううー……」

　シャレイリアは、涙目でぷーっと頬ほおを膨ふくらますのだった。



　……そんなこんなで。楽しい夕ゆう餉げのときは過ぎ、

「ふーっ、食べた食べた。ごちそうさま」

　あたしはふくれたお腹なかをぽんぽん叩たたく。

　デザートに出てきた薬草のプディングもぺろっとたいらげ、いっそこのまま牛になってしまいたい気分である。

「ちょっと食べすぎてしまいましたわね。不覚ですわ」

「あ、そっか。法香さんは女優のお仕事あるからいろいろ大変だよね」

「いえ、そうではなくて、わたくしたちはこれから――」

「夏か穂ほ、あとでお風ふ呂ろをわかすぞ」

「え、ほんと？　楽しみ楽しみ。一緒に入ろーね――」

「ちょっと、あなたたち！」

　突然、法ほう香かさんが苛いら立だたしげに立ち上がった。

「？」と振り向くあたしとシャレイリア。

「ここに来た本来の目的を忘れていませんこと！」

　……はて。そーいえば。

「……」

　あたしはしばし考え込み……

　やがて。ぽんっ、と手を打った。

「……あ、うん、もちろん、ちゃんとテスト勉強もするよ。教科書も持ってきたし」

「そーじゃなくて！」

　法香さんはガーッと叫んだ。

　……ううっ、怖い。

「わたくしが言ってるのは！　例の下着泥棒のことですわ！」

「おおっ！」

　あたしとシャレイリアは同時に声を上げた。

　……そーいえば、すっかり忘れてた。

　あたしたちって、下着泥棒捕まえるためにきたんだっけ。

「……まったく。呆あきれましたわ。あなたたちがそういう態度なら、わたくしひとりでも捕まえにいきますわよ！」

「ご、ごめんごめん。えっと、でも、よく考えたらさ、こんなトラップだらけ猛獣だらけの山に、下着泥棒なんかが侵入できるとは思えないんだけど――」

「おだまりなさいっ！」

　叫び、法香さんはあたしの鼻先に人差し指を突きつけた。

「どんな場所であろうと、やつは絶対に姿をあらわすはずですわ。これを狙ねらってね！」

「そ、それはっ！」

　法香さんが高々と掲かかげた手に握っていたもの――

　それは、可愛かわいらしいクマさんの描かれた白いパンツだった。

「わっ、私のパンツではないかっ！」

　シャレイリアが顔を真っ赤にして跳びかかった。

　法香さんはひょいと軽くその手をかわし、人差し指をパンツの端に引っかけてくるくるもてあそぶ。

「か、かえせっ、ばか法香！」

　シャレイリアは半分涙目になって飛び跳ねるが、いかんせん、法ほう香かさんのほうが頭ひとつくらい背が高く、ひょいひょいっと簡単にかわされてしまう。

「むうーっ！」

　ぽかぽか。ぽかぽかぽか。

「法香さん、かわいそーだよ。返してあげなよ」

「いーえ！　これはしばらく預からせてもらいますわ。こんどこそ、あの下着泥棒の正体を暴いてやるんだからっ……」

　そう固い決意に満ちた表情でつぶやくと、法香さんはシャレイリアのパンツを握り締め、颯さつ爽そうと夜の森へ消えていってしまった。

「……」

「むう、私のパンツが……」

　と、シャレイリアが唇をとがらせてつぶやいた、そのとき。

「きゃあああああああああああああああっ！」

　夜の森に悲鳴が響きわたった。
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　あたしたちはテントを飛び出した。

　月明かりもほとんど射し込まない、深い森の中。

　まばらに生えた木々のあいだに、ひときわ濃い闇やみがわだかまっている。

　シャレイリアがそっと呪じゆ文もんの言葉をつぶやき、杖つえの先に明かりを灯ともした。

　ほの白い燐りん光こうが、あたりをぼんやりと照らし出す。

「……っ！」

　突如、目の前に出現したその光景に――

　あたしたちは、思わず絶句した。

　ぞわぞわ……ぞわぞわぞわぞわぞわぞわ……

　白や黒、黄色、水色、赤、ピンク……複雑に絡からまりあった極彩色の下着の塊かたまりが、おぞましい触手をにょろにょろうねらせながら法香さんに覆おおいかぶさっていたのだ！

「ふぁ……ん、あふっ、んむっ……」

　まるめたパンツを猿さる轡ぐつわみたいに噛かまされ、みょーにエロティックな声で喘あえぐ法香さん。

　触手のような下着の切れ端が、彼女の全身をそわそわ撫なでまわしている。

「や、んあっ、ふっ、んっ、はぁ、あふっ、はぁ、はぁ、んむぅっ……」

「……って、やめんか―――――っ！」

　あたしが手近にあった木の枝を投げつけると、下着の塊はザザーッと潮しおが引くみたいに逃げ去った。

「法ほう香かさんっ！」

　あたしは急いで駆け寄り、ぐったりした彼女の身体からだを抱きかかえる。

「……っ、どういう、ことですの……わたくしの怪け鳥ちよう蹴げりは、たしかに効いたはず……」

「法香さん、しっかりっ、法香さんっ！」

「委員長……気を、つけて……」

　法香さんは乾いた唇をかすかに震わせ――

　ガクッ、と意識を失った。

「法香さ―――――んっ！」

　映画のクライマックスシーンのように叫ぶあたし。

　見たところ、とくに外傷はないようだが、精神的なダメージが大きかったのだろう。

　彼女が持っていたシャレイリアのパンツも奪われてしまったようだ。

　……ん？

　と、そのとき。あたしはふと気がついた。

　彼女を抱きかかえたときに感じた、ある違和感――

「ま、まさか……」

　あたしは制服の上から法香さんの背中を触り、

　……ない。

　やはり、ない。

　背中にあるべきブラ紐ひもの感触が……ない！

「……っ！」

　全身を戦せん慄りつが駆け抜ける。

　シャツのボタンもはずさずに、中のブラだけを抜きとった……！

　人間技じゃない。とんでもない高等テクニックである。

　……ん、ちょっとまて。上が盗とられたということは、当然、下のほうも――

　あたしの視線は自然と法香さんのスカートのほうへ移動し、

「――夏か穂ほ、気をつけろ」

　凛りん、としたシャレイリアの声に、あたしはハッとする。

「え？」

「やつは、まだ――そこにいる」

　シャレイリアが杖つえの明かりを上に差し向けた。

　あたしたちの頭上――木々の枝がざわざわと揺れている。

　風のせいではない。

　にょろにょろと不気味に蠢うごめく、パンティーやブラジャーの塊かたまりが、木々のあいだに絡からみついているのだった。

　……うひいいい、き、気持ち悪すぎるっ！

　それは、断じて『下着を身にまとった変態』なんかじゃなかった。

　ぜったいに、人間には再現不可能な気持ちの悪い動きをしていた。

　カラフルな触手をうねらせながら、ぞわぞわと蠢うごめくその塊かたまりの中心に、法ほう香かさんの持っていたあのシャレイリアのクマパンツがちらっと見える。

「……痴しれ者がっ、わ、私のパンツをかえせーっ！」

　シャレイリアが杖つえを構え――跳んだ。

　タッと地面を蹴けり上げ、木の枝を踏み台にして一気に加速する。木々のあいだから数本の触手が放はなたれるが、それらをすべて回避。木の上まで一気に駆け上がり、空中で振りかぶった杖の一撃を、蠢く下着の中心めがけて思いっきり振り下ろす！

　ザンッ！

　まさに一刀両断。

　次の瞬間。下着の怪物はまっぷたつに切断されていた。

「おおっ、シャレイリア、すごい！」

　地上から感嘆の声を上げるあたし。

　森の中にいるドルイドは、やはりいつもの何倍もの力を発揮できるらしい。

「……うむ、たいした相手ではなかったな」

　沙さ羅らのような金髪をなびかせ、シャレイリアは、タッと地面に降り立った。

　まっぷたつになった下着の化け物は、それぞれパンティーやストッキングの切れ端をあたりに撒まき散らしながら、地上でびくびくのたうっている。

　かろうじて生きてはいるようだが、さすがに、いまの一撃は致命傷だろう。

　が、しかし――

「なっ……！」

　ぞわぞわぞわ……

　ぞわぞわぞわぞわぞわ……

　ふたつの下着の塊はたがいに絡からみあい、ふたたび、もとの姿に戻ってしまった。

「んなバカなっ！」

「む……」

　絶句するあたしたち。

　と。シャレイリアが杖の明かりを茂みのほうへ向け、

「――夏か穂ほ、あれを見るのだ」

「？」

　あたしは明かりの先に目をこらす。

　そこに。極彩色の下着にまみれた小さな人影が倒れていた。

「……あれは？」

　目をすがめて近づこうとする。

　と――

『……ぐふふ、なかなかやるではないか。人間ふぜいが』

「――っ！」

　闇やみの中から声がした。

　反響する無数の声。不自然にくぐもった、それは――下着の中から聞こえてきた。

　……喋しやべった？　あの怪物が――？

「おまえたち、いったい何者だ！」

　シャレイリアが、ふたたび杖つえを構えて叫んだ。

『ぐふふふ、我は〈レギオン〉、すなわち群れである故ゆえに』

「レギオン？」

　あたしが訊きくと、

「ラテン語で〈軍団〉という意味だ。ただの下着泥棒にしては物知りだな」

　横にいるシャレイリアがつぶやいた。

　……まあ、いくらかっこいい台詞せりふ言っても下着泥棒は下着泥棒なんだけど。

　と。

　茂みのそばに倒れていた、さっきの小さな人影が、むくりと起き上がった。

　杖の明かりを向けられ、まぶしそうに手をかざすその顔は――

「……っ！」

　赤かった。

　毛深かった。

　もみあげが長かった。

「……」

「……えっと、サル？」

「うむ。サルだな」

　……

　…………

　しばしの沈黙。そして。

「えええええええええええええええええっ！」

　森の中にあたしの叫びがこだました。

　……なに？　なに？　サルってどーゆーこと？

『ウキャーッキャッキャッキャッ！』

　夜の森に、やつらの耳みみ障ざわりな哄こう笑しようが響きわたる。

　さっきのサルはぴょんと跳び上がると、蠢うごめく下着の塊かたまりの中へ姿を消した。

「……っ、そういう――ことか」

　ここにきて、ようやくあたしは化け物の正体を悟る。

「む？　どういうことだ？」

「さっき、連中の言ってた通りよ。……あいつは一匹の化け物なんかじゃない。何十匹ものサルが集まった〈軍団〉なのよ！」

　そう。やつらの正体は下着を身にまとったサルの軍団。

　まるで一匹の生物のようにふるまってはいるが、それはやつらの卓たく抜ばつしたチームワークの為なせる業わざであったのだ！

　どーりで蹴けっても殴ってもだめなわけである。たとえ群れの中の一匹をしとめても、そいつを切り捨ててまた元の姿に戻ってしまうというわけだ。

「でも、いくらサルが頭いいっていっても、こんなこと――」

　そんなあたしのつぶやきが聞こえたのか。

　下着にまみれたサルの群れは、いっせいに声を震わせた。

『……ぐふふ、よくぞ看破したな小娘。いかにも我らは名高き猿回しの一座から逃れてきた〈軍団〉のはぐれ者よ。規律ばかりの生活に飽き、一座を去った我らは、猟りよう師しやワイドショーの取材から逃げ回りながら、各地で盗みを働いて生き延びてきたのだ！』

　……軍団？

　サルの軍団ってまさか、

　あの、日光の――

　あたしはハッと気がついた。

「なるほど。元あの〈軍団〉のサルなら、そのありえないチームワークも、人間の言葉が喋しやべれるのも不思議じゃないわ！」

「……そうなのか？」

　眉まゆをひそめるシャレイリア。

「いや、あんたの連れてる動物たちとか見てると、サルならそれくらいできそーかなーって思っちゃうんだけど……あ！」

　と。そこで、あたしはふと閃ひらめいた。

「あんたたち、ひょっとして、最近、このあたりの川で獲とれた鮭さけを食べた？」

『鮭だと？』

　下着まみれのサルたちは一瞬、ぞわぞわするのをやめ、

『……食ったが、それがどうかしたか？』

「……」

　オーケイ。謎なぞは解けた。

　このサルたちは〈知恵の鮭さけ〉を食べて、サルにあるまじき知能をつけたのだ。

「それにしても……あんたたち、人間の下着なんて集めて、いったい何が目的なの？　人間への復ふく讐しゆう？　それとも、アブナイお店に売って逃走資金にするとか？」

　すると。サルたちはぐふふ、と笑い、

『愚おろか者め……我らが人間の下着を求めるのには、深い理由があるのだ』

「理由？」

　サルが人間の下着を盗む理由って、いったい……？

『うむ。我らは美女の下着を見るとなんか興奮するのだ！』

「な、なに―――――っ、ってやっぱただの変態かっ！」

　知恵をつけてもしょせんサルはサルである。

　あるいは、なまじ〈知恵の鮭〉を食べて知恵をつけてしまったせいで、人間の下着に興奮するようになったのかもしれないが。

「ええいっ、もーいいわ、めんどくさいっ。サルだろーがなんだろーが、変態は懲こらしめるのみよ、覚悟しなさい！」

　あたしがびしっと言うと、

『ふふふ、愚かな娘だ』

『金髪の娘は別格として、よく見ればお前もなかなか……』

『小生意気な娘は嫌いではないぞ、ぐふふふ……』

　身にまとった下着をちろちろ動かしながら、舐なめるような視線を向けてくるエロ猿たち。

「ううっ、気持ち悪い……」

　あたしは嫌悪感に身を震わせる。

「――夏か穂ほ、来るぞ！」

　シャレイリアが叫んだ。

　刹せつ那な。

『ウキーッ！』

　と、はじめてサルらしい声を上げ、下着の塊かたまりが向かってくる。

　ザンッ！

　一いつ閃せん。シャレイリアの杖つえがサルどもを一気に蹴け散ちらす。

　が、しかし――それは罠わな！

「しまった！」

　シャレイリアの悲鳴が響きわたる。

　派手な色の下着は目くらまし。

　その下に隠れたサルたちは、杖を伝ってシャレイリアの身体からだにつぎつぎと飛びかかる！

『ウキーッ！』『ウキキーッ！』『ウキキキーッ！』

「――か、夏か穂ほ――」

　シャレイリアの姿は一瞬で下着の津波に呑のみ込まれた。

「シャレイリア！」

　叫び、手を伸ばそうとしたあたしの前に、

「……っ！」

『ウキキキキーッ！』

　うねうねと波打つ下着（とサル）の群れが迫っていた。

「……ん、んぐっ、むぐっ、ん、んん―――――っ！」

　極彩色の下着の奔ほん流りゆうに、なすすべもなく押し流されるあたしとシャレイリア。

　毛深いサルどもの手が、いろんなところからするすると伸びてくる。

　身の毛もよだつようなその感触。

「んむ―――っ、ん―――――っ！」

　あたしが乙女的な意味での人生終了を覚悟した、そのとき、

『ウキ―――――ッ！』

　サルたちの甲高い悲鳴が響きわたった。

「……っ！」

　瞬間。あたしの身体からだは下着の奔流から投げ出されて地面に転がった。

　……？　いったい、なにが？

　あたしは地面に倒れこんだまま、朦もう朧ろうとする意識であたりの様子を見まわした。

　あたりには――

「なっ……！」

　下着まみれのサルたちが、大量の血を流して失神していた。

　大量の……鼻ヽ血ヽを流して。

　サルたちの手には、シャレイリアが身にまとっていた白い長衣の切れ端が握られていた。

「……え？　なんで？　あれ、下着じゃないのに……」

　……！

　と。そこであたしは気づく。

　……そうか。今日、シャレイリアはもともとノーブラ、ノーパンだったんだ。

　下着とは肌に直接身に着ける衣服のこと。

　だとすれば、あの長衣はサルたちにとって、まさしく下着にほかならない。

　そして、その長衣を脱がされたということは、つまり――

　いま、シャレイリアは――シャレイリアはっ……

　あたしは、ゆっくりと、地面から顔を上げた。

　幽玄めいた森の中。スポットライトのような月明かりに照らされて。

　全裸のシャレイリアが、ふるふると震えていた。

　腰まで伸びたプラチナブロンドの髪。白くほっそりとした華きや奢しやな手足。滑なめらかな曲線を描く腹部。そして胸もとには瑞みず々みずしいフルーツのような膨ふくらみがふたつ。

「か、夏か穂ほ……」

　シャレイリアと、目が合った。

　きっかり三秒。彼女の顔がみるみる紅潮する。

　そして――

「こ、こっちを見るな―――――っ！」

　シャレイリアの怒ど鳴なり声とともに大量の土砂が舞い上がり、周囲の木々もろとも、サルの群れ（とあたし）を吹っ飛ばしたのだった。
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　かくして、事件はぶじに解決した。

〈知恵の鮭さけ〉によって知能が向上したサルたちにとって、超絶美少女シャレイリアのハダカはあまりに刺激が強すぎたのだ。

　ぶちキレたシャレイリアにびびったサルたちは、全員、土下座して謝った。

　とても反省しているよーだ。

「反省だけならサルでもできますわよっ！」

　地面を踏みつけキーッとわめく法ほう香かさん。

『すんませんでした。盗んだ下着は洗ってお返ししますんで――』

「いらないわよっ！　あんたたちのかぶったパンツなんて！」

『そうですか。ではあれは群れの宝物に――』

「かえしてっ！　いますぐかえしなさいっ！」

　……そんなこんなで。

　反省したサルたちは、この裏山に住まわせてもらうかわりに、二度と悪さはしないとシャレイリアに誓ったのだった。

　――ちなみに、シャレイリアの家で〈知恵の鮭〉を食べたあたしと法香さんだったが、テストの点数はいつもとあんまり変わらなかった。

　人間が食べても、そんなに頭がよくなるわけではないよーである。残念！



    

  
    
      



    

  
    
      
　第二話　ドルイドさんのドキドキ初デート！



　朝。あたしがいつものように学園に登校すると――

「？」

　下駄箱の前に、金髪美少女のドルイドさんが立っていた。

　なにか紙のよーなものを手にして、ためつすがめつながめている。

「おはよー。シャレイリア、なにやってんの？」

　と、声をかけると。

　豪ごう奢しやなプラチナブロンドの髪がふわりとひるがえり、透き通ったアイスブルーの瞳ひとみがあたしをひたと見つめる。

「む、夏か穂ほか。ちょうどよいところに来てくれた。今け朝さ、登校したら下駄箱にこのようなものが入っていたのだ」

　シャレイリアが手にしていたのは――一通の封筒だった。

　まん中にハートのシールが貼はってある。

「……えーと。これってひょっとして……」

　……ラブレター、ってやつ？

　あたしは心の中で首を傾かしげる。

　――いや、考えてみれば、べつにそんなに驚くことじゃない。なにしろ、シャレイリアは学園中のだれもが見み惚ほれるような超絶美少女だ。ラブレターの十通や二十通、毎日のように入ってたっておかしくはないのである。

　あれ？　でも、いまのシャレイリアの言い方だと――

「ねえ、もしかして、下駄箱にこーゆー手紙が入ってたのって、今日が初めて？」

「うむ」

　シャレイリアはこくりとうなずいた。

　……うーむ。意外である。まあ、たしかに、シャレイリアほどの超絶美少女となると、男子としては逆にアプローチしにくいのかもしれない。高たか嶺ねの花タイプの女の子ってじつはあんまりモテないって、このまえ弟の聡さと史しから没収した『一週間でモテ男になるための40の法則』（Ｐ○Ｐ文庫）にも書いてあったし。

　あるいはたんに、いつも一緒に連れてる猛獣たちが怖いだけかもしれないが――っていうか絶対そっちだな。うん。と、ひとり納得するあたし。

「……」

　シャレイリアは、しばし封筒をじぃーっと見つめたのち――

　ぱくっ。

「食べるなっ！」

「む？」

　振り向いたシャレイリアの口から、あたしは手紙をむしりとる。

「あんたはっ、どこぞのヤギ先輩か文学少女か！」

　まあ、いっつも木の枝とか囓かじってるくらいだし、そりゃ紙だって食べられないことはないんだろーけど。

「あんたねー、それ、出したほうにとっては、とっても大事な手紙なんだからね！」

「む、そうなのか？　なぜ大事な手紙を下駄箱などに入れるのだ？」

「そ、それは、昔からの伝統ってゆーか、様式美ってゆーか……」

　と、しどろもどろになるあたし。

「確実に届けたい手紙なら、ふつうは鳩はとに持たせるはずだ」

「鳩？」

「うむ、訓練された伝でん書しよ鳩ばとだ。鳩は古代エジプトの時代から第二次大戦末期まで、あらゆる戦場で主要な通信手段として用いられてきた。私の祖父も、七十年ほど前にチャーチルからの要請で精鋭の伝書鳩五百羽をブリテン島に送ったことがある」

「へー」

「軍の手ちがいですべてチキンカレーにされてしまったそうだが」

「うわあ……」

　人類はこのような悲劇を生む戦争を二度と起こしてはならないのである。

「ちなみに、チャーチルは一九〇八年にバード・オヴェイト・ドルイド教団のアルビオン・ロッジに入会している、れっきとしたドルイド教団員なのだぞ」

　エヘンと胸を張り、あんまり役にたたない豆知識を披露するシャレイリアさん。

　……ま、それはそれとして。あたしはコホンと咳せき払ばらい。

「と、とにかくっ、日本の学校では、ラブレターは下駄箱に入れるものなの！」

「……むう、そうなのか？」

　シャレイリアは、まだ納得のいかない顔をしていたが、

「なんにしろ、せっかく書いてくれたんだし、せめて中身くらい読んであげたら？」

「うむ、そうだな。しかし……」

　と、シャレイリアは封筒を逆さにして眉まゆをひそめ、

「私は文字が読めないのだ」

　あ。そうか。記憶力のいいシャレイリアなら、その気になれば漢字やひらがなくらい簡単に覚えられそーなものだが、知識は口頭伝承するというドルイドの伝統をかたくなに守り、彼女はあえて文字を覚えようとしないのであった。

「夏か穂ほ、すまないが、読んでくれないか？」

「うーん、他ひ人と様さまのラブレターを読むのはあんまり気が進まないけど……」

　ともあれ、そういう事情ならしかたあるまい。

「じゃ、とりあえず教室で開けようか。もうすぐチャイム鳴っちゃうし」

　あたしは肩をすくめて手紙を受けとった。
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　シャレイリアさん。放課後、校舎裏で待っています。



　ホームルーム前の休み時間。あたしが手紙の内容を読み上げると、

「決闘か！」

　ガダンッ。シャレイリアは杖つえを手にして立ち上がった。

「はいはい、お約束のボケをしない。っていうかあんた、けっこー好戦的だよねー」

「む、そんなことはないぞ。ドルイドは平和と秩序を愛するのだ」

　と、まったく自覚のない彼女に、あたしはハアッとため息をつく。

　手紙の差出人は不明である。名前どころか学年もクラスもわからない。

「手紙で呼び出して校舎裏で告白かー。青春ですなあ」

　あたしが腕を組んでしみじみ言うと、

「わからん。なぜそんなまわりくどいことをするのだ？」

　と、不思議そうに首を傾かしげるシャレイリア。アイルランドっ娘この彼女には、このあたりのわびさび（？）はいまいちぴんとこないよーである。

「ふっ、決闘とは聞き捨てなりませんわね！」

　わ、なんかややこしいのが来た。どーか聞き捨ててください。と思いながら振り返ると、願いむなしく、法ほう香かさんが腰に手をあて立っていた。

「二人とも、さっきからなにをこそこそと……あら、これは？」

　と、法香さん、あたしの机からラブレターをひょいっととり上げ、

「あ、ちょっと――」

「……ラブレター？　あなたに？」

「ああ。そのようだ」

　シャレイリアはむっつりとうなずいた。

「へえ――」

　法香さん、ちょっと小こ馬ば鹿かにしたように、ふふんと笑う。

「む、なにがおかしい？」

「おかしいですわ。あなたみたいなお子様に、恋なんて似合いませんもの」

「むーっ！」

　と、頬ほおを膨ふくらませるシャレイリアを、あたしはどーどーとなだめ、

「なに言ってんの法香さん。シャレイリアはこーみえても、あたしたちよりいっこ年上のお姉さんなんだからね。恋のひとつやふたつくらい――」

　とっくに経験してるもんね――と、言いかけて、

「……っ！」

　あたしはハッと気がついた。

　ば、ばかっ、あたしってば、なんて無神経なことを！

　あわてて口を押さえる。

　そう――シャレイリアは、生まれる前から望まぬ婚姻を運命づけられていた。

　ドルイドの一族が生き残るために交わされた、政略結婚の誓約ゲツシユだ。

　幼少のころから、そういう環境のもとで育ってきた彼女には、自由な恋など――いや、だれかに恋愛感情を抱くことさえ許されなかったはずなのだ。

「あの、シャレイリア……」

　ごめんね、と言いかけて。

　……おや？

　あたしは気づく。

　シャレイリアさん、なんか、ほっぺた赤くなってません？

「む、恋か……」

　と。シャレイリアはなんだか遠い目をしてつぶやいた。

「……あれ？　なになに、シャレイリアも、やっぱ恋の経験とかってあるの？」

　興味津々、あたしが尋たずねると、

「む、むう……」

　ますます顔を赤らめるシャレイリア。

　おおっ。あるんだー。

　そんなふうに照れる彼女の反応があまりに可愛かわいくて、あたしはさっきの反省も忘れ、ついついイジメたくなってしまう。

「聞きたいなー。シャレ子の初恋の相手。幼なじみ？　それとも近所のお兄さんとか？」

「そ、それは……」

「いーじゃんいーじゃん、言ってみなよー」

　調子に乗ったあたしは困惑するシャレイリアのわき腹を、つんつん、と肘ひじでつつく。

　つんつん♪　つんつん♪

「委員長、ノリノリですわねー」

「むうー……」

　顔をまっ赤にしたシャレイリアさん、ぷーっと頬ほおを膨ふくらませ、

「……夏か穂ほ、わ、笑わないか？」

　と、消え入りそうな声でつぶやく。

「うん。笑わない。ひとの真剣な恋を、ぜったい笑ったりしないよ」

　あたしは真ま面じ目めな顔で、こくり、とうなずいた。

「む」

　そのひと言で、シャレイリアは心を決めたようだ。

　わずかに顔を上げ、

　聞こえるか聞こえないかくらいのか細い声で、

「マ、マッチョバトラー　Ｘエツクス……様さま」

　囁ささやいた。

「…………」

　時間が凍りつく。

　マッチョバトラーＸエツクス。

　それは、九〇年代前半に女の子たちのあいだで人気を博したアニメ『美少女戦隊ルナティックトルーパー』に出てくるキャラクターの名前である。普段は主人公、夢ゆめ月つきルナの先輩として、夜は悪の怪盗紳士としてルナティックトルーパーの前に立ちはだかる彼に、当時の女の子たちはみんな憧あこがれていたのだった！

　……って。

「……え、えーっと」

　あたしは、ふいっとシャレイリアから目を逸そらし、

「い、いいよね、マッチョバトラー。あたしも、子供のころ好きだったよ……」

　やっとのことで、そう言った。

「……や、やはり夏か穂ほもそう思うか！　わ、私の初恋の君なのだ！」

　照れくさそうに（そしてなぜかちょっと嬉うれしそーに）言うシャレイリア。

「……そ、そっかー。シャレイリアの初恋の人ってアニメの人かー」

　ははは、と乾いた声でフォローするあたし。

　凍りついていた時間がふたたび流れ、なごやかな雰ふん囲い気きになりかけたそのとき――

　法ほう香かさんが、ぷっと吹きだした。

「ばか、じゃないですの？　初恋がアニメの人とか」

　ぴしっ。

　なにかにひびの入るよーな音がした。

「……」

　一瞬の沈黙。そして――



    

  
    
      



    

  
    
      「……法ほう香かよ。とても残念だ」

　シャレイリアが、低い声でつぶやいた。

「え？」

「お前とは、いつか友人になれる日がくると思っていたのだが……」

　……クー・ケテール・マルカ・ケステ・ラトム……

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ――

　どこからか低い轟ごう音おんが聞こえてくる。教室の床が微かすかに震動する。

　いち早く危険を察したガゼルの群れが廊下のほうへ逃げていき、それを見た生徒たちもいっせいにガタガタと椅い子すから立ち上がる。

「ちょっと、シャレイリア！」

「な、なんですのーっ！」

　メキッ、メキメキメキメキッ――

　教室の床が持ち上がり、下から巨大な植物の蔦つたが生えてくる。机や椅子を絡からめとりながら成長するその植物は、

　ウツボカズラ――であった。

　別名をネペンテスともいう。熱帯アジアに分布するわりとポピュラーな食虫植物である。

　ただし、その大きさがおかしい。

　虫を捕獲するための消化袋が、大人おとなの寝袋ほどもあるのである。

「ひ、ひとの真剣な恋を、わ、笑うのは許せぬ！」

「いやああああああああああああっ！」

　巨大ウツボカズラは、悲鳴を上げて逃げ出す法香さんの足を蔦でしゅるしゅる捕らえると、消化袋の中にぽいっと放ほうり込む。

　ぱたん。

　蓋ふたが閉じると、悲鳴はぴたっと聞こえなくなった。

「そこでゆっくり反省するがいい！」

「いや、ゆっくり溶けちゃうって！」
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　――と、今け朝さはそんなひと幕があったわけだが。

「……むう、法香のやつめ。わ、私だってふつーに恋くらいできるのだぞ！」

「はいはい。わかったから」

「むーっ、夏か穂ほも信じておらぬな！」

　放課後。あたしとシャレイリアは校舎裏へやってきていた。

　シャレイリアは校舎の壁に背をあずけ、ちょっと緊張した面おも持もちで立っている。

　あたしはその近くの茂みに隠れて彼女のことを見守っていた。あたしも、シャレイリアにラブレターを出したのがどんなやつなのか気になったのだ。

　あたりに人の気配はない。遠くから運動部のかけ声が聞こえてくるのみである。

　しばらく待っていると。やがて。

　タッタッタッ――

　という足音が聞こえてきた。

「か、夏か穂ほ、ほんとに来たぞ！」

「そんな緊張しないで。てきとーにがんばんなさい」

　茂みの中から声をかけるあたしに、

「む、むう……」

　と、うめく彼女。シャレイリアさん、長年、森の中でひっそりと暮らしてきたこともあって、ちょっと人見知りなのである。

　だんだんと足音が近づいてくる。

　そして――

「え？」

　あたしは思わず声を上げそうになり――あわてて口を手で押さえた。

　校舎の角からあらわれたのは――

　三つ編み眼鏡めがねのクラスメート。

　秋あき篠しの唯ゆいさん、だった。

　誰？

　――っていう方がほとんどだと思うので、いちおう解説しておくと、あのカボチャ騒動のとき、学園に泊まり込んで衣装を作っていた女子三人組のリーダーである。

　しっかりもので姉あね御ご肌はだ。いかにも正当派委員長って感じの彼女。実際、一学期には、あたしと委員長の座を争って熾し烈れつなじゃんけんバトルを繰り広げたこともある。

　そんな彼女が――なぜ、ここにいるのか？

　草葉の陰からじっと様子を窺うかがっていると。

　秋篠さん、すたすたまっすぐシャレイリアの前までやってきて、

「……よかった。ちゃ、ちゃんと手紙読んでくれたんだ」

「……っ！」

　えええええーっ！

　驚きよう愕がく。

　う、うそっ、シャレイリアの下駄箱にラブレター入れたのって、秋篠さん!?

「……う、うむ。夏穂に読んでもらったのだ」

　と、秋あき篠しのさんに向かって告げるシャレイリア。

　クラスメートの意外な登場に、彼女もかなり困惑しているようだ。

「あのね、わ、わたし――」

　と、秋篠さん。うつむいて、指の先をもじもじとくっつけあって。

　ちらっ、と上うわ目め遣づかいにシャレイリアの顔を覗のぞき込む。

　……う、うわー。

　ひょ、ひょっとして、これは禁断の百合の花園……ええっ、だ、だめっ、だめだよそんなのっ、そ、そんなっ、お、女の子どうしでなんて、きゃーっ――

　ドキドキ。ドキドキドキドキ。

　茂みの中。息を殺して、バクバクする心臓を押さえていると、

　がしっ。

　唐突に。秋篠さんがシャレイリアの腕を両手で握り締めた。

「シャ、シャレイリアさん！」

「む？」

　と、ちょっと気け圧おされたように身を引くシャレイリア。

「その、わたし、わたしっ――」

　……ま、まずいっ！

　ガサガサッ――

　あたしはあわてて茂みから立ち上がり、

「わたしのお兄ちゃんと、デ、デートしてくださいっ！」

「そんなのだめ――――――――――っ！」

　秋篠さんが言ったのと、

　あたしが茂みから飛び出して叫んだのは、ほぼ同時だった。

「……」

「……」

「……え？　……お兄ちゃん？」

「……白しら川かわさん!?」

　葉っぱまみれのあたしを、秋篠さんが、きょとん、とした顔で見つめていた。



　――聞いてみれば。それはこんな事情だった。

　秋篠さんの高校生のお兄さんが、先日の学園祭を観みにきていたらしい。

　そこで、ミスコンのステージに上がったシャレイリアの姿を見て、どーやら一ひと目め惚ぼれしてしまったようなのだ。

　それ以来、そのときのシャレイリアの写真をながめては、ため息ばかりつく日々が続いていて――そんな兄の姿を見かねた秋あき篠しのさん、今回、兄のためにひと肌脱ぐことにしたというわけである。

「ええっと、だから、その、シャレイリアさん！　人助けと思って、一度でいいから、お兄ちゃんとデートしてあげてほしいの！」

　ぱんっ。

　両手を合わせて拝おがむ秋篠さんに、

「む、しかし……」

　なんだか困った表情のシャレイリア。

　……ま、そりゃそーだ。いくらクラスメートのお兄さんといったって、いきなり、見ず知らずの男の人とデートしてくれなんて言われても困るよね。

　っていうか、そんな形だけのデートをしたって、お兄さんは嬉うれしくないと思うけど――

「あのさ、ちょっときつい言い方になるかもだけど、秋篠さんのやろうとしていることって、お兄さんにとっては、おせっかいなんじゃないかな？」

　そうあたしが言うと。

　意外にも、秋篠さんは素直にうなずいた。

「うん、おせっかいだっていうのはわかってるよ。でも――これはチャンスなの。お兄ちゃんを真人間に戻す、最後のチャンス……」

「……？　どういうこと？」

「わたしのお兄ちゃんは、ダメお兄ちゃんなの！」

「……は？」

　ダメお兄ちゃん、って。実の妹に、またずいぶんな言われよーである（まあ、あたしは弟にダメ姉とか呼ばれてるけど）。

「もう高校生なのに毎日アニメばっかり観みてて、なんかフィギュアとか部屋にいっぱいあって――あ、それにコスプレも。このまえわたしが『彼女くらいいないの？』って訊きいたら『うん。三次元には興味ないから』ってきっぱりと言ったのよー！」

　ううっと涙ぐむ秋篠さん。

「……えーと。つまり、オタクなんだね？」

「そうっ、そーなのよ！」

　憤ふん怒ぬの表情で、校舎の壁にだんっと拳こぶしを叩たたきつける彼女。

　……うーん。秋篠さん、なんだか、オタクに対してすごい偏へん見けんを持っているようだ。

　年とし頃ごろの乙女のくせにアニメばっかり観てるあたしとしては、ちょっと耳が痛い。

　っていうかあたしの隣にも、アニメ大好きなアイルランドっ娘こがいますけど。

「――でもね」

　と、秋篠さん、興奮しすぎたのを恥じるように声のトーンを落とし、

「そんなお兄ちゃんが、現実の女の子を好きになったのって、たぶん、シャレイリアさんが初めてなの。だから、普通の女の子とデートする楽しさを知ってくれたら、お兄ちゃん、真人間に更正できるかもしれないって思って……」

「……」

　うーん。なるほど。話はまあわかった。秋あき篠しのさんの偏へん見けんはともあれ、妹として、彼女が本気でお兄さんのことを心配しているっていうのは伝わってくる。

　それはまあ、べつにいいのだが――

　残念ながら、彼女の『お兄ちゃん更正作戦』には致命的な穴がある。

「穴って？」

　訊きいてくる秋篠さんに、あたしはひそひそと声をひそめ、

「いや、ほら、シャレイリアって、普通の女の子っていうにはちょっとアレ（失礼）だから、へたすると、かえって逆効果になると思うんだけど――」

「う、うん、シャレイリアさんがアレなのは私もわかってるよ。でも、なにも本当にお付き合いするってわけじゃないんだし、一日くらいなら、誤ご魔ま化かせるんじゃないかな？」

「あー、無理無理。だってシャレイリアだよ？」

　即答する。

　シャレイリアが転入してきた初日、ニワトリ小屋でひどい目に遭あったあたしが言うのだから間違いない。

「……むう、二人とも、さっきからとても失礼なことを言っていないか？」

　あたしの横で、ぷーっと頬ほおを膨ふくらますシャレイリア。

　……あ。聞こえてた。

　シャレイリアは不満そうに唇をとがらせ、

「まるで、まるで、私がふつーの女の子ではないみたいではないか！」

「……」

「……」

「む、二人とも、どうしたのだ？」

「……あんた、それ、本気で言ってる？」

「どういうことだ？」

　きょとん、とした顔で訊き返す彼女。

「おーのーれーはー、フォローしてるひとの気も知らずにー」

　あたしは怒いかりのこもった握り拳こぶしで、彼女の頭のてっぺんをぐりぐりする。

「やーん！」

　と、なんか可愛かわいい声を上げて逃げまわるシャレイリア。

「むーっ、夏か穂ほのばかっ、なにをするのだ！」

「やかましいっ！　……わかったよ。そんなに言うんならね、見せてもらおーじゃないの、あんたが普通の女の子だってとこ。あたしは一切フォローしないからね！」

　びしっと言うあたしに、

「む、よかろう――」

　シャレイリアは自信満々でうなずいた。

「私がふつーの女の子だということを、夏か穂ほに思い知らせてやる！」

　睨にらみ合い、バチバチと火花を散らすあたしたち。

　むむー、この意地っぱりめ！

「じゃ、じゃあ、シャレイリアさん――」

　隣でパッと顔を輝かせる秋あき篠しのさんに、

「うむ。おまえの兄とのデート、受けて立とうではないか！」

　闘志をメラメラ燃やし、うなずくシャレイリアだった。
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　――と、そんなわけで週末。日曜日。

　秋篠さんがデートの場所にセレクトしたのは、森もり野の市内にある小さな遊園地だった。

　遊園地といっても、大型の絶叫マシーンなんかのあるようなとこではない。

　大人おとながデートで来るにはちょっとどうかなって感じだが、入場料が安いため地元の中高生には人気のあるよーな、そんな遊園地である。

　あたしと秋篠さんは、シャレイリアから借りたドルイドの隠かくれ蓑みので、ベンチそばの茂みに隠れていた。この隠れ蓑、周囲の景色にあわせてカメレオンのように模様を変える、魔法の蓑なのである。

「二人とも、しかと見ておくがよいぞ。私がふつーの女の子だということを！」

　あたしたちに向かってびしっと宣言する、制服姿のシャレイリア。

　ドルイドの杖つえを持ってはいるが、お供の動物を一頭も連れてこなかったあたり、けっこう本気のようである。

「がんばれー」

　と、あたしが茂みの中から声をかけると、

「……」

　つーん、とそっぽを向かれてしまった。

　あ、いまは喧けん嘩か中ちゆうってことか。……可愛かわいいなあ。

「静かに。ほら、お兄ちゃんが来るよ――」

　と、秋篠さんがあたしの袖そでをくいくいっと引っぱった。

　見れば。観覧車のほうから高校生くらいの男の人が駆けてくる。

　革のジャンパーにジーンズといった無難な服装。

　手にはちょっと大きめのバッグを提さげている。

　いかにもしっかりものって感じの秋あき篠しのさんとは対照的に、なんとなく、おっとりとした草食動物を連想させる人だった。

「ご、ごめん……ま、またせちゃったね！」

　シャレイリアの前まで走ってきて、ふうふう、息をつくお兄さん。

　……なるほど。女の子とあんまり話したことがないっていうのは、本当のよーだ。超絶美少女のシャレイリアを前にして、かなり緊張している様子である。

「きょ、きょ、今日は、よろしくお願い……しまふ！」

　あ。噛かんだ。

　……うーん。こりゃ相当だなあ。秋篠さんが心配するのも、ちょっとわかる気がする。

「う、うむ。よろしく頼む」

　いっぽう、シャレイリアのほうもかなり緊張気味。

　まあ、無理もない。見知らぬ男の人とたぶん初めてのデート。動物のお供もいない。しかもここはドルイドさんにとってはアウェーの街中である。

「……うーん。大丈夫かなあ」

　さすがに心配になって、つぶやくと、

「大丈夫よ。お兄ちゃんには、わたしがちゃんとエスコート術を伝授しておいたから」

　秋篠さん、ふところから一冊の文庫本を取り出した。

『一週間でモテ男になるための40の法則』

　……だ、大丈夫かな～。

　あたしのこめかみを、ひとしずくの汗が流れ落ちるのだった。



　二人が最初に乗ったのは『ジャングルアドベンチャー』って乗り物だった。

　遊園地の外周を囲うお堀をジャングルの川に見立て、ボートでぐるっと一周するというアトラクションである。

「む、そういえば、ボートに乗るのは初めてだな」

「そ、そうなんだ。ホリンさんの住んでた場所には、み、湖はなかったの？」

「いや、水上の移動にはカメを使っていたからな。ボートに乗る必要はなかったのだ」

「……カメ？」

「うむ。『じっくりゆっくり亀かめに乗れ』というのが祖父の教えであった」

「へえ、なんだかすごいなあ……」

　と、そんなとんちんかんな会話を交わしながら。二人は一番前の座席に並んで座った。

　あたしと秋あき篠しのさんも、魔法の隠かくれ蓑みので身を隠しながら、一番後ろの席に忍び込む。

　やがて。七、八人のお客さんが乗り込むと、ボートはゆっくりと出発した。

「えー、『ジャングルアドベンチャー』をお楽しみの皆様、こんにちは。私が船長のハシモトでございます。このクルーズは、未開のジャングルをめぐって伝説の古代遺跡を発見するという――おおっと、うっかり舵かじを切り間違えたあ！」

　舵を握るガイドさんが突然、大声を張り上げた。

　ボートが右左に大きく揺れ、乗っているお客さんたちが「きゃーっ！」と叫ぶ。

　もちろん、このハプニングはアトラクションの演出である。

　お客さんたちもそれはわかっていて、悲鳴を上げながらも、その顔は笑っている。

　ボートはこのままコースを外れ、首狩り族や人食いカバの生息する、危険いっぱいのジャングルへ迷いこんでしまうのだ！

「む、大変だ！」

　シャレイリアが杖つえを手にしてさっと立ち上がった。

　……あ。約一名わかってないやつがいました。

「ホ、ホリンさん!?」

　お兄さんがびっくりして叫ぶ。

「ちょっと、お客さん、危ないから立ち上がらないでください！」

　ガイドさんが厳しくシャレイリアを注意するが、

「いや、心配にはおよばぬ。私は森の司つかさたるドルイドだ」

「……はあ？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるガイドさん。

　と、そのとき――

　ザパーン！　ザパーン、ザパーン！

　突然、ボートの周りに水柱が噴き上がる。

　キシャーッ！　キシャシャーッ！

　濁にごった川の水面から、あらわれたのは――

　巨大な牙きばを持つ、数頭のカバだった！

「む？」

「うわーっ、あれはこのあたりに棲すむという人食いカバだ―――――！」

　ガイドさん、シャレイリアを無視してアトラクションを進めることにしたようだ。

　腰からニセモノのラッパ銃を抜き、獰どう猛もうなカバたちに向かって狙ねらいを定める。

「人食いカバめっ、これでもくらえ！」

「やめろばか者っ！」

　げしっ！

　ラッパ銃が火を噴――かなかった。

　シャレイリアが、背後からガイドさんを蹴け飛とばしたのだ。

　バッシャーン！

　上がる派手な水柱。

「……まったく。おまえたちはなぜすぐに銃を使おうとするのだ。たとえ猛獣でも、こちらが心を開き、真しん摯しに向き合いさえすれば、彼らも必ず心を開いてくれるというのに」

　ビーッ、ビーッ！

「む？」

　警報装置が鳴り響き、ボートが急停止した。

「……いったい、どうしたのだ？」

　はて、と首を傾かしげるシャレイリア。

　水面ではロボットのカバたちが、困ったよーに口をカパカパさせていた。

「あー……」

　……ボートの後ろで、あたしは頭をかかえてうめくのだった。



「さ、さっきは大変だったね……」

「……うむ。まさか、あれが芝居だとは思わなかった」

　あのあと。係の人にたっぷり叱しかられて。

　シャレイリアは、しゅん、と肩を落として歩いていた。

「兄上殿にもすまぬことをした。私のせいで怒られてしまったな」

「い、いや、僕のほうこそ、ちゃんと教えてあげればよかったのに……」

　ぺこり、と頭を下げるシャレイリアに、ぶんぶんと首を振るお兄さん。

「……そ、それより、水みず飛し沫ぶきで服が濡ぬれちゃったけど、は、早くなにかに着替えたほうがいいよ。風邪ひいちゃうから――そういえばちょうど」

　そう言って、なぜかごそごそとバッグに手を突っ込む。

「いや、大丈夫だ。このくらいならお日様ですぐに乾くだろう」

「そ、そう？　じゃあいいかな……」

　お兄さんは、ちょっとがっかりしたように肩を落とした。

　……ん、なんだいまの？

「ねえ、秋あき篠しのさん、お兄さんのあのバッグってなにが入ってるの？」

「さあ……あんなバッグ、持っていけなんてわたし言ってないのに……」

　と、訝いぶかしげに首を振る彼女。

「ふーん」

　……ま、いいか。

　ひとまず気にしないことにする。

　――いま、二人が歩いているのは『わんぱくこども広場』の前だった。

　大きな滑り台やアスレチックなどの遊具が置いてある場所だ。

　円形の芝生から子供たちの笑い声が響いてくる。

　なんとも微笑ほほえましい光景である。

　と。ふいに前を歩くシャレイリアが、遊具のひとつに目をとめた。

「む？」

「ど、どうしたの、ホリンさん？」

「あれは――まさか!?」

「え？」

　シャレイリアが杖つえを向けた先――

　円形芝生の真ん中に、全長一〇メートルほどの巨大な風船人形があった。

　お腹なかがトランポリンになっていて、子供たちが中に入って遊べるようだ。

　いま、風船人形の中では五人くらいの子供たちが遊んでいた。

「子供が……入っているのか？」

　シャレイリアの顔が険けわしくなる。

「うん、そうみたいだね……」

　二人を尾行しているあたしたちは「？」と顔を見合わせる。

　……いったい、どうしたんだろ？

「むう、あのような忌いまわしき風習が、まだ残っていたとは……」

　つぶやいて。

　シャレイリアは、突然――タッと駆けだした。

「ちょっと、なにやってんのよあの娘こ――」

　巨大な風船人形に向かって、まっすぐに突撃するシャレイリア。

　杖を振りかぶり――

　ドスッ！

　そんな音が、あたしたちのところまで聞こえてきた。

　ぷしゅ―――――っ。

「……」

　空気が抜け、みるみるうちにしぼんでいく風船人形。

　中から子供たちがわらわらと逃げ出してくる。

「……むう、危ないところだった」

　シャレイリアは額ひたいの汗を拭ふき、ふう、と安あん堵どの息をついた。

「い、いったい、どうしたの？　な、なんでこんなこと――」

　お兄さん、シャレイリアの意味不明な行動にすっかり動揺してしまっているようだ。

「うむ。これは生け贄人形ウイツカー・マンという古代のドルイドが行っていた生いけ贄にえの風習だ。巨大な編み細工ウイツカーの人形に人と動物を一緒に入れて燃やすという。このような忌いまわしき風習は、遥はるか昔に廃すたれたはずなのだが――」

「……」

　すっかりぺしゃんこになってしまった風船人形のそばで、子供たちが唖あ然ぜんとしていた。

　シャレイリアは彼らのほうへ歩いていき、

「危なかったな。もう少しで人ひと身み御ご供くうになるところ……む、なにをするのだ！」

　子供たちは、シャレイリアに群むらがって彼女の背中をぽかぽか叩たたきはじめた。

「なにすんだよー！」

「金髪姉ちゃんのばかー！」

「おれたちの遊び場をかえせー」

「……む、むう？」

「ちょ、ちょっと君たち、うわ、服をひっぱらないでー」

　お昼の公園に、シャレイリアとお兄さんの悲鳴が響きわたる。

　はあー……

　あたしと秋あき篠しのさんは、深～いため息をついた。



　　　　　◆◇◆



　――その後も、シャレイリアとお兄さんのデートは続いた。

　もちろん、シャレイリアは行く先々でトラブルを巻き起こした。

　お化け屋敷に入れば出てきたお化けを片っ端から殴りつけ。

　メリーゴーラウンドでは馬と裸足はだしで競走し。

　ちびっこ動物ショーでは、出演している動物たちが、観客席にいるシャレイリアのところへぞろぞろ集まってきてしまった。

　そのほかにも、起こした事件は大小含めてエトセトラ、エトセトラ……

　ふつーの女の子は？

　って、もういちいちつっこむのもアホらしい。

「……はあ。なんだか胃が痛くなってきたよ」

「うん、お兄ちゃん、かわいそう……」

　と、こちらもぐったりしているあたしたち。

　まあ、シャレイリアはシャレイリアなりに、一生懸命、がんばっているのはわかるんだけど、やっぱり、ドルイドさんはドルイドさんなのだよなあ……と、今日の一日を見ていて思ってしまうのだった。

　秋あき篠しのさんのお兄さんも、シャレイリアの常識はずれな行動に、さすがにげんなりしているようだ。

「やれやれ。今日のデートは完全に失敗だねー。ちょっとはふつーの女の子っぽいシャレイリアを期待してたんだけど」

「……う、うん。わたし、ちょっとシャレイリアさんのことを甘く見ていたよ」

　がっくりと肩を落とす秋篠さん。

　まあ、シャレイリアがあんな調子ではとても『やっぱりアニメよりも現実の女の子のほうがいい！』っていうふうにはならないだろうなあ。

「……」

　夕暮れ時。そろそろ閉園の時間である。

　二人は、朝、待ち合わせをしていたベンチに並んで座っていた。

「……むう、すまない。今日は私のせいでいろいろ迷惑をかけてしまったな」

「そ、そんなことないよ！　ぼ、僕は楽しかったから――」

　と、落ち込むシャレイリアをあわててフォローするお兄さん。

　ふむ。たしかに、ちょっと頼りないところはあるけれど、心根の優しい、なかなかいいお兄さんではないですか。……ふつーならもう怒って帰ってるところだよ。

　あたしがそう言うと、

「そ、そう？　そうかな？」

　ちょっと照れたようにはにかむ秋篠さん。

　ほんっとお兄ちゃんのこと好きなんだなー。なんとも微笑ほほえましい。

　それにしても――と。

　ベンチに座る二人を眺めながら、あたしは、なんとなく違和感をおぼえていた。

　ええっと、つまり……今日一日、お兄さんのことを見てきたわけだけど。

　なんていうか、お兄さんがシャレイリアに恋してるって感じがぜんぜんしないのだ。

　秋篠さんの話だと、お兄さんはシャレイリアに一ひと目め惚ぼれしていて、毎日写真を眺めてはため息をつくほどだっていうのに。

　憧あこがれの女の子とデートしているっていうよりは、それこそ、妹の面倒を見ている感じなのである。……いったい、どういうことなんだろう？

　そんなふうに思いながら、二人のことを見ていると――

「――あ、謝らなくちゃいけないのは、むしろ僕のほうだよ」

　と、お兄さんは静かにつぶやいた。

「む？」

「その、今日は……唯ゆいに頼まれてしかたなく、なんだよね？」

「それは――」

「隠さなくてもいいよ。……わかってるから。唯ゆいが僕のことを心配してくれたんだってこともわかってる。あいつ、むかしから世話焼きなところがあって……」

　そう言って苦笑するお兄さん。

「唯は、勘違いしていたみたいだね。僕が、その……き、君のことを好きなんだって」

「――え？」

　秋あき篠しのさんがハッと顔を上げる。

「勘違いって……でも、お兄ちゃん、いつもシャレイリアさんのこと――」

「こんな頼りない兄貴だから、あいつが心配するのもわかるんだ。でも、僕は――」

「よいのではないか」

「え？」

　お兄さんは、きょとん、とシャレイリアの顔を見つめた。

「無理をして、頼りがいのある兄になる必要はないと思うぞ」

「ホリン……さん？」

「いや、私も今日のことで思い知ったのだ。夏か穂ほの言うとおりだった。私なりにふつうの女の子でいようと努力してみたのだが――結局、できなかった」

　シャレイリアは、ゆっくりと首を振り、

「私はふつうの女の子ではない。森を守り、動物たちと心を通わせるドルイドなのだ。今日でそのことがよくわかった」

　きっぱりと。晴れやかな声でそう言った。

「やはり私は私なのだ。ほかのものにはなれん」

「……」

　お兄さんは、大きく目を見開いて――こくこくとうなずいた。

「そうか――う、うん。そうだね。ほんとうに、そうだと思う。あの、ぼ、僕は、今日のホリンさんを見て、一生懸命でいいなあって思ったよ。いろいろトラブルとかもあったけど、あ、あの学園祭のとき、ステージに立った君を見たときと同じように――あのときの君は、本当に、き、きれいだった」

「……うむ」

　シャレイリアは、ちょっと照れくさそうにうつむいて、静かにベンチから立ち上がった。

「今日は楽しかったぞ」

「う、うん、僕も――」

　と、お兄さんも立ち上がる。

　夕暮れの陽ひが二人の顔を優しく照らしている。

　……む、むむ。なんか、ちょっと、いい雰ふん囲い気きじゃない？

　ふたり、見つめ合って――

「ホリンさん、僕、その――」

　お兄さんが、意を決したようになにかを言いかけた、そのとき――

「だ、だめ―――――っ！」

　茂みの中から秋あき篠しのさんが飛び出した。

「……ゆ、唯ゆい？　どうしてここに？」

「……え？　えーっと、それは……」

　しどろもどろになる秋篠さん。

　……まったく。あたしは、はあっとため息をつき、ごそごそと顔を出す。

「き、君は？」

「はじめまして。白しら川かわ夏か穂ほです。秋篠さんのクラスメートで、シャレイリアの友達です」

「……」

　お兄さんは、あたしと秋篠さんを交互に見て――

　なんとなく、いきさつを察したようだった。

「ひょっとして、ず、ずっと見てたのか？」

「わ、わたし、お兄ちゃんのことが心配で……」

　と、消え入りそうな声でつぶやく秋篠さん。

「……」

　お兄さんはなにも言わない。とくに妹のことを責めるつもりはないようだった。

「お兄ちゃん、あの、いま、シャレイリアさんに――告白しようとしたの？」

「……ん、あ、ああ」

　と、お兄さんは照れくさそうにうなずいた。

「そ、そう、なんだ……お兄ちゃんが、へえ……」

　ちょっとすねたように唇をとがらせる秋篠さん。

「今日のホリンさんを見ていて、さっきの彼女の話を聞いて、決心がついたんだ。いままで、ずっと、勇気がなくて告白できなかったけど――」

　お兄さんは息を吸って、

「結局、自分は自分でしかない。っていうことを、ホリンさんが教えてくれたんだ！」

「む？」

「ホリンさんっ、お願いがあります！」

　お兄さんは、バッグのファスナーを開け――

　中からそヽれヽをとりだした。

「こ、これを着て、写真を撮とらせてくださ―――――いっ！」

　……

　…………

「……は？」

　一同、唖あ然ぜんとする。

　それは――『美少女戦隊ルナティックトルーパー』のコスチュームだった。

「ぼ、僕、あの学園祭のときから、ホリンさんの姿が忘れられなかったんです。あんな完かん璧ぺきな『夢ゆめ月つきルナ』はいない。ずっとずっと憧あこがれてたんですよー」

「……」

「……えーと、つまり」

　あたしは、ぼそりとつぶやいた。

「シャレイリアさんに一ひと目め惚ぼれしたんじゃなくて――」

　ルナティックトルーパーのコスプレをしたシャレイリアの写真を撮とりたかっただけ？

　するとお兄さん、とってもいい笑顔で、

「はいっ！」

　と、うなずいた。

「だって僕、二次元にしか興味ありませんから。あ、コスプレはある意味三次元かな。はっはっはっはっはっは……」

　笑い声が止まった。

　秋あき篠しのさんが、無言でぶるぶると肩を震わせていたのだ。

「お、お兄ちゃんのばか―――――っ、変態―――――っ！」

　どげすっ！

　みごとなハイキックが顎あごにきまり、地面にぶっ倒れるお兄さん。

　えーっと。自分は自分でしかないって、そーゆーこと？

「……あ、そだ。シャレイリア」

　と、あたしはシャレイリアのほうへ向き直り、

「む？」

「せっかくだしさ、これから、ふたりで観覧車とか乗ってかない？」

「うむ。あのおっきな輪っかだな。先ほどから夏か穂ほと乗りたいと思っていたのだ」

「仲直りに、クレープ食べよっか？」

「うむ♪」

　あたしたちは仲良く手を握り、夕日に照らされた観覧車へ向かって歩いていく。

「お兄ちゃんのばかばかばか―――――っ！」

　……遠くで、秋篠さんの泣きわめく声が聞こえていた。



    

  
    
      
　第三話　仁義なき闇やみ鍋なべバトル！



　師走しわす。

　再来週にはクリスマスを控え、もうすぐ二学期も終わろうかという、この日の放課後。

　森もり野の学園の校庭には、まっ白な初雪が降っていた。

「……んしょっ、んしょっと……ふー」

　マフラーの隙すき間まから白い息を吐き、あたしは雪の積もった地面にシャベルを突き立てた。

　まるっこい雪のドームをぽんぽん叩たたく。カマクラを作っているのである。

「まー、こんなもんかなー。シャレイリア、そっちはどう？」

「うむ。中もちゃんと固まっているぞ」

　と。ドームの中から、小さなスコップを持ったシャレイリアが顔を出す。

　処女雪と見み紛まごうような純白の肌。サファイアみたいに煌きらめくふたつの蒼あおい瞳ひとみ。陽光を受けて輝くプラチナブロンドの髪には粉雪がぱらぱら散っている。

　貸してあげた毛糸の帽子とマフラーがとってもキュート。

　まるで雪の妖よう精せいみたいな可か憐れんさだ。

　あたしは雪のくっついた手袋を脱ぎながら彼女に近づいて、

「ん、ごくろーさん♪」

　ぴたっ。白いほっぺたに冷えた指先をくっつける。

「ひゃっ……か、夏か穂ほっ、なにをするのだ！」

「あはは。ごめんごめん。冷たかった？」

「むうーっ！」

　ぽかぽかぽかぽかぽか。

「痛っ、ちょ、そんな叩かないでよ。あー、ったく可愛かわいいなあもうっ。反撃できん……」

　と。女の子ふたり、そんなふうにじゃれあっていると。

　ずべしゃっ！

　どこからか飛んできた雪玉が、シャレイリアの顔面を直撃した。

「ひゃぶっ」とつぶれた悲鳴を上げ、雪の上にひっくりかえるシャレイリア。

　あたしが「？」と振り返ると、

「――まったく。二人とも、なにを遊んでいますの？」

　スーパーの買い物袋を提さげた法ほう香かさんが眉まゆを吊つり上げて立っていた。

　その横では同じくスーパーの袋を持った雪ゆき那ながおでんの串をくわえている。

「あ、遊んでたわけじゃないよ。ほら、この通りちゃんと――」

　あたしは、たったいま完成したばかりのカマクラを指差そうと振り返り、

　……って、えええええっ!?

　驚きよう愕がくする。

　そこにあったのは。

　カマクラではなかった。

　なんとも可愛かわいらしい形をした雪ウサギさんだった。

　全長五メートルの。

「…………」

　まんまるい赤い瞳ひとみに長さが二メートルくらいある葉っぱの耳。

　ふわふわで。まるっこくて。とってもラヴリーなウサギさんなのだが。

「……クー・ケテール・マルカ・キレ・ラムカ……あまねく水の精霊よ、我が下に集つどいて白き野獣に仮かり初そめの命を与えよ……」

　背中に乗っているシャレ姐ねえさん、だいぶご立腹のよーである。

　彼女、基本的には優しいよい娘こなのだが、ああ見えてけっこう短気なのだ。

「ウサーッ！」

　巨大雪ウサギが身も凍るような雄お叫たけびを上げ、ぴょーんと跳んだ。

　ぴょーんぴょーん（ドスーンドスーン！）

「きゃーっ！」

　ぴょーんぴょーん（ドスーンドスーン！）

「きゃーっ、きゃーっ！」

　雪深い校庭を、悲鳴を上げながら逃げまわる法ほう香かさん。

「…………」

　シャレイリアの乗った雪ウサギは、じゃれつくように法香さんを追いまわし、

「こらーっ、おまえたち校庭でなにをやって――」

　ぺしゃっ。

　あ、潰つぶれた。体育の村むら岡おか先生が。

「……」

「カマクラ、また作り直しだねー」

　いつのまにかあたしの横に来ていた雪ゆき那なが、耳もとでぼそっとつぶやいた。

　……雪ウサギと法香さんの鬼ごっこは、まだしばらく続きそーである。



　　　　　◆◇◆



　ぐつぐつぐつ。ぐつぐつぐつぐつぐつぐつ。

　将棋部から借りてきた脚付き将棋盤の上に、キャンプ用のガスコンロが載っている。

　火にかけられているのは、神秘的なケルト模様の描かれた大きな土ど鍋なべ。

　――そう。鍋である。

　雪の降る寒い日に、あったかいカマクラの中で熱々の鍋を食す。日本人に生まれたならだれもが一度は夢見る最高のシチュエーションではなかろうか。

　そしていま。あたしたちはその夢を、まさに実現しようとしているのである！

「夢の実現。すなわちド○ームキャスト！」

「うわ。英語で言うとなんかダメっぽい」

　拳こぶしを握って叫ぶあたしに、よくわからないつっこみをする雪ゆき那な。

　――ともあれ。そんなわけで、あたしたち二年Ｃ組の女子四人組、カマクラの中で身を寄せ合いながら、鍋の具が煮えるのをじっと待っているのであった。

「……さーて、と。そ、ろ、そ、ろ、煮えたかなー？」

　るんるん、と鼻歌など歌いつつ、あたしが鍋のふたを開けると、

　もわっ。

　立ち上る白い湯気。食欲をそそる匂においがあたりにたちこめる。

「くぅーっ♪」

　あたしは鼻でめいっぱい湯気を吸い込んだ。

　空腹の胃袋がきゅうっと嬉うれしい悲鳴を上げる。

　鍋の具は、雪那と法ほう香かさんが、森もり野の商店街のスーパーで買ってきてくれたものである。

　ネギ、白菜、エノキにシメジといったお野菜に、しらたき、お豆腐、それに豚肉と、まずは定番のラインナップ。タレはすだちポン酢と胡ご麻まダレの二種類を用意した。

　ダシには大きめの昆布を二枚。ちゃんこ鍋とかキムチ鍋も、もちろん美お味いしいのだが、今回はシャレイリアが例のダグダの大おお鍋なべ（のレプリカ）を持ってきてくれたので、なるべく素材の味を生かしたシンプルな鍋にしようってことになったのだ。

　ダグダの大鍋っていうのは、またの名を〈尽きざるもの〉とも呼ばれるケルト四大至宝のひとつ。この鍋で煮たものはすべからく美味になり、使う者の徳に応じて無限のお粥かゆを作ったり、死人を蘇よみがえらせたりすることができたという。また一説によるとこのお鍋、あのアーサー王伝説で有名な〈聖杯〉のモデルにもなったとか（雪那談）。そんなすごい鍋を使って作る鍋料理、はたしてそのお味はいかがなものか――

　あたしはすだちぽん酢にひたした豚肉を、ぱくっと口に放ほうり込み、

「はふはふ。ほむっ……んんんんんっ、おいひー！」

　あまりの美味しさにほっぺたを押さえて涙ぐむ。

「ほんとだ。昆布のダシがよくきいてるよー」

「身体からだの中からぽかぽか温まる感じですわ。やっぱり冬は鍋ですわねー」

　雪那と法香さんも口々に感嘆の声を上げる。

「ほら、シャレイリアも遠慮せずに食べな――」

　と、言いかけて。あたしは気づく。

　シャレイリアさん、握り締めたお箸はしをじぃーっと見つめて固まっていた。

「……あ。ひょっとして、お箸、使えない？」

「む」

　すると。シャレイリアは頬ほおをカアッと赤らめて、

「……つ、使えなくないぞ」

　ちょっと怒ったよーに唇をとがらせる。

「無理しなくていーよ。ほら、スプーンもあるから」

「……む、無理などしていないぞ。故郷アイルランドにはシャレイリという棒術がある。お箸の使い方も似たようなものだろう」

「たぶん違うと思うけど……」

　つぶやくあたし。

　っていうかシャレイリアの名前ってそこからきてたんだ。棍こん棒ぼう娘むすめ？

　シャレイリアさん、くわーっと怒いかれる鶴つるのように箸を振りかざし、

「見るがいい。箸というのはこのように――」

　つるっ。バチャッ。

「……」

「……」

　つるっ。べチャッ。つるっ。ビチャッ。つるっ。ボチャッ。

「わちゃっ！　ちょ、シャレ子、熱あつっ、はねるっ！」

「むううーっ！」

　頬をぷーっと膨ふくらませながら箸をぶんぶん振りまわし、鍋なべに浮かぶシメジをつかまえようと奮闘するシャレイリア。

　跳ねたポン酢が目に入ったのか「目が、目があああっ！」と叫びながら雪の上をのたうちまわり、たたたた、とカマクラの外へ走っていく法ほう香かさん。

　そんな中でも雪ゆき那なは「あ、しらたき好きー」とかつぶやきながらひとり黙々と鍋をつついている。……この眼鏡めがね、どんだけマイペースなんだ。

　ともあれ。あたしはシメジと格闘するシャレイリアを背後からはがいじめにすると、

「こらっ、つまんない意地張ってないで返しなさいっ！」

　彼女の手からえいっとお箸をもぎとった。

「む、夏か穂ほ、なにをするのだ！」

「やかましいっ！」

　あたしはシャレイリアのおでこをぴしっとはじく。

「あうっ！」

「……まったく。あんたってば、熱くなるとすぐまわりが見えなくなるんだから。だめだよ、そーゆーとこ、ちゃんとしないと！」

「むう……」

　シャレイリアは、しょんぼりとうつむいて、

「……すまない。ほんとうは、お箸はしはまだ使えないのだ」

　ぽつり、とつぶやいた。

「ん、素直なのはシャレイリアのいいとこだよ。さ、気をとり直して、食べよ食べよ」

　あたしはシャレイリアの頭をすりすりと撫なでまわし、彼女のお椀わんにスープとお豆腐をよそってやる。

　法ほう香かさんの行方ゆくえがちょっと気になるが、まあ、いずれ戻ってくるだろう。

　と。

「……」

「ん、どしたの？」

「いや、じつは先ほどから、このプディングのようなものが気になっていたのだ。これはなんだ？」

「ああ。これはお豆腐っていうんだよ。うん、大豆から作ったプディングだね」

「……ふむ、オトーフか」

　シャレイリアは、ちょっと舌ったらずなアクセントでつぶやくと、お椀に入ったお豆腐をスプーンでそっとすくった。

「熱いから気をつけな」

「うむ」

　ふーふーしてから口に入れる。

　ほむっ。

「……っ！」

　その瞬間。シャレイリアの動きが止まった。

　ぱっと見た目にはいつもどおりの無表情。だが、いつもシャレイリアのことを愛めでているあたしはその微妙な表情の変化を見逃さなかった。

　かすかに、ほんとうにかすかにではあるが。一瞬、彼女の口もとがほころんだのだ。

　……か、可愛かわいいなー。ふだんはめったに見ることのできないそんな彼女の表情に、思わずキュンキュンしてしまう。

「オトーフ、オトーフ♪」

　シャレイリアさん、どうやら、お豆腐がいたく気に入ったようである。

　可愛らしい声で歌いながら、夢中でお豆腐をよそっていく。

　ひとつ。ふたつ。みっつ♪　よっつ。いつつ。むっつ♪

「ええいっ、お豆腐を七つ集めて願いを叶かなえるつもりか！」

　叫び、あたしは彼女のお椀わんをとり上げた。

「む、なにをするのだ！　私はオトーフをたくさん食べたいぞ！」

「だめだめっ。鍋なべにはちゃんと作法ってもんがあるんだからね！」

「鍋の作法？」

　きょとん、と首を傾かしげるシャレイリア。

「べつにいーじゃん。どんな食べ方したって」

　と、雪ゆき那なが横から口をはさむ。

「だーっ、あんたもっ、さっきからしらたきばっか食ってんじゃないっ！」

　あたしは雪那のお椀もぱっととり上げ、

「あっ、夏か穂ほ、なにするんだよー」

「やかましいっ。……ったく、こーなったら、鍋なべ奉ぶ行ぎよう界かいの遠とお山やまの金きんさんと呼ばれたあたしが、素人しろうとのあんたたちに、鍋のルールってやつを懇切丁寧にレクチャーしてあげるわ！」

「しなくていいよ。っていうか鍋奉行界の遠山の金さんって語ご呂ろが悪いよ」

「じゃあ鍋奉行界のナポレオンで」

「意味不明だよ。なんか下町のナポレオンみたいだし」



    

  
    
      



    

  
    
      「下町のナポレオンだって意味不明じゃない」

「まあ、それはそーだけど……」

　雪ゆき那ながむむーっと沈黙した隙すきに――

　あたしは立ち上がって、こほん、とひとつ咳せき払ばらい。

　鍋なべ奉ぶ行ぎよう界かいに伝わる正しい鍋の作法を滔とう々とうと述べ立てる。

　――鍋を食すにあたって、もっとも重要なポイントは何か。

　それは畢ひつ竟きよう、リズムである。

　いじきたなく肉ばかり食べるのはもちろん、クールぶって豆腐やしらたきばかり食べたり、通ぶって肉と豆腐を一緒に食べたりするのは言語道断。まったくの論外だ。

　鍋はちゃんとリズムにのって食してこそ、その真価が味わえるもの。

　序盤は肉→野菜→しらたき→豆腐といったサイクルでゆったりとしたリズムを作りつつ、ノッてきたらアドリブで肉→野菜→肉→豆腐→肉といった具合に不協和音を加えていくというのが通のやり方。ダシをとるために使った昆布を食べるという上級者向けのテクもあるが、これは初心者がやったら引かれるだけなので注意が必要だ。

　――ってなことを熱く語ったら、雪那が軽く引いていた。

「夏か穂ほ、なんか気持ち悪いよ……」

　ううっ。

「おおっ、すごいな。夏穂は物知りだな」

　いっぽう、シャレイリアは感心したよーにうんうんうなずいている。

　この娘こはー。雪那とちがってほんとにいい娘だなー。現代のおしんだなー。

　と、あたしがシャレイリアの頭のつむじをすりすりしていると、

「笑止！」

「……!?」

　突然の大声に、あたしたちはいっせいに振り向いた。

　声のしたほう――

　カマクラの入り口に、黒い目出し帽をかぶった男が立っていた。

　その背後にも、ぞろぞろと同じく目出し帽をかぶった連中が、七、八人ほど。

　……こわっ。

　なにこいつら？

「……な、なによ、あんたたちっ!?」

　突如、あらわれた謎なぞの集団に向かって、あたしはびしっとお箸はしを突きつける。

　と。

「ふっ――」

　先頭に立つ男が、ゆっくりと前に進み出た。

「ちゃんちゃらおかしいわ。貴様のような小娘が鍋なべを語るとは、な」

「なっ……」

　男は、将棋盤の上に載った鍋にちらっと目をやると、不愉快そうに鼻を鳴らし、

「ふん、我々に無断で鍋をやるとは。舐なめられたものだ」

「なに？　ちゃんと生徒会の許可はもらったよ」

「我々は許可した覚えはない」

「なんであんたたちの許可がいるのよ。ってゆーか、あんたたち、いったい――」

「ちょ、ちょっと、夏か穂ほ――」

　雪ゆき那ながくいくいっと袖そでを引っぱった。

「なに？」と振り返ると、

「……まずいよ。この人たち、革かく鍋なべ派はだよ」

「革鍋派？」

　と、あたしは小声で囁ささやき、

　ハッとする。

「まさか、こいつらが……？」

　革鍋派。

　その名前は――たしかに聞いたことがあった。

　学園内のあらゆる場所に出没しては、ゲリラ的に鍋をするという、なんともはたメーワクな過激派鍋サークルである（もちろん生徒会非公認だ）。

　活動頻度はそれほど高くはないものの（二ヶ月に一回くらい）校舎の屋上だろうが教室だろうが廊下だろうが、ところかまわず鍋をする彼らには、教師や生徒会も手を焼いていて、先月の委員長会議でも問題になっていたのだ。

　構成員は全員、目出し帽をかぶっているため、どの生徒がメンバーなのかわからない。

　また、サークル内部でもお互いの素性は秘密になっているらしく、一人を捕らえても芋いもづる式に一斉検挙とはいかないのであった。

「左様、我々は革命鍋解放戦線。たんなる家庭料理へと堕だ落らくした現代の鍋の有あり様さまを憂うれい、かつての真剣勝負の場としての鍋を復権させるために集つどった同志である！」

「……はあ。そーですか」

「貴様らのごとき鍋なべ素人しろうとが、我々のテリトリーでぬるい鍋をするなど、断じて許すわけにはいかんのだ！」

　大声でそう怒ど鳴なり、リーダー格の男は両手で地面の雪をぐわしっと掴つかんだ。それから、ぐつぐつと煮える鍋のほうへ目をやり――

「ふむ、よい土ど鍋なべだ。しかし肝心の具がそれでは鍋が泣くぞ！」

「……っ！」

「メテオストライ―――――ック！」

　手にした雪の塊かたまりを鍋なべの中へ投げ込んだ。

　だっぱああああん！

　噴き上がる水柱。スープが跳ね、野菜やお肉があたりに飛び散った。

「……な、な、なにすんのよっ、あんたっ！」

「くははははっ！　天罰だっ、鍋を愚ぐ弄ろうする者はこうなるのだっ！」

「なにが天罰よ！　思いっきりあんたがやったでしょーがっ！」

「夏か穂ほ、私のオトーフが……」

　シャレイリアが悲しげな声でつぶやいた。雪の上に無惨に散らばったお豆腐のかけらを両手でかき集めている。

　あたしは男たちをキッと睨にらみつけ、

「許せない。食べ物を粗末にするなんて――」

　きっぱりと告げる。

「あんたたちなんかに、鍋をやる資格はないわ！」

「……っ！」

　ざわっ。

　その瞬間。空気が変わった。これまでの嘲ちよう笑しようするような態度から一変。はっきりと、敵意のこもった視線があたしを射抜く。

「……ほう」

　と、リーダー格の男が静かにつぶやいた。

「小娘、我ら革かく鍋なべ派はの理念を愚弄するか」

　パチンと指を鳴らし、

「同志、例のものを」

「はっ、部長」

　合図に応こたえ――

　入り口のところに立っていた連中が、なにやらでっかい寸ずん胴どう鍋なべを持ってくる。

「……なに？」

　あたしが訝いぶかしげに尋たずねると、

「ふん、我々もちょうど鍋をしようと思っていたところでな」

　部長と呼ばれた男は唇をゆがめてにやっと笑うと、寸胴鍋のふたをぱかっと開いた。

　中に入っていたのは――

　ひらべったい手足。つるっとした甲羅。長い首とブタみたいな鼻。

「……えーっと。スッポン？」

　そう。スッポンであった。

　食べると精力がつくといわれている高級食材。年配の男性はもちろん、コラーゲンたっぷりでお肌の美容にもよいため若い女性にも人気の食材である。

　手足をぺたぺたと動かし、鍋なべの縁ふちから這はい出そうとしている。まだ生きているよーだ。

　でも、これがいったい……？

　あたしがなおも眉まゆをひそめていると、

「レオナルド！」

　シャレイリアが叫んだ。

「レオナルド？」とあたし。

　ってまさか、あれ、シャレイリアの仲間？

「うむ。中庭の池に棲すんでいるのだ」

　うなずくシャレイリア。

　あたしは連中のほうへ向き直り、

「あんたたち、どーゆーつもり？　そのスッポンはこの娘この仲間なんだからね！」

「ふん、学園の池に泳いでいたスッポンをどうしようが我々の勝手だろう。それにスッポンは危険な動物だ。生徒の安全を考えれば、むしろ捕獲してやったことを感謝されてしかるべきではないか？」

　こ、こいつ……！

「シャレイリアの仲間は危険じゃないよっ、絶対に人を襲ったりしないし――」

　かぷっ。

　鍋の縁まで上ってきたスッポンが、いきなり、部長の指に噛かみついた。

「ぎゃおおおおおおおおっ！」

　親指からぴゅーっと血を噴き出しながら、雪の上を転げまわる部長。

「あー、えーっと……」

「レオナルドはピザと人間の指が好きなのだ」

　シャレイリアが腕組みしながらつぶやいた。

「……くっ、おおおおおっ！」

　革かく鍋なべ派はの部長、指にスッポンをくっつけたままなんとか立ち上がり、

「と、とにかくだっ、貴様らがあくまでここで鍋を続けるというなら、このっ、こいつをををををっ、ぎぎぎ、鍋にしてっ、ぎぎぎぎっ……」

　ふんぬぅーっ、とスッポンの首を力まかせに引っぱる――

　ぽかっ。

　シャレイリアが杖つえで部長の頭を殴りつけた。

「ぬうっ、なにをする！」

　涙目で抗議の声を上げる部長。

　ぽかっ。ぽかっ。

　さらにもう二発。

「愚おろか者が。ドルイドの同胞に手を出すとは……」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……

　シャレイリアは怒っていた。っていうかキレていた。

　法ほう香かさんと喧けん嘩かしているときなんかとはまったく違う。本気のお怒いかりモードである。

　アイスブルーの瞳ひとみが真紅に染まり、黄金色の髪がぶわっとひろがった。

　あたりの大気がビリビリ震え、強風が吹き荒れ、どこからか、うぉーう、うぉーう、クマー、クマー、と身の毛もよだつような猛獣たちの咆ほう哮こうが聞こえてくる。

「我と契約を結びし森の戦士らよ、この愚かなる人の子に、汝なんじらの爪つめと牙きばをもって――」

「ま、待て、待て――落ち着け野生児！　鍋なべ＆ピース、鍋＆ピースの精神だ！」

　……なーに言ってんだか。

　あたしはため息をつき、シャレイリアの肩にぽんと手をのせる。

「シャレイリア、だめだよ。この連中、これでもいちおー学園の生徒なんだから。悔しいのはわかるけど、ね？」

「む、しかし……」

　シャレイリアは不満そーに唇をとがらせる。

「そ、そーだそーだっ！　我々は鍋を愛する善良な平和主義者なのだ！」

「暴力に訴えるなど情けないと思わんのか！」

　シャレイリアにビビって逃げていた連中が、離れた場所から口々に罵ば声せいを飛ばしてくる。

「……情けないのはあんたたちでしょーが」

　ため息とともにつぶやいて――

　あたしは地面にへたりこんでいる部長を見下ろした（スッポンは無事外れたよーだ）。

「……で。あんたたち、結局なにがしたいわけ？」

「鍋だ」

　即答。

「いや、そーじゃなくて……」

　あたしはこめかみを押さえ、

「ひょっとして、あたしたちの鍋にまぜてほしいとか？」

「……」

「……」

「な、ななな、なにを言うのだ小娘が、うはは！」

　あ、ちょっと狼ろう狽ばいしてる。

「我々は、貴様らのような素人しろうとがぬるい鍋をしているのが我慢ならんだけだっ！」

　叫び――

　部長はコンロに載ったケルトの至宝、ダグダの大おお鍋なべを蹴け倒たおした。

「あーっ！」

　と、口からしらたきを飛ばしながら悲鳴を上げる雪ゆき那な。ちなみにこいつ、いまの騒動の中でもまったく動じることなく鍋の残りを食ってやがったのである。

「……な、なんてことすんのよあんたっ！」

　地面に散らばった具を指差し、怒ど鳴なるあたし。

「ええいっ、うるさいっ、貴様なんぞに、クリスマスに彼女も友達もいなくて鍋をやるしかない我々の気持ちがわかるかーっ！」

「そーだそーだっ！」

「部長、よく言った！」

　うわ。なんか生なま々なましい理由が。

　っていうか、さっきは鍋の理念がどーとか言ってなかったっけ？

　とか言ってるあいだに――

　カマクラを取り囲んでいた革かく鍋なべ派はの連中が、どんどん中へ入ってくる。

「わ、ちょ、ちょっと！」

　火がついたままのコンロの上に寸ずん胴どう鍋なべを載せ、中にスッポンを放ほうり込む。

「ラファエロ、ドナテルロ！」

　どーやら、捕らえられたスッポンは一匹だけじゃなかったよーだ。

　シャレイリアがあわてて寸胴鍋の取っ手を掴つかんだ。

　もう片方の取っ手を掴み引っぱる部長。

「ふぬぬぬぬぬ……」

「むううーっ！」

　と。

　突然、部長がぱっと手を離した。

「わっ！」

　どんがらがっしゃーん！

　鍋の取っ手を掴んだまま、いきおいよく雪の壁に激突するシャレイリア。頭を強打したらしく、くるくると目をまわしている。それでも、ちゃんとスッポン二匹を腕に抱えて守っているあたりはさすがというべきか。

「はあっ、はあっ……」

　部長が肩で息をしながら、あたしたちを睨にらみつけた。

「呆あきれた連中だ。そこまで鍋がしたいか……」

「いや、それはあんたたちでしょ……」

　うめくように言うあたし。

　……いーかげん、こいつらとのやりとりにぐったりとしていたのだ。

　すると。部長はにいっと不敵な笑みを浮かべ、

「ならばいっそ、鍋なべで決着をつけるというのはどうだ？」

「は？　鍋で？」

「ああ。鍋界に古来より伝わる決闘方法――闇やみ鍋なべバトルで勝負だ！」

「や、闇鍋バトル……！」

「雪ゆき那な、知ってるの!?」

「……うん、むかし本で読んだことがあるよ」

　雪那はなぜか急に濃ゆい顔になっていた。

　――闇鍋バトル。それは悠久の昔より行われてきた決闘の儀式である。

　その起源は遥はるか平安時代にまで遡さかのぼる。

　朝廷の有力貴族たちは、自ら刀を抜く代わりに配下の陰おん陽みよう師じを使って闇鍋バトルを行わせ、熾し烈れつな権力闘争を繰り広げてきたのである。

　やがて、戦乱の世が過ぎ去って江戸時代になり――闇鍋バトルの伝統は消え去ったかに思われたが、重大な歴史的事件（明暦の大火や明和の大火や文化の大火など）の背景には常にこの闇鍋バトルが関係していたと云いわれている。

――絵え無む絵え不ふ書房『闇鍋バトルから読む闇の歴史』より

「む、闇鍋バトルか……」

　シャレイリアが、ゆっくりと起き上がりながらつぶやいた。

「……って、あんたも知ってるの？」

「うむ、我が故郷にも似たような決闘の作法がある。かつて、祖父がコナハトの首領と三日三晩にわたって繰りひろげた〈クーリーの鍋争い〉は一族の語り草になっている。最後にはドクターストップがかかって引き分けに終わったが」

「……あんたのじーさん、わりとどーでもいいことで波乱万丈の人生送ってるよね」

　っていうか意外とグローバルスタンダードなんだな闇鍋バトル。

「闇鍋バトルで貴様らが勝てば、我々もおとなしく手を引こう。しかし、我々が勝ったら、このカマクラを明け渡してもらうぞ」

「いいわ。受けてたとーじゃないの！」

　あたしはびしっと指を突きつけて、

「その代わり、あたしたちが勝ったら、おとなしく生徒会に出頭して、もう二度とゲリラ鍋はしないって誓ってもらうわよ！」

「ふっ、よかろう。もとより、おまえたちごときに負けるようでは、革かく鍋なべ派はを名乗る資格はないからな」

「シャレイリアも、それでいいね？」

「うむ。望むところだ」

　シャレイリアは、こくり、とうなずいた。

「では、勝負は一時間後だ。おのおの闇やみ鍋なべの具材を持ってふたたびここに集つどうこと。細かなルールはここにいる部員たちから聞くがよい」

　革かく鍋なべ派はの部長はバッと身をひるがえし、雪原をのしのしと歩いていく。

「……」

　闇鍋バトル。

　いったい、どんな血みどろの戦いが待ち受けているのか――

　と。

「やっと目が見えるようになりましたわー！」

　水道で目を洗ってきた法ほう香かさんが戻ってきた。

「……」

　そして。カマクラの惨状を見て――ひと言。

「……なにがありましたの？」



　　　　　◆◇◆



　それから、きっかり一時間後。

　外はいつのまにか吹雪になっていた。

　カマクラの中央――両陣営のあいだに、火にかけたダグダの大おお鍋なべが置かれている。

　はたして、ドルイド一族の家宝をこんな勝負に使っていいんだろーかという疑問もあるが、まあ、シャレ爺じいさんもこの鍋で闇鍋バトルをしたそうだから、きっと大丈夫だ。

　雪ゆき那なの持ってきたラジカセからは、Ｊ・Ａ・シーザーの『絶対運命黙示録』がエンドレスで流れている。

　居並ぶあたしたちの目の前には――

　この闇鍋バトルのために選抜された、革鍋派の精鋭三人が膝ひざを揃そろえて並んでいた。

　ひとりは、もちろん革鍋派の部長、ジャイアント黒くろ田だ。

　ひとりは、二年生の若きエース、ギャラクシイ曽そ根ね（通称ギャラ曽根）。

　そしてもうひとりは、さっき部長が校門前でスカウトしてきたという、森もり野の学園の一般生徒だそーである（こいつも目出し帽をかぶっている）。

　そんなどこの馬の骨とも知れない新入りを連れてくるとは、あたしたちもずいぶん舐なめられたものだ。

　いっぽう、こちら側の陣営に座っているのは――

　あたし、シャレイリア、そして法ほう香かさんの三人。

　雪ゆき那なのやつは、ちゃっかり審判役になって、しるこドリンクなど飲んでいたりする。

　……まあ、闇やみ鍋なべバトルに一番精通していたのがこいつなんだからしかたない（なんと革かく鍋なべ派はの連中よりも詳しかったのだ）。

「それでは、ここに闇鍋バトルの開催を宣言します。進行は僭せん越えつながらわたくし雪那知とも子こが務めさせていただきます。お互いに、礼っ！」

　ぺこり、と形ばかりのお辞儀をするあたしたち。

　仁義なき闇鍋バトルの戦いの火ひ蓋ぶたは、ついに切って落とされたのだった！

　――と、ここで闇鍋バトルのルールを簡単に説明しておこう。

　バトルといってもなんのことはない。ただ鍋の具を食べていき、先にぶったおれたほうの負け、というシンプルなものである。

　まず、両陣営の選手が持ってきた具を審判がひとつの袋に集める。

　それから、選手は交互にくじを引いて、当たった番号の具を食べていくのである。

　このとき、自分の持ってきた具が当たってしまう可能性もあるため、ほんとうに食べられないものを持ってくると自ら首を絞めることになりかねない。自分の受ける被害を最小限にしつつ、いかにして相手にダメージを与えるか――闇鍋バトルにおいては、そのあたりの駆け引きが重要なのだ。

　先せん鋒ぽう戦せん。革鍋派の代表は二年生のギャラクシイ曽そ根ねである。

「ギャラクシイ曽根だ。好きなものはラーメン。得意技は天空灰あ汁くとり」

「二年Ｃ組学級委員長、白しら川かわ夏か穂ほです。いい試合をしましょう」

　あたしたちは軽く握手をかわし合い、お箸はしを握り締める。

「夏穂――」

　くいっくいっ、と。

　シャレイリアに袖そでを引っぱられる。

「ん？」

「ほんとうに私が大将でいいのか？　私は毒にはある程度耐性がある。私が先鋒になって、すべて勝ち抜いていったほうがよいと思うのだが……」

　シャレイリアは、あたしのことを心配しているようだった。

　なるほど。たしかに、ドルイドのシャレイリアは自然毒なんかには強いはずだ。ふだんから、落ちている木の実や怪あやしげなキノコなんかを食べたりしているため、胃もかなり丈夫なはずである。

　しかし――

「だめだよ」

　と、あたしは首を横に振る。

「あんな連中でもいちおう鍋なべのプロよ。余裕を持って立ち向かえる相手じゃない」

　そう――勝負事で過信は禁物だ。

　シャレイリアを先せん鋒ぽうに立てて、万が一彼女が敗れた場合、素人しろうとのあたしや法ほう香かさんでは巻き返すことは難しい。また、闇やみ鍋なべバトルという競技の性質上、スープの濃度は後半戦になるほど濃くなっていくはずである。こちらの陣営で、終盤の猛毒と化した鍋に耐えられるのは、シャレイリアしかいないのだ。

　それに、なによりも――シャレイリアひとりを戦わせて安全な場所で見守っているなんて。そんなの、あたしのプライドが許さない。

　とにかく、シャレイリアの番にまわるまで、できるだけ食い下がること。

　それが、あたしと法香さんの役目なのだ。

「……わかった。まかせたぞ、夏か穂ほ」

「ん、まかせなさい♪」

　あたしはシャレイリアの頭にぽんっと手をのせる。

「委員長、頼みましたわよ」

　法香さんにもぐっと親指を立ててみせる。

「それでは、先せん鋒ぽう戦せん、始め！」

　雪ゆき那なが、バトル開始のホイッスルをピヒョーッと鳴らした。



　じゃんけんの結果、先攻はあたしたちのチームからだ。

　あたしは腕まくりして、スーパーのビニール袋に入ったくじを引く。

　引いたのは――四番の札。

「えーと、四番はねー」

　審判役の雪那がごそごそと袋に手をつっこみ――

「じゃじゃんっ、これだよ！」

「……」

　雪那がとりだしたのは。

　小さな黄色い箱だった。

「……カ、『カ○リーメイト』？」

　あたしの顔がひきつった。そう。あの一日分のエネルギーを効率よく摂取できる総合栄養食品である（ちなみにフルーツ味だ）。

「くっ、いきなりヘビーなものを……」

「どうした、おじけづいたのか？」

　ジャイアント黒くろ田だが挑発してくる。

「……っ、んなわけ、ないでしょ！」

　あたしはジャイアント黒くろ田だをキッと睨にらみつけ、箱から中身をとりだした。

　やや粉っぽい、ビスケット状のスティック。

　ごくり、と喉のどを鳴らし、それを箸はしでつまんで鍋なべに落とす。

　ぐつぐつぐつぐつぐつぐつ。

「最低一〇秒は煮てもらうぞ」

「……わかってるわよ」

　きっかり一〇秒。雪ゆき那ながストップウォッチを止めた。

　溶けたカ○リーメイトを引き上げる。

「うっ……」

　さすがに、まだ原型はとどめているものの、表面はどろどろに溶けていた。

「ううーっ……」

　ぎゅっと目をつむり、なるべく味わわないですむように喉の奥へ押し込む。

　んぐっ。

「……？」

　いや。これは――

「夏か穂ほ、大丈夫か？」

　シャレイリアが心配そうに聞いてくる。

「……ん、んぐっ……ご、ごふっ、けほっ、けほっ……う、うん」

　激しく咳せき込みながらも、あたしはぐっと親指を立ててみせた。

「……これは、意外と大丈夫。それほどきつくはないよ。オートミールに近い感じ」

　たしかに、一瞬、喉につまって「うっ」ってなるが、味はそこまでひどくない。

　アタリかハズレかでいえば、むしろアタリとさえいえるだろう。

「よし、つぎはそっちの番よ！」

「ちっ……」

　ジャイアント黒田がいまいましげに舌打ちした。

　革かく鍋なべ派はのターン。引いたのは十二番の札である。

「はいっ、十二番は『イクラの軍艦巻き』でーす！」

「……っ！」

　ギャラ曽そ根ねの表情がびくっとこわばった。

　うわあ。こ、これはっ……茹ゆでたときの味がちょっと想像できない。

「あ、それ入れたのわたくしですわー」

　おお、法ほう香かさんナイス。敵に回すとおそろしい人だ！

「く、くそっ……」

　ギャラ曽根はひきつった表情で軍艦巻きを摘つまむと、イクラをバラさないよう慎重に、鍋の底に沈める。

　ぐつぐつぐつぐつぐつぐつ。

　一〇秒。鮮やかなオレンジ色だったイクラの粒があっというまに白はく濁だくする。

　鍋なべから箸はしを上げたギャラ曽そ根ねは、おそるおそる、といった様子で口の中に押し込んで、

「……おぶっ、ぶぶぶぶぶああああああああ……」

「……」

　喉のどをかきむしりながら悶もだえている。

「うううっ……ねっとりとなま暖かいよおおおおお……」

　ごろごろと雪の上を転がりながら亡者のように叫ぶギャラ曽根。

　……なんともおそろしい光景だった。

「ふむ、イクラの軍艦巻きとは、素人しろうとにしてはなかなかのセンスだ。上にのったイクラはもちろんのこと、お湯に溶けたしゃりや海の苔りがじつにいやな食感を残す……」

　ジャイアント黒くろ田だが思わず感嘆の声を上げた。

「ふっ、それほどでもありませんわ」

「そう謙けん遜そんするな。ふ、ふふふ……」

「おほほほほほ……」

　なんか変人どーしで意気投合したようである。

「んぐっ……ぷはあっ！」

　ギャラ曽根がイクラの軍艦巻きをなんとか呑のみ下した。

　ふたたびあたしのターンがまわってくる。

　引いたのは『カレーパン』だった。

「……くっ、や、やってやろーじゃないのっ！」

　あたしの委員長魂に火がついた。

　――それから、あたしとギャラ曽根の戦いは熾し烈れつを極めた。

　カレーパン。表面の油のおかげでパン生地が水分を吸収しないのはいいのだが、スープに溶けた油がきつかった。

「……うううう……あぐう……」

　油膜の張ったスープをなんとか飲み干す。喉がべたべたになった。

　革かく鍋なべ派はのターン。ギャラ曽根が引いたのは『桃のシロップ漬け』。

「……ひゃっはー、こいつはラッキーだぜ」

　フルーツはあたためてもけっこういけるらしく、余裕で完食されてしまった。くっ。

　次のターン。あたしが引いたのは『フライドチキン』。二連続で揚げ物である。

「夏か穂ほ……」

「大丈夫よ。揚げ物本体はそれほどきつくない！」

　あたしは箸はしを捨てて素手でチキンにむしゃぶりついた。……なんとか完食。

　次のターン。くじを引いたギャラ曽そ根ねの顔が恐怖に歪ゆがんだ。『シュークリーム』である。正しくはシュー・ア・ラ・クレームである。しっとりとやわらかなシュー皮から、生暖かいバニラクリームがもわっと溢あふれ出す。

「……ひょげらあああああっ……うおぷぷぷ……うぁぼべらばっ！」

　……こ、これはきつそーだ。ギャラ曽根、ギブアップこそしないものの、地面に倒れてひくひく悶もだえている。

「あ、それ入れたのもわたくしですわー」

　またあんたか！　ほんとおそろしい人だ！

　次のターン。『納豆』である。お醤しよう油ゆを垂らしてからしをのせ十五回かき混ぜてから鍋なべに入れる。あ、でもこれって、ねばねばがお湯に溶けてくれるから意外と――

「……ぬおおおおおおおおおおっぷ、うげっぷ、げらぱっぷ―――――っ！」

　……前言撤回。んなわけありませんでした。

「それを入れたのもわたくしですわー」

　獅し子し身中の虫め―――――っ！

　その後も――『チョココロネ』『たこ焼き』『カステラ』『プリン』『イカの塩辛』『ナタデココ』『おはぎ』とキツイところが続き――

　あたしたちの顔はもうとてもお見せできないものになっていた。

「うっ、ううおっぷ、はあ、はあ……」

「ぐぬううううう……」

「ひょのおおおおおおお……」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図。

　鍋のスープは油でどろどろに濁にごっている。

「か、夏か穂ほ、もう――」

　シャレイリアが心配そうに制服の裾すそを掴つかんでくる。

「だ、大丈夫だよ、シャレイリア……あたしは、まだいける……うっ！」

　ごろごろごろごろごろ。

「……」

　お腹なかの鳴る音。

「あいたたたた……いたいー、お腹いたいよー」

　あたしはお腹を押さえてうずくまる。

　変なものばかり食べたせいで胃のほうがまいってしまったのだ。

「夏穂、大丈夫か!?」

「うううっ……」

「これじゃ勝負続行は不可能だね。白しら川かわ夏か穂ほ、リタイアとみなします」

　雪ゆき那なが冷静に宣言し、対戦表に×印をつける。

「ふん、先せん鋒ぽう戦せんは我々の勝ちのようだな」

「ぶ、部長、俺おれも、もう――」

「なに!?」

「う、ぷうううう―――――っ！」

　ギャラ曽そ根ねは手をぷるぷる震わせながら雪の上にぶっ倒れた。

「くっ、なんと引き分けか……」

　ジャイアント黒くろ田だが悔しそうに舌打ちする。

「委員長、よくやりましたわ。あとはわたくしにお任せなさい」

　中堅の法ほう香かさんがあたしの手をぱしっと叩たたきバトンタッチ。

「……ん、わかったよ。任せる」

「……法香よ。頼んだぞ」

　真剣な顔で言うシャレイリアに、ふっと肩をすくめる法香さん。

　さすがに、シャレイリアのライバルを自称するだけあって、彼女のポテンシャルは高い。

　味方にすればこれほど心強い人もいないのだ。

　法香さん、意気揚々とくじを引き、

「七番ですわ！」

「はい。七番はねー、えーと……これ！」

　雪那が袋からとりだしたのは――

『いなごの佃つくだ煮に』だった。

　おおっ、ラッキー。あたしの入れたやつだ。

　見た目はちょっとあれだけど、鍋なべの具としてはふつうに食べられるほうである。

　これなら楽勝だね――

　と、期待をこめて法香さんのほうを向くと。

　あれ？

　法香さん、なぜか全身から大量の汗を流している。

　青ざめた顔で両手の拳こぶしをそろえ――

「いっ、いやああああああああああっ、虫いいいいいいいっ！」

　カマクラのすみっこでガタガタ震えながらまるくなる。

「わ、わたくし、虫だけはダメですの―――――っ！」

「ええーっ！」

「こ、子供のころ大量の虫に襲われたトラウマが……」

「そ、そんな……」

　あたしは愕がく然ぜんとしてつぶやいた。

　まさか、こんなところで足もとをすくわれるとは……

「はい法ほう香かさん、ギブアップだね」

　雪ゆき那なが対戦表に×印をつけた。

「ふはは！　おそろしいな、鍋なべというものは、これだからおそろしいっ！」

　ジャイアント黒くろ田だが高笑いを上げる。

「ふっ俺おれの不戦勝ってとこだな」

　二番手の選手（例の校門前でスカウトされた新入り）が勝ち誇ったように言った。

　ってあれ、この声、どっかで聞いたことあるよーな……

「ま、まさかっ……」

　あたしはハッとして顔を上げる。

　こいつはっ、こいつは、まさか――!?

　…………。

「えーっと、誰だれだっけ？」

「ずこ―――――っ！」

　目の前の相手が盛大にずっこける（なんとも古いリアクションで）。

「くっ――」

　彼は、立ち上がって目出し帽をばっと脱ぎ捨て、

「お、お、俺だっ！　二年Ｃ組の須す田だ翔しよう太ただ―――――っ！」

「ああっ！」

　思い出した！

　須田翔太。

　そう。彼はあたしのクラスメートであり――

　……ええっと、クラスメートである須田翔太であった。出席番号は一〇番である。

「プロフィール短っ！　いやもっとあっただろ、カボチャ事件のこととか！」

「あー、そーいえばそんなこともありましたねー」

　雪那のくれたしるこドリンクなど飲みながら、遠い目をして言うあたし。

「て、てめええええ！」

「――いや、ってゆーか、あんたこそ、こんなとこでなにしてんのよ？」

　と、あたしが訊きくと、

「……ああ。さっき校門の前に立ってたら、そこのカマクラで、可愛かわいい女の子たちと鍋パーティーやってるから来ないかって誘われたんだ。まさか、こんな鍋だとは夢にも思わなかったけどな」

「うわー。すっごい騙だまされてるし……」

　ランドルフに騙だまされたときといい、あいかわらず乗せられやすい性格である。

「って、もーわかったでしょ。これはふつーの鍋なべじゃないんだから、帰りなよ！」

「はっ、なに言ってやがる。この勝負に勝てばここでふつーに鍋をしてもいいんだろ？　おまえらにはちょっとした因いん縁ねんもあることだしな」

　言って、獰どう猛もうに笑う須す田だ翔しよう太た。

「くっ……」

　須田め。主役を降ろしたり、ファミレスで奢おごらせたり、カボチャ怪人の役をやらせたことをまだ根に持っているよーだ（なんと巻をまたいで！）。

　……しつこいやつ。あたしの中のダウ須田平均株価はうなぎ下がりである。

「――俺おれのターンだな。いくぜ！」

　須田がバッとくじを引いた。番号は――一九番。

「あ、『Ｍ○Ｘコーヒー』だ」と、雪ゆき那な。

「うっ……」

　須田の顔がひきつった。

　闇やみ鍋なべバトル中盤戦。いよいよマップ兵器の登場である。

　通常の闇鍋では、禁止されることの多いこの手の汁物――しかし、闇鍋バトルにそんな制限はない。

　固形物から液体へ。戦いは第二ステージへ移行したのだ！

　ドバドバドバドバドバドバッ。

　雪那が、とてもいい笑顔でＭ○Ｘコーヒーを鍋に注ぎ入れる。

　これまでに煮込まれていた具と、甘いコーヒーの香りが混じりあい、なんとも刺激的な匂においがカマクラの中にひろがった。

　ちなみに、このＭ○Ｘコーヒー。主に千葉県で売られている、とてもとても甘いことで有名な缶コーヒーの銘柄である。腐ふ臭しゆうただよう鍋のスープはまさしく暗あん鬱うつな千葉市チバ・シテイの空の色。空きチャンネルにあわせたテレビの色であった。

「……こ、これを、飲むのか？」

　ごくり、と唾つばを呑のみ込む須田。

「いやならリタイヤしてもいーんだよ」

「……っ！」

　そんなあたしの言葉に闘志を刺激されたのか、

　須田は、なにかを決意したようにお椀わんを持ち上げ、

「……おおっ、おおおおおおおおおっ！」

　スープを一気に飲み干した。

　とんっ。

　手の甲で口もとを拭ぬぐい、

「はあっ、はあっ、飲んだぞ。つ、次はそっちの……」

「もうやめてーっ、須す田だのライフはゼロなのよーっ！」

「ふははは、ドロー、ずっと俺おれのターン！」

　続いて須田がドローしたのは二四番の札。

『ふりふりプリンシェイク』であった。

　またしてもマップ兵器である。

　液体系のものは味が混ざっていくのが特徴だ。その破壊力は青天井。しかも、いま須田が引いた『ふりふりプリンシェイク』は、液体でありながら、かき混ぜるとどろどろのペースト状になるという、液体と固形物、両方の特徴を備そなえる具材であった！

「……ふ、ふん、だが、『ふりふりプリンシェイク』はなにを隠そう俺の大好物。こんなものいくらでも……うおおおおっぷ、おぷ、ぷぷぷおえええええ！」

　雪の上をのたうちまわる須田翔しよう太た。

　……うーん。かなりきついらしい。

「おおっぷぷぷげら……はあっ、はあっ……」

　須田は、ようやく飲み干したお椀わんを地面に置き、

「の、飲んだぞ、次は――」

「もうやめてーっ、須田のライフはゼロなのよーっ！」

「ふはははっ、ずっと俺のターン……っておい、いま二連続でやらなかったか？」

　あ。気づいたか。

「おい、審判っ、いまのはルール違反じゃないのか！」

「知らないよ。須田がアホなだけじゃん。須田のアホ」

　と、にべもない雪ゆき那な。なにも二回言わなくてもいーのに。

「くっ……ちくしょう……白しら川かわ、俺は一学期から、おまえのことが、ずっと……」

　口角プリンを飛ばしながら、力尽きたように倒れ伏す須田。

「革かく鍋なべ派は、中堅、棄権とみなします！」

　雪那がさっと旗を振る。

「須田……あんたのことは、きっと忘れないよ。たぶん忘れないよ」

　あたしは雄お々おしく散った敵のために涙をぬぐう。

　しかし、思いのほか須田のノリがよくて（アホで）助かった。つぎに控えるシャレイリアの負担を少しでも減らすことができた。

「ふん、なかなかの逸材ではあったが、所しよ詮せんは素人しろうとか……」

　ジャイアント黒くろ田だが、つまらなそうに肩をすくめて言った。

「いいだろう。この革鍋派部長ジャイアント黒田が、じきじきに相手をしてやろう！」

　ビリビリビリーッ！

　制服が破れ、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉体があらわれる（鍋勝負と関係ないけど）。

「――む、では、私の番だな」

　そして。

　いよいよこちらも真打ち。大将シャレイリアの登場である。

「……シャレイリア、頼んだよ」

「うむ。ドルイドの誇りにかけて。一族に恥じぬ戦いをしよう」

　シャレイリアが真剣な表情でうなずいた。ドルイド関係ないけどな。

「ゆくぞ！」

　叫び、シャレイリアがドローしたのは三番の『青汁』。

　お年寄りから若者まで、長年愛され続けている人気の健康飲料だ。

　ドバドバドバドバドバドバッ。

「……」

　ぐつぐつと煮え立つ、この世のすべての悪を煮込んだような色のスープ。ほとんど昔話に出てくる魔女の釜かまであった。

「か、夏か穂ほ～」

　シャレイリアが、不安そうにあたしの手を握ってくる。

　あたしはその手をさらに強く握り締める。

「大丈夫だよ。シャレイリアは、強い子だから」

「……うむ」

　こくり、とうなずくシャレイリア。

　そうだ。ジャック・オー・ランタンの事件で疑われたときも。ランドルフが学園を襲撃してきたときも。シャレイリアは、逃げずに戦って、彼女の居場所を守ってきた。

　だから、きっと――

　シャレイリアなら、この鍋とカマクラを守ることができる。

　あたしは――信じてる。

　カマクラの周囲に、シャレイリアの仲間の動物たちが集まっていた。

　クマが、オオカミが、シカが、トラが、サイが、ヌーが、バッファローが――

　彼女の戦いをじっと見守っている。

　シャレイリア、アイスブルーの瞳ひとみをくわっと見開き、

「……うむむむむむ」

　どろりとした液体を一気に嚥えん下かした。

　おおっ！

「むう……けほっ、けほっ、けほっ……」

　……あ。やっぱりむせてるし。

「うううーっ……かほ～っ」

　涙目で振り返り、べーっとまっ黒い舌を出すシャレイリア。

　……うーん。そーだよね。いくら胃腸が強くても、まずいもんはまずいよね。

「よしよし、よくがんばったね」

　あたしは人差し指で彼女の涙を拭ぬぐい、頭のつむじを撫なでてやる。

　シャレイリアは、あたしの腕の中でコアラのよーにまるくなり、杖つえの先にくくりつけてある〈ヤドリギ〉をもしゃもしゃ食べていた。

「……って、なにしてんの？」

「けほっ、けほっ……〈パナケア〉で胃の調子を整えているのだ」

「パナケア？」

「うむ。ドルイドが特別な日に刈ったウェロニア・オークのヤドリギは〈パナケア〉という万能の霊薬になるのだ」

「万能の霊薬を胃腸薬に……」

　……なんともったいない。ま、いーけど。

　あたしは顔を上げ、

「さあ、次はあんたの番だよ！」

　ジャイアント黒くろ田だに人差し指を突きつける。

「くっ、やるな……俺おれのターン、ドロー！　『融合』……ってなんだこれは！」

「『融合』は複数の具を同時召喚できるスペシャルカードです」

　雪ゆき那なが説明する。

「な、なんとっ……ではもう一枚ドロー、ぬおっ、また『融合』……ドロー、また!?」

　結局、ジャイアント黒田が引いたのは――

『タバスコ』＋『キムチ』＋『唐辛子』＋『ハバネロ』の激辛セットだった。

　ドバドバドバドバドバドバッ。

「……」

　鍋なべがまっ赤に染まる。

「おい、し、死ぬのではないか、これは、さすがに……」

「じゃあ、ギブアップする？　革かく鍋なべ派はの部長さん？」

「……ぐ」

　ジャイアント黒田は蒼そう白はくな顔で、

「い、いや、これはむしろ光明だ。辛さによって鍋の味が紛まぎれてくれるからな。そう『辛い』とはじつは味覚ではなく痛覚の一種。俺はどっちかというとＭだから大丈夫。痛いのはむしろ気持ちいい……」

　ぶつぶつと、なんだかよくわからないことをつぶやいている。

　そして、ついに覚悟を決めたのか――

「ごふぉあ、ごふぉ、ごほあばっ、あばばばばばば……」

　お椀わんによそった赤い液体をがーっとかきこんだ。

　最後の一滴まで、ごぷり、とスープを飲み干し、

　そして。

「……あぶしっ！」

　そのまま、ゆっくりと、仰あお向むけにぶっ倒れる――

　ドゴスッ！

　――え？

　ジャイアント黒くろ田だの巨体が、カマクラの壁をぶち抜いた。

「……」

　ピシ……ピシピシ……

「……えーっと？」

　あたしは、おそるおそる天井を見上げ、

　そして――



　ズドガッシャ―――――ン！



　……あたしたちが暴れていたせいで、ところどころヒビの入っていたカマクラは、すさまじい轟ごう音おんをたてて崩落したのだった。



　――かくして、熾し烈れつな闇やみ鍋なべバトルは（わりとあっけなく）幕を閉じた。

　革かく鍋なべ派はの連中は、審判の雪ゆき那ながくじを操作していたのではないかと騒ぎ立てていたが、いまとなっては証拠もない。完全な水掛け論である。

「おらっ、きりきり歩け！」

「く、くそーっ！」

　生徒会の執行部に連行されていく連中の後ろ姿を見やりながら――

「ふっ、いつの世も戦いとはむなしいものね……」

　あたしは、ひとりつぶやくのだった。

「夏か穂ほー、祖父にいっぱい怒られたー」

　……校庭の隅で、頭にたんこぶをつくったシャレイリアが泣いていた。



    

  
    
      
　第四話　ドルイドさんの湯煙温泉！



　師走しわすの森もり野の商店街に、ちょっと早いジングルベルのメロディーが鳴り響く。

　建ち並ぶお店のウィンドーはカラフルなベルやリースで飾りつけられ、商店街名物のクリスマス・ツリーにはオレンジやブルーの電飾が灯ともっている。

　そんなにぎやかなクリスマスムードに満ちた通りの真ん中を、あたし、白しら川かわ夏か穂ほはるんるんした足取りで歩いていた。

「るるるーん、るるるーん、るるるるるーん♪」

　なんて鼻歌を口ずさんでいるが、べつにるんるんを買いにいくわけではない。

　片手に握り締めるは一枚の福引き券。さっき、魚屋さんで特売のアジを買ったときにもらったものだ。一等の賞品は豪華ビデオつきテレビ。いわゆるテレビデオってやつである。

　いまどきテレビデオかよって思われるかもしれないが、うちは撮とりためてあるアニメとかはいまだにビデオなので、部屋での観賞用にもう一台欲しかったのだ。

　手作りロールケーキで有名な洋菓子店『銀ぎん菓か堂どう』の向かい、『シマダ電気店』の前に、福引き券交換所のテントはあった。

　テント前には各種賞品の入ったダンボール箱が積み上げられ、受付のテーブルには赤いサンタクロースの衣装を着た可愛かわいい女の子がベルを持って立っている。

　――って。

　あたしは絶句して固まった。

　そこにいたのは――

　さらさらとこぼれるようなプラチナブロンドの髪。硝子がらすのように透き通ったアイスブルーの瞳ひとみ。薄い桜色の唇。白磁のように白い肌。

　そう。あたしのクラスメートにして超絶美少女のドルイドさん、ホリン・シャレイリア嬢だったのだ！

「な、ななな、なにやってんのよあの娘こっ！」

　法ほう香かさんのような特別な例を除き、森野学園は基本的にアルバイト禁止である。

　あたしは真っ青になってテントに駆け寄った。

　テーブルの前でぜえぜえ息を荒げ、

「コラ―――――ッ！」

　大声で叫ぶ。

　道行く人々がなにごとだって顔でこっちを振り向くが気にしない。

「シャレイリアっ、森野学園はアルバイト禁止だよっ！　あたしは、あんたをそんな不良に育てた覚えはありませんっ！」

「……」

　すると。

　サンタクロース姿のシャレイリアはガギョン、と首を傾かしげ、

「私ハ森もり野の学園ノ生徒デハアリマセン」

　まったく表情を変えずにそう言った。

　――って、ガギョン？

「……？」

　あたしは彼女の顔をまじまじと見つめ、

「……えーと。ひょっとして、アリア？」

「ハイ」

　目の前の少女は、もう一度ガギョンとうなずいた。

　そう、よく見れば。彼女はシャレイリアではなかった。

　顔かたちは瓜うり二ふたつだが、鎖骨のラインのカーブとか、腰のくびれとか、肌の質感とか胸の膨ふくらみが微妙に違うのである（素人しろうとにはわかるまい！）。

　彼女は、シャレイリアの元婚約者であるランドルフによって造られた、〈アンドルイド〉のメカシャレイリアであった。

　数週間前、ランドルフの命令で学園を襲撃した彼女であったが、熾し烈れつを極めたシャレイリアとの決戦の末、本来の自我に目覚め、シャレイリアからアリアンロッド――アリアの名前をもらったのである。

　学園祭の後、ふらっと姿を消して、そのまま行方ゆくえをくらましていたのだが……

「おおっ、ひさしぶりじゃない。元気そーでなによりだよ。ってゆーか、なんでこんなとこでバイトしてるの？」

　あたしがぽんぽん肩を叩たたきながら訊きくと、

　アリアはガギョンと腕を上げ、向かいのお店を指差した。

　名物のロールケーキをはじめ、美お味いしそうなスイーツの並ぶ『銀ぎん菓か堂どう』のショーウィンドー。その奥にある厨ちゆう房ぼうは全面ガラス貼ばりで、中でケーキを作っている様子を眺めて楽しめるようになっている。森野商店街にはめずらしい、なかなか小こ洒落じやれたお店である。

　――そこに。あいつがいた。

　先輩のケーキ職人に泡立て器でどつかれている、エプロン姿の変態貴族。

　アーサー・ランドルフが。

「……なにやってんの、あいつ？」

「マスターハ、アノオ店デ働カサレテイルノデス」

　アリアが無表情に言った。

　……なるほど。そーいえば、あの変態紳士、メカシャレイリアを造るのに全財産を使ってしまい、アパートの家賃が払えなくなっていたのだった。おまけに食い逃げで指名手配もされてるし。

「なんだこの生クリームはっ、最初からぜんぶ作り直せ！」

「ええい、私に指図するなっ、私は由ゆい緒しよ正しき英国貴族なるぞ！」

「やかましい！　さっさと手を動かせっ、この変態め！」

「うぬぬーっ！」

　怒ど鳴なり合う声がここまで聞こえてくる。

「……なんか、いろいろ大変そーだね」

「ハイ。デモ、マスターヲ放ほうッテハオケマセンカラ」

　……な、なんて健けな気げな。シャレイリアもいい子だけどアリアもいい子だなー。現代の篤あつ姫ひめだなー。と、あたしは彼女のかぶっているサンタクロースの帽子をとり上げ、

　すりすり。すりすり。

　頭のてっぺんをすりすりと撫なでまわす。

「……ナ、ナニヲスルノデスカ！」

「あ、ごめんね。いつもシャレイリアにしてるもんだからつい……嫌だった？」

　すると、アリアはガギョンガギョンとはげしく首を横に振り、

「……イエ。嫌デハナイデス。ソノ、頭ヲ撫デラレルノハ」

「そう？　じゃあもっと撫でてあげるね」

「……ッ！」

　すりすり。すりすりすりすり。

　突然、アリアが両耳からぷしゅーっと煙を噴き出した。

「わ、ちょっと、大丈夫？」

「ハ、ハイ、モット――」

　すりすりすりすり。と、アリアの頭を撫でながら、

「ん？」

　あたしはふいに思い出す。

　……そーいえば、あたし福引きしにきたんだっけ。

　アリアの頭からぱっと手を離し（アリアは「ア……」と声を上げた）、ポケットからくしゃくしゃになった福引き券をとりだした。

「ごめんアリア、これ、引いていい？」

「……ハイ」

　アリアは耳から煙を出すのをやめ、ガギョンとうなずいた。

　彼女に福引き券を渡し、あたしはガラガラの取っ手を握り締める。

　一等賞のテレビデオは赤玉だ。二等賞のセガサターンや三等賞のバーコードバトラーも魅力的ではあるけれど……それにしても、スポンサーのシマダ電気店、なかなかあなどれないラインナップである（ただの不良在庫とゆー説もある）。

　あたしは念を込め、

「せいやっ！」

　いきおいよくガラガラを回した。

　がらがらがらがらがら…………ころん。

　出てきたのは、くすんだ緑色の玉だった。

　腐ったマリモみたいな、なんともビミョーな色である。

　……うーん、残念。

「えーと、腐ったマリモ色は……」

　あたしが対応する賞品を探していると、

　カランカランカランカランカラーン！

　突然、アリアがベルを激しく打ち鳴らした。

「な、なに!?」

「オメデトウゴザイマース。特等賞ハ秘湯ラブラブ地獄温泉一泊二日招待券デース！」

「ら、ラブラブ地獄温泉―――――!?（ってどこー？）」



　　　　　◆◇◆



　と、そんなわけで。三日後の土曜日。

　奥おく多た摩まの道なき山道を、息を切らしながら登る中学生たちの集団があった。

　あたし、シャレイリア、雪ゆき那な、法ほう香かさんの四人である。

　みんな動きやすく暖かい服装で来ているが、シャレイリアだけは、あのドルイド装しよう束ぞく（ノーパンのやつだ）のほかには私服を持っていないので、いつもの制服姿だった。

「シャレイリアー、そろそろ休もーよ。もう限界だよー」

　と、へばった声で呼びかけるあたしに、前を歩くシャレイリアはくるっと振り向いて、

「む、そんなものを履はいているからだ。夏か穂ほたちも靴を脱いだほうが歩きやすいぞ」

　裸足はだしでぴょんぴょん跳ねまわる。

「それはあんただけだよっ」

　叫び、あたしは彼女に向かってイガグリの殻を投げつけた。

「ひゃんっ！」

「わ、あたっちゃった！　ごめん、シャレイリア！」

「むーっ、か、夏穂のばか！　いたかった！　いたかった！」

「ああっ、待ってシャレイリア、ごめんってばー！」

「ばかーっ！」

　ぷーっと頬ほおを膨ふくらませ、山道を駆けていくシャレイリアを、あたしは必死に追いかける。

　そんなあたしたちを、

「なにあの夫婦めおと漫才……」

「なんかこう、むしょーに腹が立ってきますわね……」

　雪ゆき那なと法ほう香かさんが生暖かい目で見つめているのだった。

　ちなみに、今回の旅行、いちおうアリアも誘ってみたのだが、

「……イエ。私ハ温泉ニ浸つカルトショートシテシマイマスカラ」

　というなんとも悲しい理由で断られてしまった。水陸両用のＭＳＭナンバー（メカシャレイリアマリーンの略）はどーやら伊だ達てだったらしい。

　弟の聡さと史しも、

「いいなー、温泉なんて俺おれもいきてーよ」

　と、ずいぶんだだをこねていたが、

「はーん。さては雪那と一緒に温泉入れるかもとか考えてるんでしょ。やらしー」

「は？　な、なに言ってんだよ、なんでそこで雪那さんが出てくんだよ！」

「ふふん、知ってるんだからね。あんたが雪那の体育祭のときの写真机の下に隠してるの。こんど雪那に言ってやろーっと」

「うああああああああああん！」

　とゆー姉きよう弟だいの心温まる会話があってから急にわがままを言わなくなったのだ（そしてなぜかお弁当にメロンがついてくるよーになったのだ）。

　裸足はだしのシャレイリアは、足場の悪い山道を軽やかな足取りで歩いていく。

　シャレイリアが言うには、修行を積んだドルイドは、足跡をつけずに地面を歩いたり、お肌を一切傷つけることなくイバラの茂みの中を歩いたりできるそうだ。

「お、お待ちなさいっ、ま、負けませんわ～」

　無駄にメラメラ闘争心を燃やす法香さんだが、体力のある彼女でも、さすがにこの山道はきついらしく、さっきからぜえぜえ息を切らしている。

「む、そっちは歩きにくいぞ。私の通ったあとをついてくるがよい」

　シャレイリアは制服のスカートを翻ひるがえしてくるっとターン。プラチナブロンドの髪を風になびかせ、茂みの中をずんずん歩いていく。シャレイリアが通ったあとの茂みはきれいに倒れてとても歩きやすくなっていた。これもドルイドの力なのだろう。

「夏か穂ほ、はやくー」

　と、ぴょんぴょんはねながらこっちへ手を振るシャレイリア。

「ええいっ、あれは森の妖よう精せいさんか！　なんて可愛かわいいっ！　……捕まえたい。捕まえてぎゅーって抱きしめたい！」

「夏か穂ほ、疲れてるのはわかるけど思考がだだ洩もれだよ……」

　横を歩く雪ゆき那なが呆あきれたようにつぶやいた。

　そんなこんなで――

　険けわしい山道をなんとか登りきり、ちょっと開けた場所に出た。

　鬱うつ蒼そうと茂る雑木林の中、風雨に晒さらされ腐ふ蝕しよくした木の看板が立っている。

　看板には、荒々しい筆ひつ致ちで『ラブラブ地獄温泉へようこそ！』と書いてあった。

「いや、ようこそっていわれても……」

　眉まゆをひそめてつぶやきながら、あたしはあたりをぐるっと見まわした。

　行き止まり。

　どこかへ続く道らしきものは、まったく見あたらない。

　パンフレットの地図も、なぜかここまでしか載っていなかった。

「ちょっと、委員長っ、どーゆーことですの！」

　法ほう香かさんが頭にツノを生やしてガーッと怒ど鳴なる。

「……うーん。まあ、温泉の名前聞いたときから、なんかこーろくでもないことになりそーな気がしてたから、あえて家族じゃなくてみんなを誘ったんだけど」

「あ、ひどい」と雪那。

　そんなふうに、あたしたちが看板の前で途方に暮れていると――

　はら、

「ん？」

　空を見上げる。

「……雪？」

　はらはらと白い雪片が頭上に舞い落ちてきた。

「まずいですわね……」

「うん」

　顔を見合わせ、うなずきあうあたしたち。

　もし、このままラブラブ地獄温泉を見つけられなかったら――

　あたしたち、雪山で遭そう難なんということにもなりかねない。

　そうなったら……

「……っ！」

　あたしの脳裏をおそろしい想像が駆けめぐる。

　……吹きつける吹雪から逃れるため洞どう窟くつへ入るあたしとシャレイリア（※雪那と法香さんは雪崩なだれに巻き込まれてどっかへいってしまった）。体温は極度に下がり凍死寸前だ。暖をとろうにも、火をつける道具も燃やすものもない。いわゆる「寝たら死ぬぞー！」ってシチュエーションである。

「ううっ、寒いよー、ひもじいよー……って、あんたなにやってんの？」

「夏か穂ほ、このままでは二人とも凍え死んでしまう。だから――」

　しゅる、と衣きぬ擦ずれの音。

「……え？」

　すーっ。ぱっつん。とさっ。

　そんな、みょーに艶なまめかしい音が暗くら闇やみの中に響く。

「ちょ、ちょっと、シャレイリア――」

「おたがいに、人肌で温めあうべきだと思うのだ。ドルイド的に」

「え、えええええっ！」

「さあ、夏穂もはやく……」

　するするする。ぷちっ。ぷちっ。とすっ。

「ちょ、ちょちょ、ちょっとまってよ！　そ、そ、そーゆーのは、いくら緊急事態だっていってもさ、ほら、なんてゆーかまだ心の準備が――」

「ふふっ、夏穂はいくじなしだな」

　耳もとで、ふっと息を吹きかけるシャレイリア。

　冷たくやわらかい指先が、あたしの頬ほおをそっと撫なでる。

「夏・穂・♪」

　ふあっ、そんなっ、あっ、んっ、だ、だめ―――――っ！

「わ―――――っ！」

　あたしは大声で妄想をかき消した。

「だ、だめだよっ、そそ、そんなのっ、よ、よくないよっ！」

「は？」

　と、首を傾かしげる雪ゆき那なと法ほう香かさん。

　あたしはぜえぜえ息を荒げ、それから、こほんと咳せき払ばらいして、

「と、とにかくっ、いますぐロープウェイのところに戻るよ。ほんとに遭そう難なんしたら洒落しやれにならないし……って、あんたはさっきからなにやってんの？」

　見ると。シャレイリアは、地面に生えているキノコに向かって、なにやら熱心に話しかけていた。

　……はたから見ると、ずいぶんアブナイ人である。

　シャレイリアは顔を上げ、

「うむ、このキノコに温泉の場所を尋たずねているのだ」

「……はあ」

　なるほど。森の守護者であるドルイドさんは、動物たちだけでなく、植物とも会話することができるようだ。さすがに、動物たちと話すほどスムーズにはいかないそうだが、道を尋たずねるくらいはできるということだった。

　シャレイリアは、地面のキノコに向かって囁ささやくように、

「シメジ～、シメシメジシメジ～♪」

「って嘘うそつけえええっ！」

　あたしは力いっぱいつっこんだ。

「む、夏か穂ほ、会話の邪魔をするな」

「やかましいっ、いくらなんでも、そんなキノコ語があるかっ！」

「キノコ語ではない。私はこのシメジと心を通わせているだけだ」

「……？　じゃあ、いまシメジシメジ言ってたのはなんなのよ」

「私の作ったシメージソングだ。植物は歌を聴かせるとリラックスするからな」

「……なにちょっとうまいこと言ってんのよ」

　まあ、たしかに植物にモーツァルトを聴かせると成長にいいとか聞くけど。

「で、なんて言ってるの？」

　あたしが訊きくと、

「うむ、いまは天気の話と孫シメジの話をしている」

「ええいっ、そのシメジは巣す鴨がものおばあさんか！」

「いいから早く温泉の場所をお聞きなさいよっ、寒いんだから！」

　あたしと法ほう香かさんがステレオで叫ぶ。

「だめだ。まずは相手の話をじっくり聞いてやらねばならん。自然の声に根気よく耳を傾けるのが植物と心を交わすときのコツなのだ」

「はあ……」

「シメジ～、シメジシメジ～♪」

　と、ふたたび、怪あやしげなオリジナルソングを歌いはじめるシャレイリアさん。

　降りはじめた雪は徐々に勢いを増し、うっすらと、あたりの草木を覆おおいはじめる。

　どうやら風も出てきたようだ。

「ううっ、寒っ！」

　あたしはぶるっと肩を震わせる。

「――うむ」

　と。よーやく、シャレイリアがシメジと話すのをやめて立ち上がった。

「場所、わかったの？」

「ああ。どうやら、この林をまっすぐ突っ切った場所にあるようだ」

　言って、鬱うつ蒼そうと茂る雑木林の向こうを指差すシャレイリア。

「……えー、ほんとにー？」

「む、夏穂はシメジの言うことが信じられないというのか？」

「……ふつー信じられないってば」

　と、あたしが肩をすくめて言った、そのとき――

「祟たたりじゃあっ！」

「ぎゃああああああああああああっ！」

　突然、雑木林の中から、なにか得体の知れないものが飛び出してきた！

　腰を抜かして地面に転がるあたし。

「な、なな、な――」

　……なに!?

「祟りがくるぞ～、祟りがくるぞ～、祟りボンバーがくるぞ！」

「祟りボンバー!?　なんかすごそう！」

　思わず反応し、がばっと起き上がる。

　雑木林の中から飛び出してきたもの――

　それはひとりの老婆だった。

　二本の蝋ろう燭そくを頭に挿さし、この世のものとは思えぬ形ぎよう相そうで絶叫する老婆。

　伸ばし放題の白髪は千々に乱れ、つぎはぎだらけの襤ぼ褸ろを身にまとい、口の端には黄ばんだ乱らん杭ぐい歯ばが覗のぞいている。

　その老婆は、あたしをじろっと睨にらみつけ、

「……ふん、見ない顔じゃのう」

　ずいっと顔を寄せてくる。

「ひい！」

　あたしは小さな悲鳴を上げた。

　老婆は、にたあっと舌した舐なめずりすると、

「娘っ子、どうしてこの山に入ってきた？　ああ？」

　低いしゃがれ声で訊きいてくる。

　いつのまにか。老婆の手には小ぶりな鉈なたが握られていた。

「ひいいいいいいっ！」

　山姥やまんばだ。

　渋谷にいるやつじゃなくて本物だ。

　……こ、殺される！

「あ、あの、あたしたち、その……」

　命の危険を感じたあたしは、必死に時間を稼ぎながら、犯人はヤマンバってことを示すダイイングメッセージ（※マンボウと浅草サンバの絵）を地面に描こうとする――

「……あのー」

　と。雪ゆき那ながのんびりした声で言った。

「あたしたち、このあたりにあるっていう温泉旅館を捜してるんですけど」

「……む？」

　老婆の目がすうっと細くなる。

　それから、にたあっと笑って立ち上がり、

「ついてくるがよい……」

　ゆっくりと手招きしながら、雑木林の奥へ消えていく。

「……」

　あたしたちは顔を見合わせた。
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　雑木林を抜けてしばらく歩いた場所に――その旅館はひっそりとあった。

　ラブラブ地獄温泉。

　玄関にかかっている表札には、たしかにそう書いてある。

「さ、どうぞお上がりなされ」

「はあ……」

　前をゆく老婆に案内され、あたしたちは、ぎしぎし鳴る廊下を進んでいった。

　床は埃ほこりだらけ。壁にはところどころ穴が空き、足もとには冷たいすきま風がひゅーひゅー吹いている。ほとんど幽霊屋敷のよーな建物だ。

　聞けば、どーやら、老婆ひとりでこの旅館を切り盛りしているらしく、ほかの従業員の姿はまったく見あたらない。

　ちなみに、さっきは薪まき拾ひろいをしていたそーだ。

「なんだか、お化けでも出てきそうな雰ふん囲い気きですわね」

「うん……」

　ぎしっ。ぎしっ。

　と、揺らめく蝋ろう燭そく（老婆が頭に挿さしている）の火に照らされた廊下を歩いていると、

「……？」

　途中、ある部屋のふすまがわずかに開いているのに、あたしは気がついた。

　なんとなく気になって、そっと中を覗のぞいてみる。

　薄暗い部屋の奥。

　赤い飾り段の上に、鎧よろい武む者しやの甲かつ冑ちゆうが飾られていた。

　とても立派ではあるが――どことなく不気味な感じのする甲冑だ。

「娘っ子、あれが気になるかえ？」

「へわあっ！」

　あたしは跳び上がって驚いた。

　い、いきなりなまあたたかい息を吹きかけないでください！

「……え、ええっと、あれは？」

　と、あたしが訊きくと、

　老婆は、なにやら嬉うれしそうに、にたあっと笑い、

「うむ、あれは少々曰いわくつきのものでのう――」

「曰く？」

「そうじゃ。あの甲かつ冑ちゆうは、とある落ち武者の甲冑なんじゃよ――」

　老婆は、こくりとうなずいて、甲冑にまつわる血塗られたエピソードを語りだした。

　遥はるか昔、戦国時代のことだ。このあたりの村に逃げ込んだ一人の落ち武者がいたという。最初のうち、村人たちは、彼をかくまい手厚くもてなしていたが――その落ち武者の首に多額の懸賞金がかけられていることを知るや、欲に目がくらんで彼を殺してしまった。以来、村はたびたび疫えき病びようや飢き饉きんに襲われるようになり、災さい厄やくを落ち武者の祟たたりのせいだと信じた村人たちは、供養のために甲冑を一式揃そろえて社に奉納したという。

「それが――」

　言って、老婆は蝋ろう燭そくの明かりを部屋の中へと差し向けた。

「あの甲冑なんじゃよ」

「……」

　ごくり、と唾つばを飲み込む音。

　あたしたちが沈黙していると――

「もっとも――」

　と、老婆はくつくつと笑い、

「落ち武者の霊はちっとも供養されていないようじゃがの」

「……え？」

「ひょっとして、さっきの祟りってやつですか？」

　と訊く雪ゆき那なに、老婆はうなずいて、

「うむ。じつはな、夜になると――動くのじゃよ」

「……動く？　あの甲冑が、ですか？」

「ま、あくまで噂うわさじゃがのう。ふぉっふぉっ……」

「……」

　あたしたちはシーンと押し黙る。

　老婆が、ふすまをぴしゃっと閉め、ふたたび歩き出した。

「ねえ、シャレイリア」

　歩きながら、あたしはこっそりシャレイリアに耳打ちする。

「む？」

「ここって、なんか、幽霊とかそーゆーものの気配って感じる？」

「いや、とくにそのような気配は感じないぞ。なかなかよい木を使った建物だ」

「そっか……」

　あたしはホッと胸をなで下ろす。

　シャレイリアがそう言うのなら、まあ、大丈夫だろう。ずっと森の中で暮らしていたドルイドさんは、その手の気配に敏感なのだ。

「ここじゃよ――」

　と。廊下の突き当たり部屋の前で、老婆がぴたっと足を止めた。

　壁のスイッチを押すと、部屋の電球がパッとつく。

　照らし出されたのは、ふすまで仕切られた大部屋だった。

　柱や畳はずいぶん傷いたんでいるが、ほかの部屋のように壁に穴が空いていたりはしない。

　どーやら、一番いい部屋を用意してくれたようだ。

「……では、どうぞごゆるりと」

　老婆は、またあの不気味な笑みを浮かべると、スーッとふすまを閉めて出ていった。

「……ふう」

　と、ひと息ついて、あたしは畳の上に腰を下ろす。

「む、これが畳というものか。草のよい匂においがするぞ」

　ころころころ。

　と、さっそく畳の上を転がりまわるシャレイリア。なんとも嬉うれしそーな表情だ。

「ダニがいるからやめときなって。ほら、せっかく綺き麗れいな髪なのに傷いたんじゃうよー」

　あたしは彼女の首根っこを引っぱり、起き上がらせる。

「む、ダニに刺される心配はないぞ。あらゆる虫はドルイドの友だからな」

「……そ、そーなの？」

　……そーいえば。たしかに、あれだけの動物たちと一緒に暮らしているシャレイリアが、ダニやノミに肌を刺されている様子はない。

　……うーむ。動物や植物やあたしだけでなく虫にも愛されてるのかシャレイリア。まあ可愛かわいいからなー。とか、そんなことを思っていると、

「――それにしても、さっきの話、本当かな」

　雪ゆき那なが、ぽつりとつぶやいた。

「ん？」

「落ち武者の話だよ。……夜になると、あの甲かつ冑ちゆうが動くってやつ」

「……ま、まさかー。あのお婆さんも、あくまでただの噂うわさって言ってたじゃない。シャレイリアも、そういうものの気配はないっていうし」

「う、うん、でも……」

　と、そのとき。

　ひゅーっと風が吹いて、部屋の窓がガタガタ揺れた。

「あら？」

　と、窓のほうを見てつぶやく法ほう香かさん。

「法香さん、どーしたの？」

「……え、ええ、いまそこに、人影が立っていたような気がしたのですけど」

「え？」

　あたしは立ち上がって窓のほうへつかつか歩いていき、

　がらがらっ。窓を開け放はなつ。

「……？　誰だれもいないよ」

　あたしはあたりをきょろきょろ見まわした。

　窓の外はそのまま森に繋つながっている。山の木々はまっ白い雪に覆おおわれていた。

「おかしいですわね。気のせいだったのかしら……」

　と、眉まゆをひそめる法香さん。

　……ふーむ。と、あたしは顎あごに手をやり、

「ねえ、シャレイリア、ちょっとこっち――」

　振り返ると、

　シャレイリアは、ぷ―――――っと盛大にお茶を噴いていた。

　梅茶。旅館とかになぜかよく置いてあるけど、あれ、すっぱいんだよね。

「……けほっ、けほっ……な、なんだ夏か穂ほ？」

　と、むせながらこっちへやってくるシャレイリア。

「うん、法香さんがね、いま窓に人影が見えたっていうんだけど――」

「む？」

　シャレイリアが窓のところに立った、そのとき。

　森の茂みが突然、ガサガサ音をたてた。

「……っ！」

　驚くあたしたちの前に、あらわれたのは――

　ぞろぞろぞろ。

　ぞろぞろぞろぞろぞろぞろ。

　オオカミ、クマ、イノシシ、シカ、トラ、ダチョウ、ペンギン、カメ、イタチ、アナコンダ、アルマジロ……。

　なんともバラエティーゆたかな動物さんたちの群れだった。

「……」

　あたしが絶句していると、

　森の中からあらわれた動物さんたち、どんどんどんどん部屋へ上がってくる。

「む、おまえたち、来てしまったのか」

　シャレイリアが眉まゆをひそめて言った。

「……えーっと。シャレイリアの仲間、だよね」

　あたしが唖あ然ぜんとしつつも訊きくと、

「うむ。留守はワールに任せていたのだが、さすがに彼女だけでは群れを御ぎよしきれなかったようだ。私の匂においをたどって勝手についてきたのだろう」

「はあ。そーですか……」

　ぞろぞろと部屋に上がり込んできた動物たちは、くぅーん、くぅーん、と悲しげな声で鳴きながらシャレイリアにすりすりと甘えている。

　シャレイリアさん、動物たちにはずいぶん慕われているよーだ。

「……さっきの人影は、クマさんだったのかしら？」

「ん、たぶん、そうだと思う」

　つぶやく法ほう香かさんに、肩をすくめてうなずくあたし。

　と。

　ドスドスドスドスドス――

　廊下のほうから、はげしい足音が聞こえてくる。

「――ちょ、まずい、シャレイリア、動物っ！」

「む？」

　すぱ―――――んっ！

「祟たたりじゃあ！」

「ぎゃ―――――っ！」

　ふすまが開き、ものすごい形ぎよう相そうの老婆があらわれた。

「……」

　老婆は、部屋の中の動物たちを見てごしごしと目を擦こすり――

　すぱんっ！

　ふすまを閉め、

　すぱんっ！

　また開ける。

「……」

　シャレイリアの動物たちは、一瞬のあいだに外の森へ消えていた。

「飯じゃあ！」

「どんな間違いですか！」



　　　　　◆◇◆



「飯～、飯～、飯がきたりて米を吹く～」

　と、なにやら奇怪な手て鞠まり歌うたを歌いながら、老婆がお膳ぜんを持ってきた。

　正直、こんな宿だから、ご飯にはあんまり期待していなかったのだが――

「おおっ……」

　目の前に並んだお膳を見て、あたしは感嘆の声を上げた。

　大きな栗くりいっぱいの栗ごはん、赤だしのお味み噌そ汁しる、山鳥のステーキ、牛肉とタケノコの煮物、湯豆腐、きんぴらごぼう、山菜のお漬け物、そしてデザートには、お芋いものアイスクリームがついている。

　ものすごい豪華ってわけじゃないけど、素朴ながら山の幸いっぱいのご馳ち走そうだ。

「……ふぉふぉ、たーんと食いなされよ」

　ふすまを閉めて出ていく老婆。

「いただきまーす！」

　と、さっそくお膳にがっつくあたしたち。

　長時間の登山でめちゃくちゃお腹なかが減っていたのだ。

「んー、おいひー」

　あたしが、ずずず、と赤だしのお味噌汁をすすっていると、

　じぃーっ。

　シャレイリアが熱い視線をあたしに向けていた。

「どーしたの、シャレイリア？」

「……む、いや、なんでもない……ぞ」

　ふいっと視線をそらし、ほぐほぐと栗ごはんを噛かむシャレイリア。

「そう？　ならいーけど……」

「……」

　じぃーっ。

　なんだか落ち着かない。だって、シャレイリア、栗ごはんを食べるふりをしながら、ちらちらとこっちへ視線をよこしているのだ。

　うーん。なんだろう。と首を傾かしげていると、

「か、夏か穂ほ――」

　シャレイリアは、ちょっと顔を赤らめてつぶやいた。

「ん？」

「その、わ、私の焼き鳥を差し出すから、それを半分交換してくれないだろうか？」

　彼女が指差したのは、あたしのお膳ぜんに載った湯豆腐だった。

　そっか。シャレイリア、お豆腐、好きなんだっけ。

「ん、いーよ。あげるあげる。半分といわずぜんぶ持ってきな」

「私のもあげるよ」

　隣の雪ゆき那なもお椀わんを差し出す。

「夏か穂ほ、雪那……ありがとう」

　シャレイリアはぺこり、と頭を下げると、スプーンでほぐほぐお豆腐を食べはじめる。

　なんとなく、お豆腐っていうよりも、デザートを食べているみたいな感じだ。

「……ん、オトーフ♪」

　幸せそーに目をつむり、ほっぺたを押さえてつぶやくシャレイリア。

　……うわー。可愛かわいいなあ。あのお餅もちみたいなほっぺた、つんつん、したいなあ。

　ご飯を食べる手もとめ、ぽーっと目の前のシャレイリアを愛めでていると、

　キラーン、と。

　彼女のアイスブルーの目が獲物を見つけた鷹たかのようにきらめいた。

　じぃー……っと、こんどは法ほう香かさんのお膳に狙ねらいを定める。

「……ほ、法香よ」

　こほん、と咳せき払ばらいして、

「こ、この煮物と、法香のオトーフを交換してもらえないだろうか？」

「いやですわ」

　きっぱりと首を振る法香さん。

「……むうー」

　しょぼーんと肩を落とすシャレイリアを見て、法香さんは、ふふん、と笑い、

「まあ、どーしてもというのでしたらあげてもいいですけど。そうね……それじゃあ、いまここでおもしろ顔をしてくださいな」

「……む」

　さすがに腹に据すえかねたのか、シャレイリアはすっと立ち上がった。

「な、なによ……」

　シャレイリアは、悔しそうに唇をきゅっと噛かみしめ、

「わかった」

「え？」

「……お、おもしろ顔をっ、するっ！」

　あたしたちは思わず顔を見合わせた。

　言い出した法香さんのほうも驚いているよーだ。

「……」

　シャレイリアは、数秒ほどうつむいて――顔に手をやった。

　そして――

「……こ、こうか？」

　お餅もちみたいなほっぺたをびろーんとひっぱった。

　ぷ―――――っ！

　瞬間。機関銃のようにごはん粒を噴くあたしたち。

「あはははははははは！」

　お腹なかをかかえて畳の上を転げまわる。

「ちょ、シャレイリア……ぷっ、くっ、あははははは！」

　あー、お腹痛い！

　シャレイリアみたいな超絶美少女のおもしろ顔は、正直、ものすごい破壊力だった。

「むぅーっ、夏か穂ほっ、そ、そんなに笑わなくてもいいだろう！」

　カアッと顔を赤らめて怒るシャレイリア。

「だって、だって、ひー」

　テーブルをバンバン叩たたきながら、なおも笑い転げるあたしたち。

「……おほほほ、笑わせてもらいましたわー！」

　と、よーやく立ち直った法ほう香かさんが、ちょちょ切れた涙を拭ふきながら言う。

「……ほ、法香よっ、約束ははたしたぞ。早くそのオトーフをよこすのだ！」

「ほほほ、約束通りあげますわ。はい――」

　ひょいっ、と。

　法香さんはお椀わんを一〇センチほど上に上げた。

　それから、すぐにお豆腐をほふほふと食べはじめる。

　あ。ひどい。小学生か！

「……？」

　シャレイリアは――

　意味がわからない、というように、ただきょとん、としていた。

　まさか、こんな形で約束を破られるとは、想像もしていなかったのだろう。

　肩を小刻みに震わせ――あれ、ちょっと目に涙浮かべてない？

「ちょっと、法香さんっ、いまのはいじわるだよ！」

　あたしは委員長としてびしっと注意する。

「ほほほ、冗談ですわ。ちょっとからかってみただけ、きゃあ――」

「クマーッ、クマーッ！」

　いきなり、灰色熊に変身したシャレイリアが、泣きながら法香さんに襲いかかった。

　まるで全盛期のボブ・サップのよーな暴れっぷりだ。

「ちょ、シャレイリア、落ち着きなさいっ！」

「クマ―――――ッ！」

　お膳ぜんがひっくり返り、ふすまが破れ、畳が宙に舞い上がる。そんな中でも、マイペース眼鏡めがねこと雪ゆき那な知とも子こはあくまでマイペースにアイスクリームを食べている。

「シャレイリアってば！」

　あたしが叫んだ、そのとき、

　ドスドスドスドスドス――

　足音がして、

　すぱんっ！

　ふすまが開いた。

「……」

　老婆は、法ほう香かさんにのしかかっているクマを見て、ごしごしと目を擦こすり、

　すぱんっ！

　閉めて。

　すぱぱんっ！

　開ける。

「……いま、部屋にクマがおった気がするんじゃが？」

「み、見間違いですよ……あは、あはは……」

　ひきつった顔で誤ご魔ま化かすあたしの背後で。

　変身を解いたシャレイリアが、法香さんにのどわを決めたまま固まっていた。

「……ふむ」

　じろり、と老婆はあたしたちを見回すと、

「あまり騒ぐでないぞ。落ち武者の亡霊が目を覚ますかもしれんからのう」

　ヒッヒッ、と不気味な笑い声を残して去っていくのだった。
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「もうっ、あやうく地元の猟りよう師しさんを呼ばれるとこだったよ！」

「む、しかし、あれは法香が悪いぞ！」

　ぷーっと頬ほおを膨ふくらませ、ヒョウ柄のパンツ（※一般的なヒョウ柄に非あらず。にっこり笑ったヒョウの顔がプリントされている）をしゅるっと下ろすシャレイリア。

　露ろ天てん風ぶ呂ろの脱衣所である。

　ラブラブ地獄温泉の名の通り、本来は混浴らしいのだが、宿泊客はあたしたちだけなので、あんまり気をつかうことはないのだった。

　雪ゆき那なと法ほう香かさんは卓球で汗を流してから来るそうだ。ふと耳を澄すませば遠くから、カーン、カカーン、と軽快な音が聞こえてくる。

　あたしは胸にタオルを巻きつけ、カラカラとガラスの引き戸を開け放はなった。

「うう～っ、寒っ！」

　肌を刺すような冷たい空気に、ぶるっと肩を震わせる。

　外の雪はもう止やんでいた。乳白色のお湯がほんのりと湯気をたてている。

　そして。岩に囲まれた露ろ天てん風ぶ呂ろの中――

　人間の足が二本突き出ていた。

「ぎゃ――――――――――っ！」

「祟たたりじゃ！」

「ぎゃ―――――って、いーかげん飽きたよっ！」

　ザバーッと水の中から起き上がった老婆に、あたしは力いっぱいつっこんだ。

「なにしてんのおばーさんっ！」

「温泉に浸つかっておったのじゃよ。スケキヨ風に」

「……はあ」

　なんですか。その怪あやしい入浴スタイルは。

　そんなあたしのつぶやきを無視して、老婆はザバザバと温泉から上がると、

「オーレー、オーレー、落ち武者の祟りサンバー」

　と、微妙に語ご呂ろの悪い歌を歌いながら脱衣所のほうへ消えていった。

「……」

　洗い場で身体からだを洗い、お湯をかぶって石せつ鹸けんの泡を流すと、あたしはひと足先に温泉に入った。シャレイリアは長い髪をまだ洗っている。

「ん～、気持ちい～」

　冷えた肌がじんじんする。あたしはくーっと夜空に向かって両腕を伸ばす。

　雲ひとつない満天の星空には、きれーなまんまるのお月様がのぼっていた。

「正直、宿に案内されたときはやっちゃったなー、って思ったけど、ご飯は美お味いしいし、温泉も気持ちいいし、シャレイリアは可愛かわいいし、最高だなー！」

　岩を枕まくらにして、そんなことをつぶやいていると、

「……？」

　突然、あたりの茂みがガサガサと揺れた。

　茂みの中からヌッと顔を出したのは――

「クマー」

「……わ、クマだ！」

　あたしは両手で胸を隠しながら、あわてて立ち上がる。

　あらわれたのは――クマだけではなかった。

　オオカミ、トラ、シカ、キツネ、タヌキ、ワニ、ビーバー、オットセイ、カモノハシ、アヒル、アルパカ、リャマ……さっき旅館の外へ出ていったシャレイリアの仲間の動物たちが、ザバザバと温泉に入ってくる。

「わ、ちょ、ちょっと――」

　露ろ天てん風ぶ呂ろの中は、あっというまに動物たちでいっぱいになってしまった。

　ふわふわの毛皮に覆おおわれた動物というのは、水に浸つかるとすべからく着き痩やせする。毛が皮膚にぴたーっとはりついてアザラシみたいになるのである。

　……濡ぬれた動物たちは顔が骨張って、正直、あんまり可愛かわいくなかった。

　ザバザバザバ……

「ううっ……」

　ぎゅうぎゅうの芋いも洗あらい状態になった露天風呂からはじき出されたあたしは、寒さにガタガタ震えながら、髪を洗っているシャレイリアのところへ歩いていき、

「シャレえもーん、動物たちに追い出されちゃったよー。なんとかしてよー」

「む？」

　シャレイリアが髪を洗う手をとめて振り向いた。

　石せつ鹸けんが目に入ったよーで目をしばしばさせている。

「待ってくれ。まだ髪を洗いおわっていないのだ」

「……うーっ、はーやーくー。さーむーいーよー」

　ガタガタガタガタ。

　あたしは石鹸の泡にまみれたシャレイリアのお腹なかを、ぎゅっと抱きしめる。

「わ、夏か穂ほ、なにをするのだ！」

「だって寒いんだもん。シャレ肌あったかいよシャレ肌」

「か、身体からだが洗えぬっ、離すのだ――」

　やーん、と長い髪をぶんぶん振って泡をとばすシャレイリア。

「やだー。寒いもんー」

　と。あたしはますますむぎゅっと彼女を抱きしめて、

　……ん、そーいえば。

　ふと、思い出す。たしか、あたしたちって、学園祭のとき――

　あたしは、ぽんっ、と手を打って、

「――そーだ！　じゃあさ、あたしがシャレイリアの身体を洗ってあげるよ」

「む？」

　シャレイリアは、きょとん、とした顔で振り向いた。

「ほら、学園祭のとき誓ったじゃん。一緒にお風ふ呂ろに入って、背中を流しっこするって」

「む、そ、それは……」

「ドルイドにとって誓約ゲツシユは神聖なものなんでしょ？　守らないと、いろいろ大変なことになるんでしょ？　いまって、いい機会じゃない」

　つんつん。と、シャレイリアのなめらかな肌を肘ひじでつつく。

「……むう」

　と、シャレイリアは観念したようにうめき、

「……わ、わかった。か、夏か穂ほと背中を流しっこしよう」

　小さく、こくん、とうなずいた。

「ふふー♪　それじゃあさっそく――」

　あたしはシャレイリアの身体からだから腕を離すと、上機嫌で泡のついたスポンジを握り締め、彼女のすべすべの肩に顎あごをのせる。

「か、夏穂……いったい、どこを洗うつもりなのだ」

「ふふふー、どこがいい？」

　耳もとで、からかうように囁ささやきながら、

　すーっ。

　あたしは泡立ったスポンジを、二の腕、お腹なか、太ふと股ももへ、ゆっくりと下ろしていく。

「か、夏穂、そこは、ひゃんっ――」

「ん、ここがどーしたの？」

「あっ、んっ――」

　シャレイリアの肢体がびくんっと震える。

　耳たぶが上気して、ほんのりピンク色に染まっている。

　あたしは、濡ぬれて肌にはりついたプラチナブロンドの髪をゆっくりと持ち上げて、

「……うわー。きれー。枝毛とかぜんぜんないじゃない」

「む、むう……」

「ここはちゃんと洗った？」

　ふにょっ。

「や、あんっ……」

　ふにょっ。ふにょっ。

「ひゃうっ、夏穂、そこは、もう、ゆるして……」

　呂ろ律れつのまわらない口く調ちようで懇こん願がんするシャレイリア。

　……か、可愛かわいいなー。

　もー、い、いじめたくなっちゃうくらい、か、可愛いなー。

　ふにっ。ふにっ。

「ふふー♪　かゆいところはありませんかー？」

「ひゃ、か、夏か穂ほのばか……ひゃんっ！」

「ごめんねシャレイリア。あたしイケナイ子でごめんね」

「な、なにを謝っているのだ、わー！」

「はいはい、あばれないの♪」

　なめらかな曲線を描く背中のラインから、フルーツみたいなお尻しりにかけて、繊細かつ大胆な手つきでごしごし洗っていく。

「やっ、はぁ、はぁ、んっ……」

　シャレイリアは、うっすらと目に涙を浮かべ、荒い吐息をつく。

　……ごめんねシャレイリア。でもしょうがないんだよシャレイリア。だって誓約ゲツシユを果たすためなんだから。背中流しっこしなきゃだめなんだから――

　あたしは、シャレイリアの肩けん胛こう骨こつにつつーっと人差し指を這はわせ、

「か、夏穂、もうやめるのだ……ひゃうっ」

　ふっ、とうなじに息を吹きかけて泡をとばす。

「だーめ。さて、つぎはどこを洗おうかなーっと♪」

　スポンジを握るあたしの手が、下腹部から太ふと股ももへ――シャレイリアがびくっと身をこわばらせた、そのときだった。

　ひゅんっ。



    

  
    
      



    

  
    
      　風を切る音。そして――

　べちゃっ。

「……っ!?」

　なにか、やわらかくて、あたたかいものが、あたしの背中に叩たたきつけられる。

　いや、ひとのまごころとか、思いやりとか、そんな抽象的なものではない。

　それは、はっきりと。そしてべったりと。

　圧倒的な存在感を持ってあたしの背中にくっついていた。

「な、な、な……！」

　あたしは、おそるおそる、背中に手をやった。

　べちゃっと不快な感触。つんと鼻をつく刺激臭。

　ウ○コだった。

　しかも、できたてほやほやの。

　いっ――

「いやあああああああああああああああああああああ！」

　ほとばしる絶叫が、あたりの森に響きわたる。

「夏か穂ほ、どうしたのだ！」

　シャレイリアが振り返る。

「ウ○コが―――――っ！　あたしの背中にっ、ウ○コが―――――っ！」

「む？」

　ひゅんっ、ひゅんっ、ひゅんっ。

　べちゃっ、べちゃべちゃっ、べちゃっ。

「ひゃあああああっ！」

　暗くら闇やみの中から、つぎつぎと飛来するウ○コの塊かたまり。

　……しかも、なぜかあたしだけを執しつ拗ように狙ねらっているよーだ。

　ひゅんひゅんっ、ひゅんひゅん、ひゅんっ！

「……な、なんでシャレイリアは狙われないのよっ！」

「知らん。――夏穂、あそこだ！」

　洗い場の中を逃げ回りながら、あたしは、シャレイリアの指差すほうへ目をやった。

　茂みの中、金色に輝くふたつの目が、こっちをじぃーっと見つめている。

「……覗のぞき!?」

　あたしはカアッと顔を赤らめ、両手で胸を隠す。

　でも、たしか、この宿に泊まっているのはあたしたちだけのはずじゃ――

「おまえたち、あの者を狩れ！」

　シャレイリアが、温泉に浸つかっている動物たちに命令する。

　うぉうっ、うぉうっ、うぉうっ！

　獣たちが咆ほう哮こうする。

　ザバーッと温泉から飛び出し、茂みの中へおどりかかった。

　木々のはげしく揺れる音。

「……」

　やがて。

　うぉうっ、うぉうっ！

　オオカミたちの吠ほえ声が、森の彼方かなたへ消えていく。

　覗のぞき魔は山の中へ逃げ込んだようだ。

「夏か穂ほ、大丈夫か？」

　と、シャレイリアが訊きいてくる。

「……うん、あんまり大丈夫じゃないけど。怪け我がとかはないよ」

　あたしはへなへなと床に座り込む。

「覗き魔のたぐいだろうか？」

「うん、しかもかなりたちの悪い。お風ふ呂ろを覗いた上に、女の子にウ○コを投げつけて悦よろこぶ真性のド変態だよ。フランス語で言うとシャルル・ド・ヘンタイだよ！」

　あたしが拳こぶしを振り上げて力説した、そのとき。

　ドタドタと足音が聞こえてくる。

　カラカラと脱衣所の扉を開け――入ってきたのは雪ゆき那なと法ほう香かさんだった。

「委員長、さっきの悲鳴は……って、なんですのこの臭においは！」

「うわ、臭っ、夏穂、ウ○コ臭い！」

「ううっ……」

　……あたしは、ちょっとだけ泣いた。



　　　　　◆◇◆



　ズガビシャーン！

　遠く、雷鳴が轟とどろいた。部屋の窓がガタガタ揺れる。外は嵐あらしである。

　いったん部屋に戻って浴衣に着替えたあたしたちは、布団を敷しいて、さっきの変態覗き魔のことを話し合っていた。

　あのあと。あたしはウ○コのついた背中をシャレイリアに洗ってもらい、学園祭のときに誓った誓約ゲツシユを果たしてしまった。なんとなく、キャッキャウフフな展開を期待していたあたしとしては、なんともがっかりな感じである。

　変態覗き魔を追っていた動物たちは、結局、やつを捕らえることはできなかった。温泉に浸つかって身体からだが重くなっていたのと、雪のせいで犯人の足跡や匂においが消えてしまっていたらしい。おまけにこの嵐あらしで追跡は断念せざるをえなかったのだ。

　変態の件は、いちおう、旅館の女将おかみである老婆にも報告しておいた。

　すると。老婆はものすごい形ぎよう相そうで白目を剥むいて、

「落ち武者の祟たたりじゃあ！」

「いや、どんな祟りですか！　あたし、ウ○コ投げられたんですよ！」

「うむ、それもむべなるかな、じゃ。記録によるとその落ち武者、村の娘たちに牛ぎゆう糞ふんを投げつけては性的興奮をおぼえていたというからのう」

　……なんか、村人に殺されても文句言えないよーな気がしてきたぞ。落ち武者。

　ともあれ。あたしたちのほかに宿泊客がいないのは本当らしく、付近にも人の住んでいるよーな村はないという。

　じゃあ、さっきの変態覗のぞき魔はいったい――

　シャレイリアの髪を小指でくるくる巻きながら、うーんと唸うなっていると、

「……ひょっとして、落ち武者の亡霊のウンコかもね」

　ぽつり、と雪ゆき那ながつぶやいた。

「え？」

「あるいは、落ち武者のウンコの亡霊かもですわ」

「それか、落ち武者の亡霊のウンコの亡霊とか？」

「いえ、あのウンコは本物でしたから、やっぱり落ち武者の亡霊のウンコですわ」

「落ち武者が亡霊なのに、ウンコだけ本物なのはおかしくない？」

　……どーでもいーけど、二人とも伏せ字くらいつかおーよ。女の子なんだしさ。

　あたしは、指先にくるくるとシャレイリアの金髪を巻きつけながら、

「ま、落ち武者の祟りかどうかっていうのはおいとくとしても――あのお婆さん、ぜったいなにか隠しごとしてるよ」

「うん、そうだね。だいたい、この旅館をひとりで切り盛りしてるっていうのがそもそもおかしいよ。けっこう力仕事も多いはずなのに……」と、雪那。

「落ち武者の祟り。真夜中に動き出す甲かつ冑ちゆう――か……」

　くるくるくるくるくるくる……と、

「もうっ、夏か穂ほ、なにをするのだ！」

　シャレイリアが、髪をいじっていたあたしの指をうっとうしそうに払いのけた。

　あ。シャレイリアが怒った。

　っていうかシャレイリアが「もうっ」て言うのめずらしいな。

「ごめんごめん。ほら、なんか電話のコード巻いてるみたいな感覚で――」

「私の髪で遊ぶな！」

　なんかそーとー我慢していたらしく、濡ぬれそぼった金髪をぶんぶん振り乱して怒ど鳴なる。

　……うーん、怒ったシャレイリアも可愛かわいいなあ。もうちょっと怒らせてみよう（※猫に嫌われる人のパターンです）。

　さらさらの金髪を両手で掴つかみ、

「三つ編みー」「わ、やめろ！」「おだんごー」「なにをするっ！」「ポニー」「ば、ばかっ！」「ツインテールー（グドンの餌えさ）」「やーんっ！」とか遊んでいると――

　ズガビシャーン！

　ふたたび雷鳴が轟とどろいた。

　部屋の明かりが突然、パッと消える。

「……っ!?　うそ、停電？」

　あたしは立ち上がり、電球のひもをカチカチ引くが、ぜんぜんつかない。

　……うーん。困ったな。

　ズガビシャーン！

　ズガズガビシャシャーン！

　たて続けに稲いな光びかり。

「……っ、あの、委員長？」

　暗くら闇やみの中で、法ほう香かさんがつぶやいた。こころなしか声が震えている。

「なに？」

「い、いま、窓の外に人影が見えたのですけど……」

「え？」

　あたしたちは、いっせいに窓のほうを向き――

「……っ！」

　息を呑のむ。

　ピカッ。青白い閃せん光こう。

　窓の外。甲かつ冑ちゆうを着た落ち武者の影が立っている！

「……ま、まさか、ほんとに落ち武者の亡霊!?」

「む、何者だっ！」

　叫び、シャレイリアが杖つえの先に魔法の明かりを灯ともした。

　鎧よろい武む者しやは長い腕を大きく振りかぶり――

　ぶんっ！

　ガシャーン！

　窓ガラスが割れ、飛んできたのは落ち武者の亡霊のウ○コ――もとい、落ち武者の亡霊のウ○コの亡霊、もとい……どっちでもいーや！

　かろうじてマトリックスよけでウ○コを回避したあたしは（すぐ後ろで雪ゆき那なの悲鳴が上がったよーな気がするが気にしない）テーブルを横に倒して身を隠す。

　ずだんっ、ずだだだだだんっ！

　執しつ拗ように投げつけられるウ○コの弾丸。

　……なぜか、あたしを狙ねらっているよーだ。

「ちょっと、あたし、落ち武者の霊に祟たたられるよーなことした？」

「お供え物のお団子でも盗み食いしたのではないか？」

　シャレイリアがそばにしゃがみこむ。

「そんな日本昔話みたいなことしないよっ……」

　ずだんっ、ずだだだだんっ！

　――くっ、テーブルが、もうもたないっ！

「ふっ、こんなもの！」

　と。テーブルのバリケードから法ほう香かさんが飛び出した。

「法香さん!?」

「二人とも、いまのうちに廊下へお逃げなさい！」

　投げ込まれるウ○コを、ぱしっ、ぱしっ、と素早く受け止める法香さん。

「おおっ、法香さんすごい！」

　あたしは感嘆の声を上げる。

　さすが中国拳けん法ぽうをやってるだけあって素晴らしい運動神経だ。

「ふっ、まかせなさい――」

「……でも、ウ○コ掴つかんじゃだめでしょ。よけなきゃ」

「……」

　あたしのそのつっこみに、法香さんの動きが一瞬、停止する。

　かわるがわる、両手に持ったウ○コを見て、

「きゃああああああああああああああ――へぶしっ！」

　その顔にウ○コが直撃した。

「ああっ、法香さんっ！」

「法香よ、おまえの死は無駄にはせぬ！」

　ウ○コの雨がやんだ一瞬の隙すき。こんどはシャレイリアが飛び出した。

「……クー・ケテール・マルカ・キレ・ラムカ……森の弓矢よ、降り注げ！」

　瞬間。窓の外の木々がザワザワと揺れ、

　ズダダダダダダダダダダダダダダダ――

　ドングリの実やイガグリの殻、鋭く尖とがった木の枝が機関銃のように降り注ぐ。

「……っ!?」

　いくら甲かつ冑ちゆうを着ていても、これはたまらない。

　落ち武者が頭をかかえてひるんだ、その隙すきに――

「かかれっ！」

　シャレイリアが叫んだ。

　と。突如、森の中からあらわれた猛獣たちが、いっせいに落ち武者に襲いかかる。

　――うぉーう、うぉーう！　クマーッ！　トラーッ！　ワニーッ！

　さまざまな種類の動物たちに蹂じゆう躙りんされ、もみくちゃにされる落ち武者の亡霊。

「クマーッ！」

　灰色熊に変身したシャレイリアも参加して、くんずほぐれつ、ごろごろと毛玉のようになって部屋の中へなだれ込み、ウ○コまみれの大乱闘をくりひろげる。

「ちょ、ちょっと――」

　と、そのとき。

　ドスドスドスドスドス――

　すぱ―――――んっ！

　と、ふすまが開き、

「なーにをやっとるんじゃあああああ！」

　パッ、と部屋の電気がついた。

「え？」

　振り返ると――

　白髪を振り乱した老婆が、ぜえぜえ呼吸しながら立っていた。

「……」

　そして。動物たちにもみくちゃにされている落ち武者に目をやり――って、

「……!?」

　あたしは絶句する。

　落ち武者の兜かぶとがはずれていた。

　兜の下にあらわれた、その顔は――

「……ウ、ウホ？」

「お、オランウータン―――――!?」



「十数年前のことじゃ、スケキヨがここにやってきたのは――」

　げんなりと座っているあたしたちに向かって、老婆はゆっくりと語りはじめた。

　ちなみに、甲かつ冑ちゆうを着込んだオランウータン――スケキヨは、隣の部屋で自らのばらまいたウ○コを回収している。

「町の動物園から逃げ出してきたようでの、ここに来たときは怪け我がをしておった。不ふ憫びんに思ったわしは、旅館でこの子を育てることにしたのじゃ。長年、ひとり暮らしで娘も息子もいなかったしのう……」

　ふぉっふぉっ、と黄色い歯をみせて笑う老婆。

「……はあ。でも、どーして落ち武者の甲かつ冑ちゆうを？」

　と、あたしが訊きくと、

「……うむ。じつは、この旅館に逗とう留りゆうした宿泊客に、何度かスケキヨの姿を目撃されてしまったのじゃ。山にオランウータンがいるという噂うわさが広まれば、大勢のマスコミや警察がやってくるじゃろう。そう思ったわしは、スケキヨにあの甲冑を着せ、落ち武者の亡霊の　噂を流して誤ご魔ま化かすことにしたのじゃよ」

　なるほど。あえて陳腐な怪談を流すことで、本当に知られてはならない秘密を隠していたというわけだ。……まあ、おかげでお客さんはかなり減ったみたいだけど。

「……ふーむ。横よこ溝みぞ正せい史しじゃなくてポーだったか」

　雪ゆき那なが眼鏡めがねをくいっと上げてつぶやいた。

「……しかし、おかしいのう。スケキヨは、あまり宿泊客の前に姿をあらわしたりはしないのじゃが」

「たぶん、シャレイリアに惹ひかれて出てきたんだと思います。この娘こ、動物と心を通わせることができるんです」

　と、シャレイリアの頭をすりすり撫なでながら言うあたし。

　おそらく、スケキヨがあたしにウ○コを投げつけたのは、お風ふ呂ろでシャレイリアとラブラブしたり、部屋でラブラブしているのが気に入らなかったからだろう。

「女将おかみよ、あのオランウータン、私に預けるつもりはないか？　私の森ならば、あのような甲冑で身を隠さずとも安心して暮らすことができるぞ」

　シャレイリアの言葉に、老婆は、ゆっくりと顔を上げ――

「……そうじゃの。そのほうが、スケキヨも幸せじゃろうて」

　こっくりと、うなずくのだった。



　――と、そんなわけで。オランウータン、スケキヨは、シャレイリアの仲間として学園の裏山で暮らすことになった。

　ちなみに、シャレイリアの動物たち御ご用よう達たしの温泉となった『ラブラブ地獄温泉』は、珍獣の来る温泉ということで旅行雑誌にとりあげられ、また繁はん盛じようしているそーである。



    

  
    
      
　第五話　クリスマスだよ、ドルイドさん！



「おお、きれいだな！　とっても可愛かわいいな！」

　森もり野の商店街のメインストリート。お店のイルミネーションを指差してはぴょんぴょんはしゃぎまくるシャレイリアに、

「いや、あんたのほうが可愛いですからっ、残念！」

　スパ―――――ンッ！

　あたしはハリセンで思いっきりつっこんだ。

「むう？」

　シャレイリア、涙目でおでこをさすりながら、

「なんでいま叩たたかれたのだ？」

「はっ！　自分の胸に手をあててよーく考えなさい！」

「……むー」

　十二月二十四日。クリスマス・イヴである。

　本日はシャレイリアと一緒にお買い物デート……ではなく、二年Ｃ組の委員長として、明日のクリスマス会の買い出しにきているのでした。

　両手に提さげたお買い物袋には、デパートや百均ショップで買い込んできた定番のパーティーグッズ。ハリセン、クラッカー、ヒゲ眼鏡めがね、ちょんまげのカツラ、ブーブークッション、ムカデ入りキャンデー、ドラキュラ飴あめ、それにサンタクロースの衣装……くだらないものまでついつい買ってしまうのがパーティーってものある。

「ところで、あんた、いーかげん寒くないの？」

　と、あたしは隣を歩くシャレイリアに訊きいてみた。

　あたしなんて、セーターを重ね着してても寒いのに、シャレイリアさん、いつもの制服姿である。プリーツスカートの下の白い太ふと股ももがなんとも寒々しい。

　しかし、本人はいたって平気な顔で、

「大丈夫だ。バカとドルイドは風邪をひかぬという格言があるだろう」

「あるんだ。そんな格言……」

　ま、どーせまた、シャレじーさんが勝手に作ったんだろーけど。

「む？」

　と。ふいにシャレイリアがぴたっと立ち止まった。

「ん、どした？」

「うむ。いま、あの木が――」

「木？」

　と、シャレイリアの指差すほうへ目をやると、

　赤いタイルで舗装された道の先、広場の真ん中に一本のモミの木が立っていた。

　カラフルな電球やリボンで飾りつけられ、てっぺんには金ピカのお星様が光っている。

　森もり野の商店街名物のクリスマス・ツリーである。

　ふつうのツリーとちょっと違うのは、枝の低いところにクリスマスカードがいっぱい吊つるされているってとこだ。いつのころか、このツリーにクリスマスカードを吊すと願いごとが叶かなうという噂うわさが広まって、みんながやるようになったのだ。

　――ちなみに、シャレイリアの話によると、クリスマスにモミの木を飾るのは、もとをたどれば森の木々を崇すう拝はいしていたドルイド教の習慣がルーツであるらしい。

「あのツリーが、どうかした？」

　あたしが訊きくと、

「――呼んでいる」

「え？」

　シャレイリアは、すたすたとまっすぐツリーのほうへ歩いていき、

　ぴたっ。と、幹みきにおでこをくっつけた。

「ちょっと、シャレイリア？」

「夏か穂ほ、静かにするのだ」

「ご、ごめん……」

　シャレイリアは、木におでこをくっつけたまま目をつむり、なにごとか、口の中でぶつぶつとつぶやいている。

　そして――

「ひゃっ!?」

　冷たくやわらかい手で、そっとあたしの手を握ってきた。

「ちょ、ちょっと！　い、いきなりなにすんのっ!?」

「静かに。夏穂も目をつむるのだ」

「目をつむるって――う、うん、わかったよ……」

　シャレイリアが唐突な行動をとるのはいつものことだ。戸惑いながらも、あたしは言われたとおり、ぎゅっと目をつむる。

　でも、シャレイリアってば、いったいなにするつもりだろ――

「……っ!?」

　と、そこで。あたしはハッと気づく。

　う、うそ……ひょ、ひょっとして!?

　だ、だめだよっ、こ、ここ、こんな人通りの多い場所で、キ、キキ、キ――なんて！

　頬ほおがカアッと熱くなる。ぷしゅーっと耳から湯気が出る。

　あ、でもでもっ、欧米なんかではクリスマス・ツリーの下でその――する習慣があるっていうし、うわー、大胆すぎだよアイルランドっ娘こ、ダイターン３スリーだよ！

　ドキドキ。ドキドキドキドキ。

　と、あたしがめくるめく妄想のラビリンス（地下九階）をさまよっていると、

『お嬢さんたち』

　え？

『……わしの声が……聞こえるのか？』

「だ、だれ？」

　あたしはパチッと目を開け、あたりをきょろきょろ見回した。

「……？」

　しかし、周囲にそれらしき人の姿は見あたらない。買い物中のおばちゃんたちはいっぱい歩いているけど、いまの声は、お爺じいさんのものだったし――

「夏か穂ほ、落ち着いて目をつむるのだ」

「でも、いま声が――」

「ああ。この木が、私たちの心に直接語りかけてきたのだ」

「ええっ？」

　驚くあたしに、シャレイリアは「うむ」とうなずいて、

「いま、夏穂は魔術によって私と感覚を共有している。だから植物の声を聞くことができるのだ」

「……はあ。な、なるほど」

　つぶやいて、あたしはモミの木へ向きなおる。

　シャレイリアが植物と会話できるのは知ってたけど、いざ話しかけられてみると、なんだかとても不思議な感じがした。

「夏穂、手を」

「あ、うん……」

　いつのまにか離していたシャレイリアの手を握りなおし、ふたたび目をつむる。

　……うーん。木ってほんとに喋しやべるんだ。

　しみじみと、そんなことを思っていると、

『モミの木よ。私は西方の島国よりやってきた、アルスターのドルイド、ホリン・シャレイリアだ。私を呼んだのはおまえで間違いないな？』

　シャレイリアの声が頭の中に反響した。

『おお……やはりわしの声が聞こえて……』

　と。すぐに老人のようなモミの木の声が返ってくる。

『左様。呼んだのはわしじゃ。お嬢さんになにか特別なものを感じて――一か八かで呼びかけてみたのじゃが……おお、ありがたい、ありがたい……』

　頭上の葉がざわざわと揺れる。

『モミの木よ、なぜ私を呼んだのだ』

　と、シャレイリアが威厳のある声で訊きいた。

『……うむ。じつは……お嬢さんたちに……頼みたいことがあるのじゃ……』

『頼みたいこと？』

　と、あたしは訊き返し――って、

『ひょっとして、いまのって、あたしの声？』

『うむ、夏か穂ほの心の声だぞ』

　どーやら、シャレイリアと手をつないでいるあいだは、あたしもモミの木とお話しすることができるらしい。

　モミの木が、ふたたびゆっくりと口を開く。

『わしには……もう時間が残されておらぬ……』

『……？　どういうことですか？』

『わしは今年のクリスマスを最後に……切り倒されてしまうのじゃ……』

『え？』

　あたしは思わず驚きの声を上げた。あたしが生まれるずっと前から、森もり野の商店街の顔であり名物であったクリスマス・ツリーである。

　どうして、そんな急に――

『鳥たちに聞いた……近々、このあたりの道路を工事するのだそうじゃ……』

『……あ』

　そういえば、最近、そんな話を聞いたことがある。駅のそばに新しい住宅地をつくるため、このあたりの土地を大々的に整備するそうだ。それで、広場の真ん中に立つこの木が邪魔になったのだろう。

『ふむ、つまり、おまえの頼みというのは、まだ切られたくないと――』

『そうでは……ない』

　モミの木はシャレイリアの言葉をさえぎった。

『わしはただ……みんなの願いを叶かなえてほしいのじゃ。わしの枝にカードを吊つるしてくれた者たちの願いを……な』

　モミの木は、長年の思いをゆっくりと語った。

　自分はこれまで、せっかく願いごとを吊してもらっても、どうすることもできなかった。

　中には「おかげで願いが叶いました！」と感謝してくれる者もいたが、それは自分がなにかしたわけではない。感謝されて、かえって心苦しいくらいだった。

　しかし、今年。

　自分がクリスマス・ツリーとしていられる最後の年くらいは――

　長年、森もり野の商店街を見守ってきたものとして、なんとかみんなの願いを叶かなえてあげたい。

　そう思ったのだ。

『……どうだろうか、お嬢さんがた。わしの声が聞こえたのもなにかの縁、先の短い老木の頼みを……聞いてもらえぬだろうか……』

　あたしは――

『ええっと、悪いけど、あたしたち、ただの中学生だし、そんなこと――』

　言いかけて、

『……よかろう』

　と、シャレイリアが言葉をさえぎった。

『え？』

『おまえの願い、このホリン・シャレイリアが聞き届けよう』

『おお……頼まれてくれるか……』

『シャレイリア!?』

『夏か穂ほ、何十年ものあいだ、この街を見守ってきてくれた木の頼みだ。森の司つかさたるドルイドとして、私は助けになってやりたいと思う』

　きっぱりとした声で言うシャレイリア。

『……』

　あたしは、ちょっと恥ずかしくなった。いつもボケばかりかましている彼女だけど、こうしてドルイドとしての使命に燃えている姿は、なんだかとても眩まぶしい。

　素直に、かっこいいな、って思う。

『わかった。あたしも手伝うよ』

　あたしは目をつむったまま、こくり、とうなずいた。

『夏穂、ありがとう』

　シャレイリアが、あたしの手をぎゅっと握り締める。

『ありがとう、お嬢さんたち……本当に……ありがとう……』

　ゆっくりと、目を開けると。

　あたしたちの頭上で、モミの木の枝がざわざわと揺れていた。



　　　　　◆◇◆



　その晩。森野学園の正門前で、あたしはシャレイリアを待っていた。

「ううーっ、寒っ！」

　吹きつける冷たい夜風に、マフラーをきつく巻きなおす。

「もうっ、シャレイリアってば、なにやってんのよー」

　毛糸の手袋に白い息を吐きつつ、ぼやいていると、

　ガラガラガラガラガラ……

　道路の向こうから、そんな音が聞こえてきた。

「すまない。待たせたな」

　暗くら闇やみの中から、あらわれたのは――

「……っ！」

　ふわふわサンタクロースの衣装を着た、シャレイリアだった。

　うわー……

　あたしは、しばらく声が出なかった。

　だって可愛かわいい。可愛すぎるのだ。あまりにも。

　まっ赤な服にふわふわのファー。てっぺんに白い毛玉のついたとんがり帽子に、輝くプラチナブロンドの髪がむちゃくちゃ似合っている。

「可愛いよー、サンタさん、可愛いよー」

　むぎゅっ。

「わ、夏か穂ほ、なにをするのだ！」

「ハハハ、よいではないかよいではないか」

「わー！」

　あまりのラブリーさに、シャレイリアをくるくる回してしまうあたしであった。

　くるくるくるくる……とんっ、と彼女を下ろし、

「……むう、目が回ったぞ」

「ごめんごめん。でも思った通り、めちゃくちゃ似合うねー」

「そうか？　どうもふわふわして動きにくいのだが……」

　スカートの裾すそをつまみながら眉まゆをひそめるシャレイリア。

　と、そんな彼女の袖そで口ぐちを、横からぬっとあらわれた口がくいくいっと引っぱった。

　外灯の明かりの下、あらわれたのは、体長三メートルもある巨大なオオカミだった。

　大狼ダイアウルフのワールだ。

　そのあとから続々と、オオカミ、クマ、トラ、シカ、イノシシ、トナカイ、ヌー、チーター、バッファロー、ダチョウ……などなど、おなじみシャレイリアの仲間の動物たちがあらわれる。

　ガラガラガラガラ……

　動物たちが牽ひいているのは一台のリヤカーだ。今日の夕方、シャレじーさんに事情を話して学園から借りてきたのである。

　サンタのソリにしてはずいぶんバラエティに富んだ顔ぶれだが、シャレイリアの仲間に、トナカイが一頭しかいなかったのだからしかたない。

　ともあれ、このソリで森もり野の市内を駆け回り、みんなの願いごとを叶かなえていくのである。

「それじゃ、さっそく、いきましょーか」

「うむ。みんな、頼んだぞ！」

　サンタ衣装のシャレイリアが杖つえを振り上げた。

　うぉ―――――う、うぉ―――――う、うぉ―――――う！

　動物たちが夜空に向かっていっせいに咆ほう哮こうする。

　うぉ――――――――――う！

「やめなさいっ、近所迷惑っ！」

　あたしはシャレイリアのおでこをぺしっとはたいた。



　　　　　◆◇◆



　ガラガラガラガラガラ――

　夜の森野市を一台のソリ（リヤカー）が疾走する。

　ガタゴトと揺れる荷台に座り込み、あたしは願いごとの書かれたカードを読んでいた。

　もちろん、神様ならぬあたしたちには、吊つるされていた願いごとすべてを叶えられるわけじゃない。モミの木のおじいさんも、そこまで望んでいるわけではなかった。

　あたしたちにできる範囲で、願いごとを叶えていけばいいのである。

「『いちおくまんえんほしい』とか『ギャルのパンティーおーくれー』とかは無理だよねー。っていうか、もっと純真な願いごとはないのか……ん、これは」

　手にとったのは、

『サッカー部のエースになりたい！』

　じつに子供らしい願いごとの書かれたクリスマスカードだった。

　あたしは、しばし首をひねって考え、

「……うーん、でも、そんなのあたしたちじゃどーにもならないよね」

　やっぱりだめか……と、束に戻そうとする。

　と。

「待つのだ、夏か穂ほ――」

　その手をシャレイリアに止められた。

「え？」

「そのくらいの願いごとなら、なんのことはないぞ」

　言って、彼女は自信満々にうなずいてみせるのだった。



　カードについた匂においをたどって、やってきたのは小学四年生のミツル君の家だった。

　庭に生えていた柿かきの木を、シャレイリアの魔術で（勝手に）成長させ、鍵かぎの開いていた二階の窓から忍び込む。

「……えーと。いまさらだけど、これ、犯罪だよね。見つかったら捕まるよね」

「問題ない。警察といえど、本気で身を隠したドルイドを発見するのはまず不可能だ」

「……いや、そーゆー問題じゃなくて」

　シャレイリアは、ミツル君の眠るベッドのそばまでそっと歩いていくと、肩にかついだプレゼント袋から、ひとかかえほどもあるサッカーボールを取り出した。

「よいか。この少年がおまえを蹴けったら、そのまま走ってゴールに飛び込むのだ。これを三〇回繰り返したら山に戻ってくるがいい」

　小声で囁ささやくシャレイリアに、くいっと首を曲げてうなずくサッカーボール。

　……ではなく。甲羅にサッカーボールの模様を描かれたミツオビアルマジロだった。

　アルマジロというと、ふつう体をボールみたいに丸めて身を守るというイメージがあるが、完全な球形になれるアルマジロは、数多いアルマジロ科の中でも、このミツオビアルマジロだけなのだ。

「……うーん。いいのかなあ」

「心配は無用だ。あやつならうまくやってくれる」

「いや、っていうか、これっていインチキなんじゃ……」

「夏か穂ほ、なにをしている。いくぞ」

「あ、まってよー」



　つぎにやってきたのは、小学二年生のエリカちゃんの家だった。

　なんでも、クリスマスプレゼントに大きなクマのぬいぐるみが欲しいのだそうだ。

　そんなわけで。またまた窓から忍び込んだシャレイリアさん、部屋の隅っこにツキノワグマを座らせて、

「しばらくこの部屋で冬眠しているのだぞ。決して動いてはならぬぞ」

「クマー？」

　涙目のクマさん。

「大丈夫だ。来年の春にはまたこっそり迎えに来るからな」

「クマー……」



　つぎにやってきたのは、駅前にある中華料理のお店。

　クリスマスカードに書いてあったのは、

『年末忙しくて猫の手も借りたいくらいだわー』

　という、なんとも現実的な願いであった。

「……むう、よくわからないが、手伝ってくるのだぞ」

「あ、ちょっと、シャレイリア――」

　彼女の意図に気づいたあたしが止めるまもなく、

　お店の裏口から、トラ、ピューマ、ジャガー、チーター、ヒョウ、など猫科の動物たちが飛び込んでいく。

　ガシャーン、パリーン、ドンガラガッシャーン！

「むう？」

「このあほドルイドっ、すぐにもどしなさいっ、すぐに！」



　そしてつぎの訪問先。

　ただひとこと、毛筆で『髪』と書かれたカードの匂においをたどってきてみれば、

「……ってここ、吉よし野のの家じゃん」

　そこは担任のバーコード吉野の家だった。

　ぐっすりと眠る吉野の枕まくらもとに立ったあたしたちは、小声でひそひそ話し合う。

「どーすんのよ、髪なんて」

「うむ、大丈夫だ。ちょうどよいものがある」

　うなずいて、シャレイリアはプレゼント袋からひと掴つかみの塊かたまりをとりだした。

　ぬるぬるした緑色の塊だ。

「……なにそれ？」

「故郷の森に生えている珍しい種類の苔こけだ。これを頭に植えればすぐに繁殖するぞ」

「……」

　寝ている吉野の頭にぺたぺたと苔を植えていくシャレイリア。

　……大丈夫かなあ。



「ああ、あの木の最後のひと葉が落ちたら、わたしはもう――」

　森もり野の市のはずれにある小さな病院である。

　重い病気で入院していた少女が、病室のベッドから、窓の外をながめてつぶやいた。

「四枚、三枚……明日になったら、もう一枚も残っていないのでしょうね」

　風に吹かれ、はらはらと散っていく木の葉を見ては、ため息をつく。

　病室の窓から見える大きな木は、少女にとって、生きる希望そのものだった。

　しかし、冬になって木の葉が散りはじめると、

「あたしの命ももう――」

　と、絶望的な気持ちになってしまうのだった。

　少女が書き、両親か友人が吊つるしたであろうクリスマスカードには、

『どうかあの木の葉っぱが落ちませんように』とあった。

　だが、そんな少女の願いもむなしく、木の葉はいまにも散ろうとしている。

　さあっと強い風が吹き、枝についていた最後のひと葉がちぎれ飛ぶ――

「……っ!?」

　少女は思わず目をつむった。

　数秒後。おそるおそる目を開けてみる。

「え？」

　少女の目が驚きに見開かれた。

　さっきまで枯れていたその木の枝に、青々とした葉っぱが生おい茂しげっていたからだ。

　まるで、そこだけ夏がおとずれたかのように。

「……な、なにがおきたの？」

　少女がベッドから起き上がりかけたところで、

　あたしとシャレイリアは、ゆっくりと窓から身を乗り出した。

「ども、メリークリスマス♪」

「きゃあ！」

　少女は小さな悲鳴を上げた。

　ま、そりゃそーか。

「すまない。驚かせてしまったようだな」

「うそ、サンタ……さん？　本当に？」

　サンタの衣装に身を包んだシャレイリアを見て、少女は目をぱちくりさせている。

「うむ。今日はよい子のおまえにプレゼントを持ってきたのだぞ」

　シャレイリアは、杖つえの先についているヤドリギをちぎって少女に手渡した。

　ドルイドが特別な日に刈ったウェロニア・オークのヤドリギは、すり潰つぶして飲むと〈パナケア〉という万能の霊薬になるのである。

「すこし苦にがいかもしれないが、煎せんじて飲むとよい。よく効くぞ」

「う、うん、ありがとう。サンタさん！」

「礼ならば、そなたが願いを託したツリーに言うがよい」

「え？」

「病気、しっかり治すんだよ。おねーさんたちとの約束だよ」

「うん！」

　笑顔でうなずく少女に手を振り、あたしたちは窓から出ていった。



　――そんなふうに、あたしたちはつぎつぎと願いごとを叶かなえていき、

「えー、続いてのおたよりは、東京都森もり野の市にお住まいのペンネーム『弟はつらいよ』さん。ありがとー。『弟はつらいよ』さんには、番組特製かほりんの耳かきをプレゼントしちゃいまーす♪」

　ガタゴトと揺れる荷台の上で、あたしはラジオパーソナリティっぽくクリスマスカードを読んでいた（ちょっと飽きてきたのだ）。

「えー、かほりんさん、シャレ姐ねえさん、こんばんは。僕のクリスマスのお願いは――」

　ぺらっ。とカードを裏返し、

『雪ゆき那なさんみたいな姉ちゃん』

　ぴしっ。

「……」

「夏か穂ほ、どうしたのだ？」

「シャレイリア、おやつだよ」

「む、そうか？」

　ぱくぱく。

「……ふう、にしても、あとはもう微妙なのばっかだねー」

　残ったクリスマスカードの束をながめながら、あたしはため息をつく。

　並べてみると、

『逃げた婚約者。あとビッグチョコパフェデラックス』

『耐水性ノボディ。アト人間ノ心ガ欲シイデス』

『いつもいじわるばかりしてごめんなさい。わ、わたくしほんとうは、あなたとお友達になりたいのですわー！』

　……こんなのばっかりである。最後のやつなんてただの心の叫びだし。

「このあたりはさすがに無理そうだもんねー……ん？」

　と、一枚のカードがあたしの目にとまった。

　それを読んだあたしは、ふむ、とうなずいて――

「あ、これなら簡単に叶かなえられるよ。シャレイリア、この匂においの家に向かって」

「うむ。わかった」

　シャレイリアが手た綱づなを引いた。

　動物たちが吠ほえ、ソリがぐんと加速する。

　と、そのとき。

　ガラガラガラガラガラッ――

　後方から、叩たたきつけるような車輪の音が迫ってくる！

「――な、なに!?」

　驚いて振り返る――と、

「ふはははははははははははっ！」

　夜の闇やみに響きわたる笑い声。

「あ、あんたはっ!?」

「……む、ランドルフっ！」

　あたしとシャレイリアが同時に叫ぶ。

　そう。あらわれたのは――

　サンタクロースの衣装を着て笑う変態紳士、アーサー・ランドルフ卿きよう！

　そして彼を乗せたリヤカーを牽ひいているのは、トナカイの着ぐるみを着たアリアだった。

「あ、あんた、いったい――」

「ふん、見ての通り、ケーキの配達をしておるに決まってるではないか！」

　無駄にエラそーに胸をそらし、言い放はなつランドルフ。

　……あ、ほんとだ。袖そでのところに『ケーキは銀ぎん菓か堂どう』って書いてある。

　っていうかあの変態紳士、サンタの格好がみょーに似合うな。

「ふはははっ、ここで会ったが百年目！　我が妻よ、おとなしく私のもとへ来るのだ！」

　スピードを上げ、併走してきたランドルフが、シャレイリアのうしろ髪に手を伸ばす。

「しつこい！」

　シャレイリアはその手を、杖つえでぽかっと打ち据すえた。

「……ぬうっ、貴様～っ、後悔しても知らんぞ！　やれ、メカシャレイリア！」

「イエスマスター」

　ガシャン、ガシャン！

　シャレイリアの両腕からミサイルポッドが飛び出した。

「わ！」

　しゅばっ、しゅばしゅばっ！

　ちゅどどどどどどどどどどどどーん！

　糸引き納豆みたいなミサイルが宙を舞い、あたりの塀へいや電信柱をなぎ倒す。

「ちょ、ちょっと――」

　ソリが激しく上下に揺れる。あたしはへりに掴つかまってなんとか持ちこたえた。

「アリアっ、そんなやつの命令なんて聞くことないよ！」

　すると、アリアはガギョンと首を横に振り、

「マスターハ、私ヲ耐水性ノボディニ改造シテ下サルト、約束シテクレタノデス」

「は？　耐水性のボディって……なんのために？」

　訊きき返すと、

「……ッ！」

　トナカイのコスプレをしたアリアの目が、かすかに吊つり上がった。

「……？　えーっと。アリア、なんか怒ってない？」

「……イイエ。私ガ怒いかリノ感情ヲ抱クコトナドアリエマセン。私ハ所しよ詮せん、感情ノナイロボットデスカラ。マシンデスカラ」

　ダダッダー……、と小さく口ずさみ、ふいっとそっぽを向くアリア。

「そ、そう？　ほんとに、怒ってない？」

「……」

　沈黙。

　ガラガラガラガラガラッ――

　ほんの数秒間。リヤカーの激走する音だけが響きわたる。

「温泉……」

「え？」

「私モ、ホントハ、温泉イキタカッタ―――――ッ！」

「え―――――っ！」

　しゅばしゅばしゅばっ！

　ちゅどどどどどどどどどどーん！

「ふはははっ、いいぞもっとやれ！」

　ランドルフの耳みみ障ざわりな高笑い。

「むうっ――」

　降り注ぐミサイルの雨を、シャレイリアはみごとな手た綱づな捌さばきでかわしきる。

　ちゅどーん、ちゅどーん、ちゅどどどーん！

　しかし、このままでは――

　あたしは膝ひざ立だちになり、横を走るアリアに向かって叫ぶ。

「……あ、あのね、温泉っていっても、あんまりろくなことなかったよ。シャレイリアとふたりで背中流しっこしてたらウ○コ投げられたり――」

「フタリデ、一緒ニ背中ヲ流シタ……」

　ぽつり、とアリアが低い声でつぶやいた。

　……あれ？

　ガシャンガシャンガシャンガシャンガシャン！

　アリアの全身から無数のミサイルランチャーが出現する。

　……なんだか、ずいぶんお怒りのよーである。

　ガラガラガラガラガラッ――

　激走するソリは住宅街を抜け、夜でも人通りの多い森もり野の商店街へ――

　……って、まずいっ！

　瞬間。

「シャレイリアオ姉様バカリ、ズルイデス―――――ッ！」

　ちゅどどどどどどどどどどどーん！

「ぎゃーっ！」

　吹き荒れる爆風。立ち上る火柱。

　悲鳴を上げて逃げる商店街の人たち。

「ちょ、アリアっ、いくらなんでもやりすぎだよっ！」

「……うむ、いまのはさすがに私もどーかと思うぞ」

　と、こめかみに冷や汗を垂らしながら同意するランドルフ。

　見ればランドルフのバイト先『銀ぎん菓か堂どう』の看板がきれーに吹っ飛んでいる。

「大丈夫デス。三原則ハ遵じゆん守しゆシテイマス」

「思いっきり無視してるでしょーが！」

　あたしは思いっきりつっこんだ。

　ロボットは人間に危害を加えてはならない。

　有名なロボット三原則の第一条である。

「イエ。私ガ言ッテイルノハ〈友情・火力・勝利〉ノ三原則デスガ」

「それ三原則じゃないしっ！」

　……ってゆーか火力ってミもフタもないな。

　だが、それでアリアはすべてのミサイルを撃ち尽くしたようだ。

　二台のソリは『ベン・ハー』みたいな激しいデッドヒートを繰り返し、森もり野の商店街を一気に駆け抜ける。

　ふたたび住宅街に出たところで、ランドルフが仕掛けてきた。

「ふははははっ、シャレイリアは私のものだっ！」

　ひゅんっ、ひゅんひゅんっ！

　と、ちょーしに乗って売り物のケーキを投げつけてくる。

「こらっ、食べ物を粗末にするなーっ！」

「ええい、うるさいっ、私に説教するな小娘っ！」

　ひゅんひゅんっ、べしゃっ。べしゃっ。

「はんっ、どこ狙ねらって――ああっ、シャレイリアの動物たちがケーキまみれに！」

　生クリームで視界をふさがれ、みるみるスピードを落としていく動物たち。

　いかにシャレイリアの手た綱づな捌さばきが優れていても、これでは――

「夏か穂ほ、目を閉じて、ソリのへりにしっかり掴つかまるのだ」

「え？」

　シャレイリアがポケットから小さな袋を取り出した。

「これは私のおやつだったのだが……」

　縛りひもを歯でほどき、中に入っていたドングリの実をひと掴つかみ握り締める。

「……クー・エステラール・ケルテ・ラー……森の弾薬よ！」

「ふはははははっ、やれ、メカシャレイリアよ！」

　ランドルフが吠ほえた。

「イエスマスター」

　アリアの瞳ひとみが赤く発光。トナカイの角がキィィィンと白熱化する。

　そして――アリアが突撃してきた、その瞬間。

　シャレイリアは、ドングリの実をばっと投げつけた。

　どか―――――ん！

　大爆発。

「ぬおおおおおおおおおおおっ！」

「ミンナト温泉イキタカッター！」

　そんな悲鳴を上げながら。

　ランドルフとアリアはコンビでお空の星になったのだった。

　……ご、ごめんね、アリア。



　――そんなこんなで。

　ランドルフの追撃をなんとかかわしたあたしたちがやってきたのは、クラスメートの須す田だの家だった。

　窓から部屋に忍び込んだあたしは水道の蛇口をジャーッとひねり、水で満たした紙コップをそっと須田の枕まくらもとに置く。

　ちなみに、カードに書かれていた願いごとは、

『水でいい』

　である。

　それにしても須田、ほんとに水が好きなんだなあ。

「……さて、と。これにて任務完了だね。お疲れさま」

　あたしがくーっと腕を伸ばしながら言うと、

「いや」

　シャレイリアは静かに首を横に振った。

「まだ最後の願いが残っている」

「え？　でも、カードはもうぜんぶ――」

「まだ、あやつの願いを叶かなえておらぬではないか」



　　　　　◆◇◆



　翌朝。すっきりと晴れわたった空の下。

　二年Ｃ組の生徒全員が、まだ雪の残る中庭に集まり、クリスマス会の準備をしていた。

　教室の机をいくつか並べ、こぎれいなテーブルクロスをかけて花を飾れば、中庭はパーティー会場に早変わり。各テーブルに置かれたバスケットには、焼きたてのビスケットや、ドーナツ、マフィンが盛られ、なんともおいしそーな匂においを漂ただよわせている。

　リスやイタチ、オオカミ、イノシシ、シカ、ペンギン……シャレイリアの仲間の動物たちも、そこかしこでお菓子をもらっているよーだ。

「それにしても、ほんと晴れてよかったね。天気予報だと大雨っていってたから、どーなることかと思ったよ」

「うむ、天候を変えるのは、さすがに骨が折れたぞ」

　と、肩をまわしながら言うシャレイリア。

「……」

「む、どうしたのだ？」

「……ひょっとして、天気を晴れにしたのって、シャレイリアなの？」

「うむ。昨日の夜から、祭壇の前で夜通し雨よけの舞を踊っていたのだ」

「……そ、そーなんだ」

　あたしは、森の中でひとり怪あやしげなダンスを踊るシャレイリアの姿を想像する。

　……うーん。ちょっとコワいぞ。

　そんなシャレイリアさん、バスケットに盛られたフィンガーチョコをぱくぱくつまみ、

「ひゃん！」

　と、甲高い悲鳴を上げていた。……銀紙を噛かんじゃったらしい。

　むーっと涙目になるシャレイリアの頭のつむじを、よしよしと撫なでてやっていると、

「あー、みんなもう集まっとるな」

　校舎の中からバーコード吉よし野のが歩いてくる――

「――って、えええええっ！」

　どよめきの声を上げたのは、あたしだけではなかった。

「よ、吉野の髪が……」「マジかよ」「いったいなにがあったんだ……？」

　ざわざわ。ざわざわ。

　……みんなが戸惑うのも無理はない。

　なにしろ、あの吉野の髪が――

　ひと晩のうちにふさふさになっていたのである。

　いまの吉野は、もはやバーコード吉野ではなかった。

　むしろダンディ吉野であるとさえいえた！

「せ、先生、その……髪は？」

　生徒の一人が訊きくと、吉よし野のはふさふさの髪（？）をもさっとかき上げて、

「ははは、朝起きて鏡を見たらカフカ的にこうなっていたのだよ。ゲッツ！」

「……うわ。なんかキャラまで変わってるし」

　それ、髪じゃなくて苔こけですよ、なんてとても言える空気じゃない。

　……っていうか、あれ、お風ふ呂ろで頭洗ったら剥はがれちゃうんじゃないだろーか？

「――あ、夏か穂ほー」

　と、そんな喧けん噪そうの中。マイペース眼鏡めがねこと雪ゆき那な知とも子こがジュースの入ったコップを持ってやってくる。

「おー雪那、どした？」

　と、あたしが振り向くと、

「クリスマスツリーは用意しなくていいって、どーゆーこと？　中庭にあったモミの木って、シャレイリアが学園祭のときに着ぐるみにしちゃったじゃん……」

「ああ、そのことね。待ってて。もうすぐ来るから」

「え？」

　と、そのとき。

　ドシーン！　ドシーン！

　突然、地面が震動した。

「わっ！」「な、なんだなんだ？」「地震か？」

　どよめくクラスメートたち。

　そして――

「あ、あれはなんだーっ！」

　誰だれかが校庭のほうを指差して叫んだ。

　ドシーン！　ドシーン！

　校庭からあらわれたのは――

　大きな――とても大きなクリスマス・ツリーだった。

　ブルーやオレンジのイルミネーションが点滅し、金銀のモールやリボンが飾りつけられ、枝にはカラフルなミラーボールやスノーマンのお人形が吊つるされている。

　木の枝にぶらさがり飾りつけをしているのは、あの下着泥棒のサルたちだ。

　クリスマスの飾りにまじって、ところどころパンツがぶら下がっていたりもするが、それはまあ……目をつむることにする。

　木のてっぺんには、あのラブラブ地獄温泉のオランウータン、スケキヨの姿もあった。

「……あ、あれって、ひょっとして、商店街の？」

「うん。シャレイリアの魔術でトリエント（木の怪物）に変えて連れてきたんだよ」

　あたしはぐっと親指を立ててうなずいた。

　――そう。須す田だに水をプレゼントしたあと、あたしたちは商店街へ戻り、みんなの願いを叶かなえてきたことをモミの木に伝えた。

　そして。感謝するモミの木に向かって、シャレイリアは言ったのだ。

「感謝するには早いぞ。まだお前の願いを叶えていないではないか」

　と。

　モミの木が願ったのは――

『もうすこし、クリスマス・ツリーとしてこの町を見守っていたい』

　ということだった。

　……で。めでたくこの森もり野の学園においでいただくことになったとゆーわけだ。

「なるほど。あれ？　でも、それじゃ、商店街のほうのツリーはどうするの？」

　と訊きく雪ゆき那なに、

「問題ない。午後から私が着ぐるみを着て立つからな」

　答えるシャレイリア。

「……え？　あの着ぐるみで？」

　あたしは想像する。商店街の真ん中でほえほえーっと立ち尽くし、買い物にきたおばちゃんたちに、はんぺんやちくわをもらっているシャレイリアの姿を。

「なんだか、そこはかとなくシュールな光景だけど……」

　あたしたちが中庭の隅っこで話していると――

　ダンディ吉よし野のが颯さつ爽そうとひな壇の上に立ってコップをかかげた。

「ＨＡＨＡＨＡ！　さあ、ツリーもきたことだし、さっそくパーティーを始めようではないか！　メリー・クリスマス！」

「メリー・クリスマス！」

「私の新たな髪に乾杯！」

「かんぱーい！」

　パンッ、パパパパンッ！

　クラッカーがいっせいに打ち鳴らされた。



　パーティーが始まると、さっそくプレゼントの交換会が行われた。

　中庭のあちこちで、喜びの声や「ええ～っ」という落胆の声が上がっている。

「おほほ、シャレイリアさん、これはわたくしからのプレゼントですわー」

　と、法ほう香かさんが高笑いとともに、ツリーの下にいるシャレイリアのところへやってきた。

　両手にはきれいにラッピングされた箱を抱えている。

「む、法香よ、私からもプレゼントだ」

「え？」

　シャレイリアが小さな袋から出したのは。

　四つ葉のクローバーを象かたどった木の髪飾りだった。

「香木を彫って作ったものだ。法ほう香かの黒髪はとても綺き麗れいだから、きっと似合うと思う」

「……」

　法香さん、豆鉄砲をくらった鳩はとのよーにきょとん、として、

「……あ、ありがとう、ですわ」

　頬ほおを赤らめ、ちょっと照れたようなしぐさで髪飾りを受けとった。

「法香のプレゼントか。うむ、楽しみだな」

　シャレイリアのほうも、受けとった箱の包装をうきうきとした手つきでほどき、

「あ、だめですわ――」

　バチーン！

「あうっ！」

　……バネに手を挟まれた。

　定番のイタズラグッズ『噛かみつきパックン』である。びろーんと伸びた『パックン』の舌にはご丁寧にも『おほほ、引っかかりましたわねアホ娘むすめー』って書いてあった。

「……」

　しん、と沈黙がおとずれる。

「え、ええっと、わたくし、あなたから、こんなちゃんとしたプレゼントがもらえるなんて思ってなくて、だから、あの、その、ええと――」

「……クー・ケテール・マルカ・キレ・ラムカ……」

「きゃー！」

　逃げ出そうとする法香さんを、

　バチーン！

　地面から生えてきた巨大なハエトリソウが呑のみ込んだ。

　……やれやれ。

　肩をすくめながら、あたしはシャレイリアに近づいていき、

　ふわっ。

　と、シャレイリアの首に毛糸のマフラーを巻きつける。

「……はい、あたしからのプレゼント。いっとくけど手編みだからね。ちょ、ちょっと不格好なのはがまんしてよね」

「わ、夏か穂ほ、ありがとう。これはとてもあったかいな♪」

　マフラーを首に巻きながら、はにかむように笑うシャレイリア。

「いや、あんたの可愛かわいい笑顔のほうが心にあったかいですからっ、残念！」

　スパ―――――ンッ！

「むう？」

　シャレイリア、涙目でおでこをさすりながら、

「いまのはなんで叩たたかれたのだ？」

「いや、あんたのおでこって、なんとなく叩きたくなるってゆーか……」

「……むー」

　ぽかぽかぽかぽか。

「あいたたた、ごめん、ごめんってば……」

　シャレイリアは「もうっ」とつぶやいて、ひとつ咳せき払ばらい。

「……まあよい。これは、私から夏か穂ほへのプレゼントだ」

　と、あたしの手に、なにか小さなものを握らせた。

　ん？

　指をひろげると。

　リィン、リィン――

　耳にここちのよい、涼やかな音が鳴る。

　ひものついた銀の鈴だった。

「これは？」

「私が子供のころから大切にしていた、一族の至宝〈ドルイドベル〉だ」

「ええっ、そんな大事なものもらえないよ！」

　あたしはびっくりして言った。

「だいたい、あたし、長おさっていってもただの学級委員長だし……」

「よいのだ。これは夏穂がクラスの長だから渡すのではない。ずっと前から、私の一番の友達にあげようと決めていたものなのだ」

「シャレイリア……」

　どこまでも透き通った、まっすぐな瞳ひとみで見つめられ、あたしの頬ほおはカアッと熱くなる。

「え、ええーっと……」

　照れ隠しに、きょろきょろと目線をそらし、

　……ん？

　上を見上げたあたしは、ツリーの枝に変なものがついているのに気がついた。

「あれは……？」

　直径三〇センチほどの葉っぱのボールである。

　シャレイリアもつられて上を見上げ、

「む、立派な〈ヤドリギ〉ではないか」

　驚きの声を上げる。

「ヤドリギ？　さっきまで、あんなのなかったけど……」

　と、そのとき。

　そよ風が吹いて、モミの木の葉がざわざわと揺れた。

「……どうやら、モミの木のプレゼントのようだな」

「へー、モミ木のおじーさん、粋いきなことするじゃん」

　あたしが、ほえーっと頭上のヤドリギを見上げていると、

「夏か穂ほ」

　ちゅっ。

　……ん？

　いま。

　なにがあった？

　ええっと、なんか、信じられないよーなことが、起こったよーな――

　ゆっくりと。見上げていた視線を下ろす。

　いつもとかわらない表情のシャレイリアと目があった。

「……えっと。シャレイリア、いま、あたしに、なにかした？」

「頬ほおに口づけをしたぞ」

　あっさりと、シャレイリア。

「……っ！」

　あたしは、息を呑のみ、

「えええええええええええええええ―――――っ！」

　絶叫した。

「な、なな、ななななな、なな、なんで、そんな、こと――」

「む、夏穂は知らないのか？　ヤドリギの下に居合わせたふたりはキスをしなければならないのだ。欧米では一般的な慣習だが――もともとは、ヤドリギの下ではいかなる理由があろうとも休戦しなければならないという、ドルイドの誓約ゲツシユからきている」

「……そ、そーなの？」

「うむ。だから夏穂も早くするのだ」

「……は、はい？」

「ヤドリギの下で『お互い』が口づけを交わすという誓約ゲツシユだからな」

「う、嘘うそでしょ……」

「ドルイドは嘘をつかぬ」

　きっぱりと言うシャレイリア。

「……ええっと、その、それは、どーしても、しなきゃだめ？」

　あたしは、もじもじしながら、何度も訊きき返す。

「うむ。この誓約ゲツシユは、すべてのドルイドが誓っている最も古い誓約ゲツシユのひとつだ。誓いを果たせなかった場合、私たちに大いなる災わざわいが降りかかるだろう」

「……う、わ、わかったよ」

　あたしはあたりをきょろきょろ見まわし、誰だれも見ていないことを確認すると、

「それじゃ、シャレイリア、目をつむって」

「む、なぜだ？」

「いーからつむってよ。は、恥ずかしいんだからっ……」

「うむ、夏か穂ほがそう言うのなら……」

　シャレイリアは静かに目を閉じた。

　ドキドキ。ドキドキドキ。

　長い睫まつ毛げ。ふっくらしたほっぺた。

　耳にかかる彼女の髪を指先ではらい、おでこに唇をそっと近づける。

　甘い吐息に頭の芯しんが痺しびれそうになる。

　ドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキ。

「メ、メリー……クリスマス」

　ちゅっ♪



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　どうも志し瑞みずです。お待たせいたしました。

　なごみ系ケルトファンタジー（？）『やってきたよ、ドルイドさん！２』をお手にとっていただき本当にありがとうございます。

　今回は夏か穂ほとシャレイリアのアホな日常を描く短編集となりました。読んでくださった皆様が少しでも楽しい気持ちになっていただければ幸いです。

　……なんというか、主人公の夏穂がどんどんダメな人になってますね。最初はシャレイリアの暴走を止める真ま面じ目めな委員長という設定のはずだったのに、なんでこんなことになってしまったんでしょうか。不思議です。

　ところでこの作品、そもそもゲームとかで不遇な扱いを受けているドルイドの地位向上のために書いたわけですが、ひょっとしたら、ドルイドについて大いなる誤解を与えてしまっているかもしれないので、いまさらながらここで衝撃の事実を発表いたします。

　えーと、その……こんなドルイドはいませんっ！（じゃじゃ―――――ん！）

　はい。シャレイリアの一族はドルイドの中でもかなり変な一族なのです。現役のドルイドの皆様、ケルト文化を真面目に研究している皆様、どうか怒らないでください（汗）

　ちなみに、現代にもドルイド教団というのは実在しています。作中にもあったように、あのウィンストン・チャーチルも所属していたり、専門誌があったりと、イギリスなどではかなり大きな存在のようですよ。



　さて、それでは今回も、お世話になった方々に謝辞を贈らせていただきたいと思います。

　まずは挿さし絵えを描いてくださった絶ぜつ叫きよう先生、お忙しいスケジュールの中、超絶可愛かわいいシャレイリアやラブリーな動物さんたちを描いてくださり本当にありがとうございました。二巻目の表紙を見たとき、想像を遥はるかに超える可愛さに悶もだえ転がりました。キャラクターたちに命を吹き込んでくださったことにとても感謝しております。

　里さと見み英ひで樹き様、最高にクールでカッコイイ装丁をどうもありがとうございました。

　編集長の三み坂さか様、担当の笹ささ尾お様、原稿を何度も読んでいただき、いつも適切なアドバイスをくださりありがとうございます。本当に感謝感謝です。

　最後に。本書をお手にとってくださった読者の皆様、ありがとうございました！

　今後もがんばりますので、ぜひぜひ、よろしくお願い致します！



二〇〇九年一月　志瑞祐ゆう



    

  









    
      　著者

　志瑞祐（しみず・ゆう）

　　１９８２年生まれ。法政大学社会学部卒業生。

　　本作で第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作受賞。

　　趣味はＳＦとボードゲーム。あと猫が好きです。



　イラスト

　絶叫（ぜっきよう）

　　カレーがすきです。



　　代表作：‥

　『じゆっＴＥＮ！』（一迅社）

　『とらドラ！』（アスキー・メディアワークス）

　　＊原作：‥竹宮ゆゆこ／キャラクターデザイン：‥ヤス



    

  
    
      やってきたよ、ドルイドさん！２
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